
釜
石
市

東
日
本
大
震
災
　
釜
石
市
証
言
・
記
録
集

伝
え
た
い

３
．11
の
記
憶



2
只越町・浜町（第二管区海上保安本部提供）



3

　

平
成
23
年
３
月
11
日
、
14
時
46
分
に
発
生
し
た
巨
大

地
震
に
よ
る
大
津
波
は
、
当
市
に
お
い
て
、
死
者
・
行

方
不
明
者
を
合
わ
せ
、
１,
０
４
０
名
に
及
ぶ
尊
い
命
を

奪
い
去
り
ま
し
た
。
特
に
も
鵜う
の
す
ま
い

住
居
地
区
の
犠
牲
者
は
、

住
民
の
８
％
を
超
え
る
痛
ま
し
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
震
災
で
犠
牲
と
な
ら
れ
た
郷
土
史
家
で
あ
る

昆こ
ん
ゆ
う
ろ
う

勇
郎
氏
は
、
生
前
「
歴
史
は
過
去
の
囈
語
に
非
ず　

現
代
の
警
策
に
し
て　

未
来
の
指
針
な
り
」
と
い
う
言

葉
を
私
た
ち
に
問
い
か
け
て
お
り
ま
し
た
。
囈
語
と
は
、

「
た
わ
ご
と
」、
警
策
は
、「
座
禅
に
使
う
板
の
む
ち
」
を

指
し
、
人
の
自
覚
な
ど
を
呼
び
起
こ
す
こ
と
を
意
味
す

る
言
葉
で
す
。

　

三
陸
沿
岸
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
津
波
の
被
害
が
繰
り

返
さ
れ
、
沿
岸
各
地
に
は
、
明
治
、
昭
和
の
大
津
波
を

伝
え
る
記
念
碑
や
教
訓
な
ど
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
震
災
以
前
、
私
た
ち
は
こ
れ
ら
の
先
人
が

残
し
た
思
い
に
十
分
心
を
傾
け
る
こ
と
が
で
き
て
い
た

で
し
ょ
う
か
。
両
石
町
に
あ
る
明
治
の
大
津
波
を
伝
え

る
碑
に
は
、「
こ
の
碑
が
滅
し
よ
う
と
も
、
こ
の
恨
み
は

消
え
な
い
。
恨
み
は
消
え
去
っ
て
も
、
こ
の
碑
が
消
え

る
こ
と
は
な
い
」
と
の
意
味
が
漢
文
で
刻
ま
れ
て
い
ま

す
。
百
年
以
上
の
年
月
を
隔
て
た
今
、
私
た
ち
は
、
先

人
が
伝
え
よ
う
と
し
た
切
実
な
思
い
を
共
感
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
将
来
に
わ
た
り
、
二
度
と
こ
の
よ
う
な

悲
劇
を
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
固
い
決
意
の

も
と
、
震
災
で
起
こ
っ
た
こ
と
を
書
き
記
し
、
後
世
に

伝
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
々

の
鎮
魂
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
市
で
は
、
被
災
者
の
住
民
を
主
体

と
し
た
震
災
検
証
委
員
会
を
設
け
、
こ
れ
ま
で
６
編
に

わ
た
る
検
証
報
告
書
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　

本
書
で
は
、
こ
れ
ら
の
資
料
を
も
と
に
、
住
民
の
避

難
行
動
に
関
わ
る
証
言
に
つ
い
て
、
自
宅
、
外
出
・
仕

事
先
、
海
・
沿
岸
な
ど
震
災
時
に
置
か
れ
た
状
況
ご
と

に
整
理
し
、「
な
ぜ
す
ぐ
避
難
し
た
の
か
、避
難
し
な
か
っ

た
の
か
、
避
難
で
き
な
か
っ
た
の
か
」
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
に
努
め
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
放
課
後
と
な
っ
て
い
た
多
く
の
小
、

中
学
校
の
子
ど
も
た
ち
が
、
状
況
を
適
切
に
判
断
し
て

避
難
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
。
多
く
の
犠
牲
が
生
じ

た
鵜
住
居
地
区
防
災
セ
ン
タ
ー
、
震
災
発
生
直
後
の
市

災
害
対
策
本
部
の
状
況
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
と
併
せ
て
、
教
訓
集
『
未
来
の
命
を
守
る
た
め
に
』

を
作
成
し
、津
波
か
ら
命
を
守
る
、つ
な
ぐ
た
め
の
行
動
、

備
え
の
ほ
か
、
震
災
を
未
来
に
つ
な
げ
る
大
切
さ
を
取

り
ま
と
め
ま
し
た
。

　

今
回
の
震
災
を
通
じ
て
、
地
域
で
語
り
継
が
れ
て
き

た
大
切
な
こ
と
を
も
う
一
度
思
い
起
こ
す
契
機
と
な
り
、

震
災
で
起
こ
っ
た
こ
と
を
、
証
言
・
記
録
と
し
て
取
り

ま
と
め
る
こ
と
に
よ
り
、
将
来
に
わ
た
り
、
一
人
ひ
と

り
が
自
ら
の
命
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
一
層
の

防
災
意
識
の
啓
発
に
つ
な
が
る
こ
と
を
切
に
願
う
も
の

で
あ
り
ま
す
。

　

当
市
は
、
幾
多
の
津
波
や
戦
争
に
よ
る
被
害
を
乗
り

越
え
、
そ
の
都
度
、
復
興
を
成
し
遂
げ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
、
暮
ら
し
に
、
震
災
か
ら
学

ん
だ
教
訓
を
生
か
し
、
誇
り
と
希
望
を
持
ち
、
い
き
い

き
と
こ
の
地
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
美
し
い
ふ

る
さ
と
の
再
興
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

釜
石
市
長
　
野の

だ田
武た

け

　の
り則

T
aken

ori N
oda

歴
史
は
過
去
の
囈げ

い

語ご

に
非あ

ら

ず
　
現
代
の
警

き
ょ
う

策さ
く

に
し
て
　
未
来
の
指
針
な
り　
　

あ
い
さ
つ　
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平成 23 年 11 月に市内全世帯を対象に
実施した「３．11 東日本大震災アンケー
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東日本大震災における
釜石市の被災状況
2011年（平成23年）3月11日、午後2時46分。
太平洋三陸沖を震源とする地震が起きた。
地震の規模を示すマグ二チュードは9.0。
海底の岩盤が広範囲に大きく動いたため
各地に巨大な津波が襲来した。
そして各地に大きな被害をもたらした。

この震災を忘れず、
子どもたちに
伝えるために

5 浜町避難道路・浜町
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釜石市内の最大遡
そ じ ょ う

上高 32.87ｍ

釜石港湾合同庁舎付近・魚河岸
6



7

釜石市内の最大遡
そ じ ょ う

上高 32.87ｍ
※東北地方太平洋沖地震津波合同調査グループ（TTJS）調査

7
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釜
石
各
地
域
の
被
災
状
況

ま
ち
が
壊
れ
た

過
去
２
回
の
巨
大
津
波
と
は
違
っ
て
い
た

　

東
京
気
象
台
（
現･

気
象
庁
）
に

よ
る
観
測
開
始
以
降
、
釜
石
市
は
２

回
の
地
震
に
伴
う
大
津
波
を
経
験
し

て
い
る
。

　

１
８
９
６
年
（
明
治
29
年
）
６

月
15
日
の
「
明
治
三
陸
地
震
」
で

は
、
地
震
の
規
模
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
８
．
２
と
推
定
さ
れ
る
が
、
現
釜

石
市
東
方
沖
の
海
底
が
幅
50
㎞
、
長

さ
２
１
０
㎞
に
わ
た
り
数
分
間
を
か

け
て
12
～	

13
ｍ
ゆ
っ
く
り
ず
れ
動
く

地
震
で
あ
っ
た
た
め
、
大
き
な
揺
れ

は
ほ
と
ん
ど
起
こ
ら
な
か
っ
た
。
し

か
し
、
地
震
発
生
か
ら
約
30
分
後
に

襲
来
し
た
津
波
は
、
岩
手
県
気
仙
郡

綾り
ょ
う
り里
村む

ら

（
現
・
大
船
渡
市
三
陸
町
）

近
隣
で
38
．
２
ｍ
の
最
大
遡そ

じ
ょ
う上
高
を

記
録
す
る
、
当
時
の
観
測
史
上
最
大

の
津
波
と
な
っ
た
。
釜
石
市
で
は
最

大
15
．
１
ｍ
（
唐と

う
に丹
湾
小
白
浜
）
を

記
録
し
、
人
口
１
２
，
４
８
９
人
の

う
ち	

６
，
６
８
７
名
が
亡
く
な
っ

た
（
資
料　

釜
石
市
誌
通
史
）。

　

ま
た
、
１
９
３
３
年
（
昭
和
８

年
）
３
月
３
日
に
発
生
し
た
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
８
．
１
の
「
昭
和
三
陸
地

震
」
で
も
、
三
陸
地
域
は
軒
並
み
震

度
５
を
記
録
し
た
が
、
地
震
に
よ
る

被
害
は
少
な
く
、
そ
の
後
に
発
生
し

た
津
波
に
よ
り
甚
大
な
被
害
が
起
き

た
。
こ
の
地
震
は
、
陸
側
の
プ
レ
ー

ト
に
沈
み
込
む
前
の
海
洋
プ
レ
ー
ト

内
部
を
震
源
と
す
る
正
断
層
型
の
地

震
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
大
き
な
津

波
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
こ
の

時
の
津
波
の
最
大
遡
上
高
は
綾
里
村

の
28
．
７
ｍ
で
、
釜
石
市
内
で
は
最

大
11
．
８
ｍ
で
あ
っ
た
。
津
波
は
第

６
波
ま
で
襲
来
し
、
釜
石
市
で
は
人

口
３
１
,
６
３
７
人
中	

１
６
４
名

（
行
方
不
明
２
４
０
名
）
が
命
を
落

と
し
た
（
資
料　

釜
石
市
誌
通
史
）。

　

両
地
震
に
よ
る
津
波
は
、
高
い
波

が
激
し
く
打
ち
寄
せ
る
も
の
で
あ

り
、
従
来
の
津
波
防
災
は
過
去
の
津

波
被
害
を
元
に
計
画
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
今
回
の
東
日
本
大
震
災

に
お
け
る
津
波
は
、
最
初
は
緩
や
か

な
海
面
上
昇
か
ら
、
そ
れ
に
続
く
急

激
な
高
い
津
波
と
い
う
も
の
で
、
陸

地
に
到
達
し
て
か
ら
も
水
勢
が
弱
ま

ら
な
い
特
徴
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、

今
回
の
地
震
の
震
源
域
が
、
岩
手
県

沖
～
茨
城
県
沖
に
及
ぶ
幅
約
２
０
０

㎞
、
長
さ
約
５
０
０
㎞
、
お
よ
そ

10
万
㎢
の
広
範
囲
に
わ
た
っ
た
こ
と

に
起
因
す
る
。
広
い
範
囲
で
盛
り
上

が
っ
た
大
量
の
海
水
が
陸
地
を
襲
っ

た
の
で
あ
る
。

　

津
波
は
北
海
道
か
ら
関
東
ま
で
広

汎
に
観
測
さ
れ
、
東
北
地
方
太
平
洋

沖
地
震
津
波
合
同
調
査
グ
ル
ー
プ

（
Ｔ
Ｔ
Ｊ
Ｓ
）
の
参
考
値
に
よ
る
と
、

最
大
遡
上
高
は
岩
手
県
大
船
渡
市
の

39
．
71
ｍ
（
綾
里
湾
）
で
あ
り
、
釜

石
市
内
に
お
け
る
最
大
遡
上
高
は

32
．
87
ｍ
（
両
石
湾
）
で
あ
る
。

地域名 人口 世帯数 死亡者 行方不明者 死亡・行方
不明者合計 全壊住宅 半壊・大規

模半壊合計
東部地区 6,971 3,336 213 16 229 1,238 482
平田地区 3,848 1,539 22 2 24 209 98
鵜住居地区 6,630 2,657 458 122 580 1,653 198
唐丹地区 2,106 805 19 2 21 292 110
中妻地区 4,856 2,232 24 2 26 ー ー
小佐野地区 8,308 3,877 25 3 28 ー ー
甲子地区 6,014 2,633 10 2 12 ー ー
栗橋地区 1,263 482 4 3 7 ー ー
合計 39,996 17,561 775 152 927 3,392 888

被害状況（人口・犠牲者・家屋）

※	死亡者合計775名は釜石市内での遺体収容数888名のうち釜石市に住民登録されていた人数
※	人口・世帯数は平成23年 2月末現在の住民基本台帳による
※	死亡者、行方不明者（犠牲者）数は、平成25年 1月 22日現在、釜石市内で遺体が収容された死亡者数並びに行方
不明者数で、震災時の住民基本台帳の現住所区分による

※	全壊住宅、半壊・大規模半壊（家屋）合計の数は平成25年 1月 1日現在、税務課で実施した家屋損壊調査（津波被災分）
のうち、住家及び非住家の合計数である

※	P.11、P.13、P.15、P.17 についても同基準で作成



東日本大震災津波浸水域

鵜住居地区
うのすまい

東部地区

平田地区

唐丹地区
とう に

文
文

浪板海岸駅

吉里吉里駅小鎚川

鵜住居川

長内川

水
海
川

小
川
川

甲子川

片岸川

熊野川

大槌駅

鵜住居駅

両石駅

釜石駅

小佐野駅

松倉駅

平田駅

釜石市役所

釜石消防署（消防本部）

シープラザ釜石（市災害対策本部）
シープラザ遊
ボランティアセンター

釜石小学校

文

鎌崎

釜石警察署釜石中学校

釜石消防署・
小佐野出張所

小佐野地区
生活応援センター

岩手県沿岸広域振興局

唐丹駅

JR釜石線

大槌湾

釜石市

船越湾

両石湾

釜石湾

箱崎白浜
箱崎半島

箱崎

片岸

鵜住居

室浜

桑ノ浜

水海

市街地

松原
うれいし

嬉石

平田

尾崎白浜

花露辺
け ろ べ

本郷・大曽根

小白浜

荒川

大石

佐須

両石

根浜

仮宿

唐丹湾

国道
45号
線

JR山
田線

鵜住居地区防災センター
ございしょの里
鵜住居小学校
釜石東中学校

やまざき機能訓練
デイサービスホーム

三
陸
鉄
道
南
リ
ア
ス
線

　尾崎半島

外山

沿岸

湾口防波堤

片岸

川目山谷

大平

大槌川

各湾の特徴
大槌湾　ゆるいV字形の海底谷と湾奥
まで深く落ち込んだ海底地形を持ち、
湾口幅に対して奥行きの長い狭長な湾
形を持つ。
両石湾　地図上では湾口部の大きく開
いたV字形の湾だが、海底は狭小なV
字谷の地形で、いずれも狭い開口部を
持つ面積の大きな湾といえる。

9

釜石湾　三陸リアス式海岸の中では
小規模な湾といえるが、開口比（湾
域面積÷湾口幅から算出した値）が
小さく、また海底は狭く湾曲した地
形で、高い波が発生するといわれて
いる。
唐丹湾　釜石市沿岸 4湾の中でもっ
とも小規模だが、開口比は両石湾と
同規模である。1896年（明治29年）、
1933 年（昭和 8年）の両地震でも
大きな津波被害を受けた。

※証言・記録集で記載されている地名のほか、主な公共施設等を記載しています



鵜う

の

す

ま

い

住
居
地
区

　

大
槌
湾
の
湾
奥
に
広
が
る
鵜
住
居
町

と
、
両
石
湾
湾
奥
に
位
置
す
る
両
石
町

を
中
心
に
、
両
湾
の
間
に
伸
び
る
箱
崎

半
島
に
点
在
す
る
集
落
が
鵜
住
居
地
区

と
呼
ば
れ
る
。
北
側
は
大
槌
町
に
接
す

る
釜
石
市
沿
岸
部
で
は
最
北
の
地
域
で

あ
る
。

　

江
戸
時
代
頃
よ
り
、豊
富
な
海
産
資

源
を
求
め
て
漁
民
集
落
が
形
成
さ
れ
た

が
、１
９
６
９
年（
昭
和
44
年
）に
鳥と

谷や

坂さ
か

ト
ン
ネ
ル
開
通
な
ど
、釜
石
市
街
地

に
近
く
交
通
の
便
も
よ
く
な
っ
た
こ
と

で
、東
部
地
区
に
勤
務
す
る
住
民
の
ベ
ッ

ド
タ
ウ
ン
と
し
て
人
口
が
増
加
し
た
。

　

震
災
当
日
も
、鵜
住
居
町
の
鵜
住
居

川
・
両
石
町
の
水
海
川
を
遡そ
じ
ょ
う上
し
た
津

波
が
住
宅
地
に
溢
れ
、２,
６
５
７
世
帯

６,
６
３
０
人
の
人
口
の
う
ち
、５
８
０
名

が
犠
牲
・
行
方
不
明
と
な
っ
た
。
同
地

区
の
死
亡
率
は
8
．75
％
で
市
内
で
最

も
高
い
。
特
に
箱
崎
白
浜（
10
．
85
％
）、

室
浜（
10
．66
％
）、鵜
住
居
（
10
．02
％
）

が
高
率
と
な
っ
て
い
る
。

10

両石町

箱崎町 箱崎箱崎町 仮宿
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東日本大震災津波浸水域

鵜住居地区
うのすまい

東部地区

平田地区

唐丹地区
とう に

文
文

浪板海岸駅

吉里吉里駅小鎚川

鵜住居川

長内川

水
海
川

小
川
川

甲子川

片岸川

熊野川

大槌駅

鵜住居駅

両石駅

釜石駅

小佐野駅

松倉駅

平田駅

釜石市役所

釜石消防署（消防本部）

シープラザ釜石（市災害対策本部）
シープラザ遊
ボランティアセンター

釜石小学校

文

鎌崎

釜石警察署釜石中学校

釜石消防署・
小佐野出張所

小佐野地区
生活応援センター

岩手県沿岸広域振興局

唐丹駅

JR釜石線

大槌湾

釜石市

船越湾

両石湾

釜石湾

箱崎白浜
箱崎半島

箱崎

片岸

鵜住居

室浜

桑ノ浜

水海

市街地

松原
うれいし

嬉石

平田

尾崎白浜

花露辺
け ろ べ

本郷・大曽根

小白浜

荒川

大石

佐須

両石

根浜

仮宿

唐丹湾

国道
45号
線

JR山
田線

鵜住居地区防災センター
ございしょの里
鵜住居小学校
釜石東中学校

やまざき機能訓練
デイサービスホーム

三
陸
鉄
道
南
リ
ア
ス
線

　尾崎半島

外山

沿岸

湾口防波堤

片岸

川目山谷

大平

大槌川

根浜海岸レストハウス（鵜住居町・根浜）

地域名 人口 世帯数 死亡者 行方不明者 死亡・行方
不明者合計 全壊住宅 半壊・大規模

半壊合計

鵜住居 3,534 1,440 305 49 354 757 112
根浜 173 67 12 2 14 75 1
両石 675 292 27 18 45 243 16
片岸 662 275 26 7 33 181 18
室浜 197 78 13 8 21 83 3
箱崎白浜 387 133 23 19 42 52 13
仮宿 80 28 2 5 7 11 2
箱崎 734 273 47 14 61 208 27
桑ノ浜 121 52 3 0 3 43 6
外山 67 19 0 0 0 0 0
合計 6,630 2,657 458 122 580 1,653 198

被害状況（人口・犠牲者・家屋）

東日本大震災津波浸水域

鵜住居地区
うのすまい

東部地区

平田地区

唐丹地区
とう に

文
文

浪板海岸駅

吉里吉里駅小鎚川

鵜住居川

長内川

水
海
川

小
川
川

甲子川

片岸川

熊野川

大槌駅

鵜住居駅

両石駅

釜石駅

小佐野駅

松倉駅

平田駅

釜石市役所

釜石消防署（消防本部）

シープラザ釜石（市災害対策本部）
シープラザ遊
ボランティアセンター

釜石小学校

文

鎌崎

釜石警察署釜石中学校

釜石消防署・
小佐野出張所

小佐野地区
生活応援センター

岩手県沿岸広域振興局

唐丹駅

JR釜石線

大槌湾

釜石市

船越湾

両石湾

釜石湾

箱崎白浜
箱崎半島

箱崎

片岸

鵜住居

室浜

桑ノ浜

水海

市街地

松原
うれいし

嬉石

平田

尾崎白浜

花露辺
け ろ べ

本郷・大曽根

小白浜

荒川

大石

佐須

両石

根浜

仮宿

唐丹湾

国道
45号
線

JR山
田線

鵜住居地区防災センター
ございしょの里
鵜住居小学校
釜石東中学校

やまざき機能訓練
デイサービスホーム

三
陸
鉄
道
南
リ
ア
ス
線

　尾崎半島

外山

沿岸

湾口防波堤

片岸

川目山谷

大平

大槌川



12

東
部
地
区

　

釜
石
湾
の
湾
奥
に
丸
く
突
き
出
た
鎌

崎
を
境
に
、
湾
岸
北
側
の
地
域
が
東
部

地
区
と
呼
ば
れ
る
。
こ
の
地
域
は
市
の

中
心
部
で
、
沿
岸
部
は
漁
業
で
栄
え
た

頃
の
旧
市
街
の
沿
岸
地
区
、
市
庁
舎
等

も
あ
る
市
街
地
区
、旧
漁
村
部
の
松
原
・

嬉う
れ
い
し石

、
丘
陵
部
の
大
平
地
区
で
形
成
さ

れ
て
い
る
。

　

か
つ
て
は
三
陸
リ
ア
ス
と
広
大
な
大

陸
棚
、
そ
し
て
天
然
の
良
港
を
持
つ
漁

業
の
町
と
し
て
栄
え
、
明
治
中
期
に
製

鉄
業
が
盛
ん
に
な
る
と
、
近
代
製
鉄
発

祥
の
地
と
し
て
人
口
が
増
加
し
、
市
街

地
区
で
は
、
中
央
を
流
れ
る
甲か
っ
し子

川
に

沿
っ
て
内
陸
へ
と
都
市
化
・
宅
地
開
発

が
進
ん
だ
。

　

震
災
前
の
人
口
は
３,
３
３
６
世
帯

６,
９
７
１
人
に
の
ぼ
り
、
市
街
地
区

に
約
半
数
が
集
中
し
て
い
た
。
２
２
９

名
の
犠
牲
・
行
方
不
明
者
の
う
ち
約

１
４
０
名
が
沿
岸･

松
原
・
嬉
石
・
大

平
地
区
の
方
で
あ
っ
た
。
同
地
区
の
死

亡
率
は
3
．29
％
で
あ
る
が
、
特
に
新

浜
町（
6
．83
％
）、只
越
町
（
6
．82
％
）、

嬉
石
町
（
5
．26
％
）
が
高
率
と
な
っ

て
い
る
。

12
釜石市保健福祉センター前・大渡町

釜石警察署・嬉石町

浜町
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東日本大震災津波浸水域

鵜住居地区
うのすまい

東部地区

平田地区

唐丹地区
とう に

文
文

浪板海岸駅

吉里吉里駅小鎚川

鵜住居川

長内川

水
海
川

小
川
川

甲子川

片岸川

熊野川

大槌駅

鵜住居駅

両石駅

釜石駅

小佐野駅

松倉駅

平田駅

釜石市役所

釜石消防署（消防本部）

シープラザ釜石（市災害対策本部）
シープラザ遊
ボランティアセンター

釜石小学校

文

鎌崎

釜石警察署釜石中学校

釜石消防署・
小佐野出張所

小佐野地区
生活応援センター

岩手県沿岸広域振興局

唐丹駅

JR釜石線

大槌湾

釜石市

船越湾

両石湾

釜石湾

箱崎白浜
箱崎半島

箱崎

片岸

鵜住居

室浜

桑ノ浜

水海

市街地

松原
うれいし

嬉石

平田

尾崎白浜

花露辺
け ろ べ

本郷・大曽根

小白浜

荒川

大石

佐須

両石

根浜

仮宿

唐丹湾

国道
45号
線

JR山
田線

鵜住居地区防災センター
ございしょの里
鵜住居小学校
釜石東中学校

やまざき機能訓練
デイサービスホーム

三
陸
鉄
道
南
リ
ア
ス
線

　尾崎半島

外山

沿岸

湾口防波堤

片岸

川目山谷

大平

大槌川

港町 嬉石町

地域名 人口 世帯数 死亡者 行方不明者 死亡・行方
不明者合計 全壊住宅 半壊・大規模

半壊合計

沿岸

新浜町 205 103 10 4 14 72 21
東前町 394 187 14 1 15 116 20
魚河岸 1 1 0 0 0 2 7
浜町 940 447 36 2 38 211 44
合計 1,540 738 60 7 67 401 92

市街地

港町 129 57 5 1 6 78 17
只越町 704 341 47 1 48 272 48
天神町 258 119 3 0 3 8 21
大只越町 825 388 0 0 0 3 26
大町 574 287 20 0 20 146 98
大渡町 594 282 11 1 12 86 101
鈴子町 92 52 0 0 0 1 11
駒木町 123 61 2 0 2 0 6
合計 3,299 1,587 88 3 91 594 328

松原
嬉石
大平

松原町 454 230 22 0 22 102 35
嬉石町 856 402 39 6 45 137 7
大平町 822 379 4 0 4 4 20
合計 2,132 1,011 65 6 71 243 62

総計 6,971 3,336 213 16 229 1,238 482

被害状況（人口・犠牲者・家屋）

東日本大震災津波浸水域

鵜住居地区
うのすまい

東部地区

平田地区

唐丹地区
とう に

文
文

浪板海岸駅

吉里吉里駅小鎚川

鵜住居川

長内川

水
海
川

小
川
川

甲子川

片岸川

熊野川

大槌駅

鵜住居駅

両石駅

釜石駅

小佐野駅

松倉駅

平田駅

釜石市役所

釜石消防署（消防本部）

シープラザ釜石（市災害対策本部）
シープラザ遊
ボランティアセンター

釜石小学校

文

鎌崎

釜石警察署釜石中学校

釜石消防署・
小佐野出張所

小佐野地区
生活応援センター

岩手県沿岸広域振興局

唐丹駅

JR釜石線

大槌湾

釜石市

船越湾

両石湾

釜石湾

箱崎白浜
箱崎半島

箱崎

片岸

鵜住居

室浜

桑ノ浜

水海

市街地

松原
うれいし

嬉石

平田

尾崎白浜

花露辺
け ろ べ

本郷・大曽根

小白浜

荒川

大石

佐須

両石

根浜

仮宿

唐丹湾

国道
45号
線

JR山
田線

鵜住居地区防災センター
ございしょの里
鵜住居小学校
釜石東中学校

やまざき機能訓練
デイサービスホーム

三
陸
鉄
道
南
リ
ア
ス
線

　尾崎半島

外山

沿岸

湾口防波堤

片岸

川目山谷

大平

大槌川

東日本大震災津波浸水域

鵜住居地区
うのすまい

東部地区

平田地区

唐丹地区
とう に

文
文

浪板海岸駅

吉里吉里駅小鎚川

鵜住居川

長内川

水
海
川

小
川
川

甲子川

片岸川

熊野川

大槌駅

鵜住居駅

両石駅

釜石駅

小佐野駅

松倉駅

平田駅

釜石市役所

釜石消防署（消防本部）

シープラザ釜石（市災害対策本部）
シープラザ遊
ボランティアセンター

釜石小学校

文

鎌崎

釜石警察署釜石中学校

釜石消防署・
小佐野出張所

小佐野地区
生活応援センター

岩手県沿岸広域振興局

唐丹駅

JR釜石線

大槌湾

釜石市

船越湾

両石湾

釜石湾

箱崎白浜
箱崎半島

箱崎

片岸

鵜住居

室浜

桑ノ浜

水海

市街地

松原
うれいし

嬉石

平田

尾崎白浜

花露辺
け ろ べ

本郷・大曽根

小白浜

荒川

大石

佐須

両石

根浜

仮宿

唐丹湾

国道
45号
線

JR山
田線

鵜住居地区防災センター
ございしょの里
鵜住居小学校
釜石東中学校

やまざき機能訓練
デイサービスホーム

三
陸
鉄
道
南
リ
ア
ス
線

　尾崎半島

外山

沿岸

湾口防波堤

片岸

川目山谷

大平

大槌川



平
田
地
区

　

釜
石
湾
の
湾
奥
の
鎌
崎
よ
り
南
側
の

釜
石
湾
沿
岸
地
域
が
平
田
地
区
と
呼
ば

れ
る
。

　

釜
石
湾
の
内
湾
で
あ
る
平
田
湾
の
湾

奥
の
河
口
に
平
田
地
区
、
南
側
の
尾
崎

半
島
の
付
け
根
に
位
置
す
る
尾
崎
白

浜
・
佐
須
地
区
で
形
成
さ
れ
て
い
る
。

　

国
道
45
号
に
よ
り
、
沿
岸
地
域
を
南

北
に
結
ぶ
と
と
も
に
、
地
区
の
中
心
部

に
三
陸
鉄
道
南
リ
ア
ス
線
・
平
田
駅
が

あ
り
、
利
便
性
と
あ
わ
せ
て
人
口
が
増

加
し
た
。

　

震
災
時
に
は
１
，５
３
９
世
帯
３
，

８
４
８
人
が
住
ん
で
い
た
が
、
24
名
が

犠
牲
・
行
方
不
明
に
な
っ
た
。
同
地
区

の
死
亡
率
は
0
．62
％
と
な
って
い
る
。

14
平田 佐須

平田 下平田
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東日本大震災津波浸水域

鵜住居地区
うのすまい

東部地区

平田地区

唐丹地区
とう に

文
文

浪板海岸駅

吉里吉里駅小鎚川

鵜住居川

長内川

水
海
川

小
川
川

甲子川

片岸川

熊野川

大槌駅

鵜住居駅

両石駅

釜石駅

小佐野駅

松倉駅

平田駅

釜石市役所

釜石消防署（消防本部）

シープラザ釜石（市災害対策本部）
シープラザ遊
ボランティアセンター

釜石小学校

文

鎌崎

釜石警察署釜石中学校

釜石消防署・
小佐野出張所

小佐野地区
生活応援センター

岩手県沿岸広域振興局

唐丹駅

JR釜石線

大槌湾

釜石市

船越湾

両石湾

釜石湾

箱崎白浜
箱崎半島

箱崎

片岸

鵜住居

室浜

桑ノ浜

水海

市街地

松原
うれいし

嬉石

平田

尾崎白浜

花露辺
け ろ べ

本郷・大曽根

小白浜

荒川

大石

佐須

両石

根浜

仮宿

唐丹湾

国道
45号
線

JR山
田線

鵜住居地区防災センター
ございしょの里
鵜住居小学校
釜石東中学校

やまざき機能訓練
デイサービスホーム

三
陸
鉄
道
南
リ
ア
ス
線

　尾崎半島

外山

沿岸

湾口防波堤

片岸

川目山谷

大平

大槌川

平田 下平田

平田 下平田

地域名 人口 世帯数 死亡者 行方不明者 死亡・行方
不明者合計 全壊住宅 半壊・大規模

半壊合計

平田 3,410 1,389 20 2 22 171 93
尾崎白浜 340 124 2 0 2 26 2
佐須 98 26 0 0 0 12 3
合計 3,848 1,539 22 2 24 209 98

被害状況（人口・犠牲者・家屋）

東日本大震災津波浸水域

鵜住居地区
うのすまい

東部地区

平田地区

唐丹地区
とう に

文
文

浪板海岸駅

吉里吉里駅小鎚川

鵜住居川

長内川

水
海
川

小
川
川

甲子川

片岸川

熊野川

大槌駅

鵜住居駅

両石駅

釜石駅

小佐野駅

松倉駅

平田駅

釜石市役所

釜石消防署（消防本部）

シープラザ釜石（市災害対策本部）
シープラザ遊
ボランティアセンター

釜石小学校

文

鎌崎

釜石警察署釜石中学校

釜石消防署・
小佐野出張所

小佐野地区
生活応援センター

岩手県沿岸広域振興局

唐丹駅

JR釜石線

大槌湾

釜石市

船越湾

両石湾

釜石湾

箱崎白浜
箱崎半島

箱崎

片岸

鵜住居

室浜

桑ノ浜

水海

市街地

松原
うれいし

嬉石

平田

尾崎白浜

花露辺
け ろ べ

本郷・大曽根

小白浜

荒川

大石

佐須

両石

根浜

仮宿

唐丹湾

国道
45号
線

JR山
田線

鵜住居地区防災センター
ございしょの里
鵜住居小学校
釜石東中学校

やまざき機能訓練
デイサービスホーム

三
陸
鉄
道
南
リ
ア
ス
線

　尾崎半島

外山

沿岸

湾口防波堤

片岸

川目山谷

大平

大槌川
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唐丹町　

　

唐
丹
湾
沿
岸
の
地
域
が
唐
丹
地
区
と

呼
ば
れ
る
。

　

大
船
渡
市
三
陸
町
に
隣
接
す
る
、
釜

石
市
最
南
端
の
地
区
で
あ
る
。
釜
石
市

域
で
は
こ
の
地
区
だ
け
が
江
戸
時
代
に

は
旧
仙
台
藩
領
に
属
し
て
い
た
。

　

片
岸
川
と
熊
野
川
が
流
れ
る
湾
奥
の

低
地
帯
と
、
唐
丹
湾
内
が
主
な
居
住

地
区
で
、
古
く
か
ら
漁
業
の
町
と
し
て

栄
え
た
。
今
日
で
も
漁
業
を
核
と
し
た

水
産
業
を
主
要
な
産
業
と
す
る
。
こ
の

地
区
で
も
、
津
波
が
川
を
逆
流
し
て
低

地
部
の
内
陸
深
く
ま
で
津
波
被
害
が
及

ん
で
い
る
。

　

今
回
の
地
震
で
は
８
０
５
世
帯
２
，

１
０
６
人
の
う
ち
21
名
が
犠
牲
・
行
方

不
明
に
な
っ
た
。
同
地
区
の
死
亡
率
は

1
．00
％
と
な
っ
て
い
る
。

唐と

う

に丹
地
区

16

唐丹町 小白浜

唐丹小学校・唐丹町 片岸
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唐丹町　
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東日本大震災津波浸水域

鵜住居地区
うのすまい

東部地区

平田地区

唐丹地区
とう に

文
文

浪板海岸駅

吉里吉里駅小鎚川

鵜住居川

長内川

水
海
川

小
川
川

甲子川

片岸川

熊野川

大槌駅

鵜住居駅

両石駅

釜石駅

小佐野駅

松倉駅

平田駅

釜石市役所

釜石消防署（消防本部）

シープラザ釜石（市災害対策本部）
シープラザ遊
ボランティアセンター

釜石小学校

文

鎌崎

釜石警察署釜石中学校

釜石消防署・
小佐野出張所

小佐野地区
生活応援センター

岩手県沿岸広域振興局

唐丹駅

JR釜石線

大槌湾

釜石市

船越湾

両石湾

釜石湾

箱崎白浜
箱崎半島

箱崎

片岸

鵜住居

室浜

桑ノ浜

水海

市街地

松原
うれいし

嬉石

平田

尾崎白浜

花露辺
け ろ べ

本郷・大曽根

小白浜

荒川

大石

佐須

両石

根浜

仮宿

唐丹湾

国道
45号
線

JR山
田線

鵜住居地区防災センター
ございしょの里
鵜住居小学校
釜石東中学校

やまざき機能訓練
デイサービスホーム

三
陸
鉄
道
南
リ
ア
ス
線

　尾崎半島

外山

沿岸

湾口防波堤

片岸

川目山谷

大平

大槌川

唐丹町 大石

地域名 人口 世帯数 死亡者 行方不明者 死亡・行方
不明者合計 全壊住宅 半壊・大規模

半壊合計

花露辺 211 71 1 0 1 22 10
本郷・大曽根 488 190 4 0 4 49 10
小白浜 548 224 4 0 4 82 47
片岸・川目 368 134 8 0 8 74 29
荒川 342 125 2 2 4 53 8
大石 122 52 0 0 0 12 6
山谷 27 9 0 0 0 0 0

合計 2,106 805 19 2 21 292 110

被害状況（人口・犠牲者・家屋）

唐丹町 片岸
東日本大震災津波浸水域

鵜住居地区
うのすまい

東部地区

平田地区

唐丹地区
とう に

文
文

浪板海岸駅

吉里吉里駅小鎚川

鵜住居川

長内川

水
海
川

小
川
川

甲子川

片岸川

熊野川

大槌駅

鵜住居駅

両石駅

釜石駅

小佐野駅

松倉駅

平田駅

釜石市役所

釜石消防署（消防本部）

シープラザ釜石（市災害対策本部）
シープラザ遊
ボランティアセンター

釜石小学校

文

鎌崎

釜石警察署釜石中学校

釜石消防署・
小佐野出張所

小佐野地区
生活応援センター

岩手県沿岸広域振興局

唐丹駅

JR釜石線

大槌湾

釜石市

船越湾

両石湾

釜石湾

箱崎白浜
箱崎半島

箱崎

片岸

鵜住居

室浜

桑ノ浜

水海

市街地

松原
うれいし

嬉石

平田

尾崎白浜

花露辺
け ろ べ

本郷・大曽根

小白浜

荒川

大石

佐須

両石

根浜

仮宿

唐丹湾

国道
45号
線

JR山
田線

鵜住居地区防災センター
ございしょの里
鵜住居小学校
釜石東中学校

やまざき機能訓練
デイサービスホーム

三
陸
鉄
道
南
リ
ア
ス
線

　尾崎半島

外山

沿岸

湾口防波堤

片岸

川目山谷

大平

大槌川



なぜ、すぐに
安全な高台へ
逃げなかったのか？

1818

只越町



逃げた、逃げ遅れた
逃げなかった
逃げられなかった

3.11証言

発 災 時 の 避 難 行 動

これまで経験したことのない激しい揺れに
「ただごとではない」と異変を感じながら
すべての人が素早く
避難を始めたわけではなかった。

なぜ、すぐに
安全な高台へ
逃げなかったのか？
19 釜石港内を漂流する大型貨物船（アジアシンフォニー）・魚河岸
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あ
の
日
、
強
く
長
い
揺
れ
に
「
た
だ
ご
と
で
は
な
い
」

と
恐
怖
を
覚
え
な
が
ら
、
す
べ
て
の
人
が
即
座
に

避
難
行
動
に
移
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
散
乱
し
た

室
内
の
片
づ
け
を
始
め
た
人
、
防
災
リ
ュ
ッ
ク
を
玄
関

に
置
い
て
様
子
を
見
て
い
た
人
、
こ
こ
ま
で
津
波
は
来

な
い
と
楽
観
し
た
人
、
一
度
は
避
難
し
な
が
ら
忘
れ
物

を
取
り
に
戻
っ
た
人
、
あ
わ
て
て
自
分
で
は
思
い
も
し

な
い
行
動
を
と
っ
て
し
ま
っ
た
人
…
…
。

な
ぜ
、
す
ぐ
に
安
全
な
高
台
へ
逃
げ
な
か
っ
た
の
か
。

一
般
に
、
自
分
に
と
っ
て
都
合
の
悪
い
状
況
・
情
報

が
も
た
ら
さ
れ
た
と
き
、
そ
の
危
険
性
を
過
小
評

価
し
て
し
ま
う
人
間
の
特
性
（
正
常
化
の
偏
見
）
が
あ

る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
危
険
と
判
断
し
て

も
、
避
難
場
所
や
手
段
に
不
安
が
あ
れ
ば
、
あ
え
て
避

難
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
場
に
留
ま
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
。
さ
ら
に
、
個
人
の
置
か
れ
た
状
況
（
立
場
）、
知

識
や
経
験
に
よ
っ
て
、
避
難
す
る
か
否
か
、
判
断
は
分

か
れ
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
津
波
災
害
で
は
、
地
震
か
ら
津

波
襲
来
ま
で
、
ご
く
短
い
時
間
に
「
避
難
」
の
意
思
決

定
を
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
強
い
動
機
、
働
き
か
け

が
必
要
に
な
る
。

で
は
、
震
災
当
日
、
何
が
人
々
の
避
難
行
動
を
促
し

た
の
か
、
あ
る
い
は
妨
げ
た
の
か
。
避
難
が
遅
れ

た
理
由
は
何
だ
っ
た
の
か
―
―
。

松原町
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さ
ま
ざ
ま
な
状
況
に
あ
っ
た
市
民
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

避
難
行
動
を
語
っ
て
も
ら
っ
た
（「
未
来
の
釜
石
市
民

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
～
３
．11
の
教
訓
～
」
＊
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
と
同
時
に
実
施
回
収
）。
ま
た
、
そ
の
証
言
を
も

と
に
※
「
避
難
行
動
を
促
し
た
要
因
」「
妨
げ
た
要
因
」

を
整
理
、
分
析
し
た
。

※
紹
介
す
る
の
は
一
部
だ
が
、
実
際
に
は
１
，６
９
０
人
を
超

え
る
市
民
の
証
言
を
聞
き
取
っ
た
。

自宅	 		22　
外出先		 		27　
仕事先		 		28

海・沿岸		 		30

「鵜
うのすまい

住居地区防災センター」の事例		 		32
小学校・中学校・放課後の子どもたち		34　
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小
白
浜
●
女
性
（
60
代
）

海
鳴
り
に
続
き
廊
下
に
水

何
が
起
き
た
の
だ
ろ
う

　
い
つ
も
と
違
う
長
く
強
い
揺
れ
に
、
家
の
倒

壊
が
頭
を
よ
ぎ
り
、
外
へ
出
ま
し
た
。
揺
れ

が
止
ん
で
戻
る
と
、
防
災
無
線
で
３ｍ
の
大
津

波
警
報
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
で
も
、「
自

宅
は
高
台
だ
し
、
12ｍ
の
防
潮
堤
が
あ
る
か
ら

大
丈
夫
」
と
思
い
、
散
ら
ば
っ
た
画
鋲
を
片

付
け
始
め
ま
し
た
。

　

ま
も
な
く
、
聞
い
た
こ
と
も
な
い
海
鳴
り
が

し
て
、
玄
関
か
ら
続
く
廊
下
に
水
が
入
っ
て
き

ま
し
た
。
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
理
解
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
な
ん
と
な
く
家
に
い
て
は

危
険
な
気
が
し
て
、
水
の
量
も
足
が
隠
れ
る

く
ら
い
だ
っ
た
の
で
、
家
を
出
て
高
台
に
向
か

い
ま
し
た
。
高
台
に
着
い
て
び
っ
く
り
。
旧
45

号
線
の
下
は
湖
に
な
って
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
繰
り
返
す
余
震
と
津
波
の
た
め

自
宅
に
戻
る
こ
と
が
で
き
ず
、
友
人
宅
に
避

難
し
ま
し
た
。

根
浜
●
女
性

指
定
避
難
所
だ
か
ら
と

安
心
し
て
い
た

　

地
震
が
発
生
し
た
と
き
は
自
宅
に
い
ま
し

た
。
近
所
の
住
民
を
高
台
の
畑
に
集
め
ま
し

た
。
畑
は
見
晴
ら
し
が
よ
く
、
海
の
様
子
が

確
認
で
き
ま
し
た
。
赤
ち
ゃ
ん
の
い
る
方
や
車

の
あ
る
方
は
、
で
き
る
だ
け
の
も
の
を
積
み

込
み
、
車
で
指
定
避
難
所
へ
移
動
し
ま
し
た
。

そ
れ
以
外
の
人
は
、
津
波
が
堤
防
を
越
え
た

の
を
見
て
か
ら
いっ
せ
い
に
指
定
避
難
所
に
移

動
し
ま
し
た
。

　

助
か
っ
た
か
ら
よ
か
っ
た
も
の
の
、も
っ
と
高

い
所
に
移
動
す
る
べ
き
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
じ
つ
は
日
ご
ろ
、お
父
さ
ん
か
ら
「
津
波
は

３
倍
で
来
る
か
ら
、警
報
が
３
ｍ
な
ら
ば
９
ｍ
の

自
宅
、
仕
事
先
、
沿
岸
、
学
校
…
。
そ
れ
ぞ
れ
の
避
難
行
動

自
宅

3.11 証言

わ
ず
か
数
分
、
数
秒
が

明
暗
を
分
け
る
こ
と
に
な
る
と
は

証
言

自
宅
、仕
事
先
、

沿
岸
、学
校
…
。

そ
れ
ぞ
れ
の
避
難
行
動 

証
言

鵜住居町  日向

証言者の住所、年齢等が不明の場合、当該事項の記載はしていません。
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が
来
る
」
と
聞
い
て
い
て
、
家
族
で
指
定
避
難

所
よ
り
高
い
裏
山
に
登
る
案
も
話
し
合
っ
て
い

ま
し
た
。
あ
の
日
は
、
指
定
避
難
所
だ
か
ら

と
安
心
し
て
、
よ
り
高
い
所
に
行
こ
う
と
は
思

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

大
渡
町
●
女
性
（
40
代
）

大
き
な
黒
い
蛇
が

鎌
首
を
上
げ
た
よ
う
な

　

地
震
の
と
き
は
、
着
の
身
着
の
ま
ま
、
手
元

の
鞄か

ば
んと
上
着
を
取
り
、
避
難
所
の
釜
石
小
学

校
へ
向
か
い
ま
し
た
。

　

地
震
か
ら
す
で
に
５
分
経
過
し
て
い
ま
し

た
。
裏
通
り
は
車
が
数
珠
つ
な
ぎ
で
、
動
い
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
間
を
縫
う
よ
う
に

横
切
り
、
学
校
へ
上
が
る
坂
道
を
登
り
ま
し

た
。
そ
の
と
き
、
大
き
な
黒
い
蛇
が
鎌
首
を

上
げ
る
よ
う
に
津
波
が
襲
っ
て
く
る
の
が
見
え

ま
し
た
。
周
囲
の
人
と
「
夢
じ
ゃ
な
い
よ
ね
」

と
嘆
き
な
が
ら
、
自
分
の
町
が
襲
わ
れ
て
い
く

の
を
、
黙
っ
て
見
て
い
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

大
町
●
女
性
（
60
代
）

マ
ン
ホ
ー
ル
か
ら
下
水
が

高
く
吹
き
上
げ
た

　

揺
れ
が
収
ま
っ
た
と
き
、
非
常
持
出
し
袋

を
玄
関
に
置
き
、
位
牌
を
袋
に
入
れ
、
避
難

の
準
備
を
し
て
お
り
ま
し
た
。
娘
が
会
社
か

ら
戻
って
き
た
の
で一緒
に
逃
げ
ま
し
た
。

　

自
宅
を
出
る
と
、
マ
ン
ホ
ー
ル
か
ら
は
下
水

が
高
く
吹
き
上
が
り
、
浜
町
の
ほ
う
は
す
で

に
砂
煙
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
娘
に
引
っ
張

ら
れ
、
近
所
の
薬
師
寺
へ
行
き
、
階
段
を
３

段
上
が
っ
た
と
こ
ろ
で
波
が
来
ま
し
た
。
娘
が

来
て
く
れ
な
か
っ
た
ら
、
私
の
足
で
は
生
き
て

い
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

鵜う
の
す
ま
い

住
居
町
●
女
性
（
80
代
）

ス
マ
ト
ラ
の
津
波
と
同
じ

山
に
逃
げ
な
く
ち
ゃ
！

　

自
宅
で
の
ん
び
り
と
テ
レ
ビ
を
見
て
い
た
と

き
、
大
き
な
揺
れ
が
起
き
ま
し
た
。
食
器
が

落
ち
な
い
よ
う
食
器
棚
を
押
さ
え
ま
し
た
が
、

揺
れ
は
長
く
、
止
み
ま
せ
ん
。
主
人
が
外
出

先
か
ら
帰
っ
て
き
て
「
食
器
は
い
い
か
ら
外
に

出
ろ
」
と
言
う
の
で
、
避
難
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　

主
人
は
、
近
所
の
方
々
と
先
に
避
難
所
へ
向

か
い
ま
し
た
。
私
は
、
近
所
の
お
友
だ
ち
の
家

に
寄
り
、
避
難
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
み
な
、

な
ん
と
も
の
ん
び
り
し
て
い
ま
し
た
。「
忘
れ

も
の
が
あ
る
か
ら
、
先
に
行
っ
て
」「
津
波
？　

じ
ゃ
あ
、
避
難
す
る
か
」
…
。

　

山
岸
の
側
溝
に
登
っ
た
途
端
に
、
バ
リ
バ
リ

と
音
が
し
ま
し
た
。
振
り
返
る
と
、
は
る
か

彼
方
か
ら
土
煙
を
上
げ
、
電
柱
を
倒
し
な
が

ら
、
津
波
が
来
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ

の
瞬
間
、
私
は
テ
レ
ビ
で
見
た
ス
マ
ト
ラ
の
津

波
を
思
い
出
し
、「
避
難
所
で
は
な
く
山
に
登

ろ
う
」
と
思
い
ま
し
た
。

　

登
っ
て
も
登
っ
て
も
、
津
波
が
追
い
か
け
て

き
ま
し
た
。
途
中
、「
お
父
さ
～
ん
、
お
父
さ

～
ん
」
と
い
う
声
が
聞
こ
え
た
の
で
振
り
返
る

と
、
近
所
の
方
が
３
人
流
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

戻
っ
て
何
と
か
３
人
を
引
っ
張
り
上
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
が
、
心
の
中
で
「
私
も
流
さ

れ
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
思
い
ま
し
た
。

　

結
局
、
一
緒
に
逃
げ
た
30
人
ほ
ど
は
山
の

お
か
げ
で
助
か
り
ま
し
た
が
、
山
の
上
か
ら

見
た
光
景
は
い
ま
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。

「
我
が
家
が
残
っ
て
い
る
！
」
と
思
っ
た
の
も
束

の
間
、
大
き
な
建
物
が
流
れ
て
き
て
ぶ
つ
か
り
、

壊
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
あ
る
い
は
、
逃
げ
遅

れ
た
人
々
が
屋
根
の
上
や
ベ
ラ
ン
ダ
で
、
渦
巻

く
波
に
乗
っ
て
流
れ
て
き
ま
し
た
。
や
が
て
家

は
傾
き
、
そ
の
方
た
ち
は
海
の
中
に
落
ち
て
い

き
ま
し
た
。
何
も
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

駒
木
町
●
女
性
（
60
代
）

息
子
を
亡
く
し
た
直
後
で

逃
げ
る
気
力
も
な
か
っ
た

　

大
地
震
が
起
き
た
と
き
、
た
だ
ご
と
で
は
な

い
と
思
い
ま
し
た
が
、
現
住
所
へ
移
っ
て
か
ら

半
年
し
か
た
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
地
域
の
こ

と
も
避
難
場
所
も
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。「
避

難
し
て
く
だ
さ
い
」
と
叫
ん
で
走
っ
て
い
く
方

が
い
ま
し
た
が
、
私
は
家
に
い
ま
し
た
。

　

し
ば
ら
く
し
て
外
を
見
た
ら
、
橋
の
３
倍
も

の
高
さ
の
黒
い
波
が
見
え
ま
し
た
。「
い
ま
か

ら
逃
げ
て
も
ま
に
あ
わ
な
い
」と
思
い
ま
し
た
。

８
か
月
前
に
息
子
を
亡
く
し
て
気
力
の
な
い
と

き
で
し
た
か
ら
、
死
ぬ
こ
と
に
な
っ
て
も
諦
め

の
境
地
で
し
た
。

　

す
ぐ
に
波
が
押
し
寄
せ
て
き
て
、
大
き
い

波
が
寄
せ
た
り
引
い
た
り
を
繰
り
返
し
、
そ

の
後
少
し
ず
つ
、
波
が
低
く
な
っ
て
い
き
ま
し

た
。
幸
い
、
波
は
家
ま
で
あ
と
５㎝
の
と
こ
ろ

で
止
ま
り
ま
し
た
。

大町
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嬉う
れ
い
し石
町
●
女
性
（
70
代
）

水
が
口
元
ま
で
来
て

死
を
覚
悟
し
た

　

地
震
発
生
時
、
家
の
外
に
い
ま
し
た
。
建

物
や
大
地
が
大
き
く
揺
れ
、
電
線
は
も
の
す

ご
い
唸う

な

り
声
を
上
げ
て
お
り
、「
大
地
が
割
け

て
飲
み
込
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
、
恐
ろ

し
く
て
た
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

揺
れ
が
収
ま
っ
て
か
ら
家
の
中
に
入

り
、
ち
ょっ
と
片
づ
け
を
し
て
、
さ
あ

避
難
し
よ
う
か
と
い
う
と
き
「
津
波
が

来
た
ぞ
ぅ
～
」
と
叫
ぶ
声
。
窓
か
ら

下
を
見
る
と
、
車
が
も
の
す
ご
い
ス
ピ
ー

ド
で
流
れ
、
泥
水
と
ガ
レ
キ
が
押
し
寄

せ
て
き
ま
し
た
。

　
「
も
う
避
難
ど
こ
ろ
じ
ゃ
な
い
。で
も
、

２
階
ま
で
は
来
な
い
だ
ろ
う
」。
そ
の

途
端
、
床
下
か
ら
ぐ
ん
ぐ
ん
浸
水
し
、

あ
っ
と
い
う
間
に
か
ら
だ
が
浮
き
上
が

り
ま
し
た
。机
の
上
に
乗
り
ま
し
た
が
、

そ
れ
も
束
の
間
、
足
は
机
か
ら
離
れ
、

頭
部
は
天
井
に
着
き
、
水
が
口
元
ま

で
来
ま
し
た
。
死
を
覚
悟
し
ま
し
た
。

釜
石
を
離
れ
て
い
る
２
人
の
子
供
た
ち

に
サ
ヨ
ウ
ナ
ラ
を
言
い
ま
し
た
。
せ
め

て
、
遺
体
だ
け
で
も
こ
の
部
屋
で
見
つ

か
り
ま
す
よ
う
に
と
念
じ
な
が
ら
。

　

そ
の
後
、
水
が
引
き
始
め
て
ホ
ッ
と

し
ま
し
た
が
、「
ま
た
来
る
か
も
し
れ
な
い
、

早
く
逃
げ
な
く
ち
ゃ
」
と
、
家
具
や
備
品
が

散
乱
す
る
な
か
、
な
ん
と
か
階
段
ま
で
た
ど

り
着
き
ま
し
た
。
で
も
、
階
段
の
下
は
も
の

す
ご
い
ガ
レ
キ
で
、
と
て
も
素
足
で
は
歩
け
ま

せ
ん
。「
運
を
天
に
任
せ
、
こ
こ
に
い
る
し
か

な
い
」
と
、
ず
ぶ
ぬ
れ
で
寒
さ
に
歯
を
ガ
チ
ガ

チ
鳴
ら
し
な
が
ら
、
ひ
た
す
ら
助
け
を
待
ち

ま
し
た
。

　

ど
れ
ほ
ど
時
間
が
過
ぎ
た
で
し
ょ
う
か
。

安
否
を
確
か
め
る
男
性
の
声
が
聞
こ
え
ま
し

た
。
そ
の
方
に
履
物
を
持
っ
て
き
て
も
ら
い
、

ガ
レ
キ
を
乗
り
越
え
、
避
難
所
に
行
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
夫
も
波
に
の
ま
れ
ま
し
た

が
、
弛ゆ

る
ん
で
い
た
電
線
を
た
ぐ
り
寄
せ
て
電
柱

に
し
が
み
つ
く
こ
と
が
で
き
、助
か
り
ま
し
た
。

　

自
宅
は
山
に
近
い
の
に
、す
ぐ
に
逃
げ
な
か
っ

た
こ
と
が
悔
や
ま
れ
ま
す
。

花け

露ろ

辺べ

● 

女
性（
70
代
）

経
験
の
な
い
揺
れ

津
波
が
来
る
！

　

経
験
の
な
い
大
き
な
地
震
だ
っ
た
の
で
、
す

ぐ
に「
津
波
だ
」と
わ
か
っ
た
。
倉
庫
の
ス
ト
ー

ブ
を
消
し
て
夫
婦
で
道
路
に
飛
び
出
し
た
ら
、

近
所
の
人
も
出
て
き
て
、
口
々
に
「
大
き
な

津
波
だ
ぞ
」
と
言
って
い
ま
し
た
。

　

揺
れ
が
収
ま
ら
な
い
う
ち
に
堤
防
の
内
側
の

波
が
引
い
て
い
く
の
が
見
え
た
の
で
、
女
性
は

皆
、
漁
村
セ
ン
タ
ー
に
避
難
し
ま
し
た
。
津

波
だ
と
わ
か
っ
た
ら
、
高
い
所
に
避
難
す
る
以

外
に
安
心
は
得
ら
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。

浜
町
●
女
性
（
80
代
）

警
報
は
ガ
ア
ガ
ア
と
し
か

聞
こ
え
な
か
っ
た

　

今
回
の
地
震
は
、
い
ま
ま
で
以
上
に
大
き
く

て
、
テ
レ
ビ
が
斜
め
に
動
い
た
り
、
本
棚
の
上

の
人
形
ケ
ー
ス
が
落
ち
て
き
た
り
し
た
の
で
、

外
の
ほ
う
が
安
全
か
も
し
れ
な
い
と
考
え
、
外

に
出
ま
し
た
。
ご
近
所
の
み
な
さ
ん
も
外
に

出
て
き
て
い
た
の
で
「
怖
い
ね
～
、
怖
い
ね
～
」

と
話
し
た
り
、
あ
る
い
は
抱
き
合
っ
た
り
し
て

い
ま
し
た
。

　

そ
の
な
か
を
、「
６ｍ
だ
っ
て
よ
」
と
言
っ
て

通
り
抜
け
て
いっ
た
友
が
お
り
ま
し
た
。
な
ん

の
こ
と
か
理
解
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
警
報

は
出
て
い
ま
し
た
が
、
耳
が
遠
い
こ
と
も
あ
り
、

「
ガ
ア
～
、
ガ
ア
～
」
と
し
か
聞
こ
え
ま
せ
ん
。

水
門
か
ら
ど
ん
ど
ん
出
て
く
る
海
水
が
「
ど

の
あ
た
り
で
返
る
の
か
し
ら
」
と
思
い
な
が
ら

見
て
い
ま
し
た
。

　

消
防
団
の
方
た
ち
に
叱
ら
れ
て
、
山
の
ほ
う

に
逃
げ
て
な
ん
と
か
助
か
り
ま
し
た
。

平
田
●
女
性
（
40
代
）

ケ
ー
タ
イ
の
テ
レ
ビ
で

迫
る
津
波
を
知
っ
た

　

自
宅
の
２
階
に
い
ま
し
た
。
家
が
倒
壊
し
て

も
屋
根
を
破
れ
ば
逃
げ
ら
れ
る
と
思
い
、
押

入
れ
付
近
に
い
ま
し
た
。
揺
れ
が
弱
く
な
っ
た

と
き
、「
い
ま
し
か
な
い
」
と
思
い
、
家
を
出

て
高
台
の
避
難
所
に
逃
げ
ま
し
た
。祖
母
か
ら

「
何
も
取
ら
ず
に
す
ぐ
高
台
へ
逃
げ
ろ
」
と

鵜住居町  新川原

3.11
証言

自
宅
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聞
い
て
い
た
の
で
、
車
も
何
も
か
も
置
い
て
。

　

避
難
所
で
は
「
こ
こ
は
海
抜
６ｍ
な
の
で
大

丈
夫
」
と
説
明
さ
れ
、「
津
波
は
３ｍ
だ
か
ら

大
丈
夫
だ
な
」
と
思
って
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

ケ
ー
タ
イ
で
Ｔ
Ｖ
を
見
て
い
た
ら
、
す
ぐ
近
く

ま
で
来
て
い
ま
し
た
。
荒
れ
狂
う
水
龍
の
よ

う
な
水
の
塊
が
走
り
抜
け
ま
し
た
。
す
べ
て

を
ぶ
ち
壊
し
、
も
の
す
ご
い
速
さ
で
。

　

私
は
「
す
べ
て
終
わ
っ
た
」
と
思
い
、
力
を

失
い
ま
し
た
が
、
と
に
か
く
無
我
夢
中
で
走

り
、
さ
ら
に
高
台
へ
と
逃
げ
ま
し
た
。

箱
崎
町
●
女
性 

集
落
は
不
気
味
な
ほ
ど

静
ま
り
か
え
っ
て
い
た

　

揺
れ
が
収
ま
る
と
、
す
ぐ
に
孫
の
い
る
保
育

園
に
行
き
ま
し
た
。
若
い
先
生
た
ち
が
オ
ロ
オ

ロ
し
て
い
た
の
で
、
高
い
所
に
逃
げ
る
よ
う
に

指
示
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
自
宅
に
戻
り
、
隣
の
お
ば
あ
さ
ん

に
避
難
の
声
が
け
を
し
ま
し
た
が
、「
こ
こ
ま

で
来
な
い
か
ら
」
と
逃
げ
よ
う
と
し
ま
せ
ん
。

周
辺
の
住
民
と
説
得
し
て
、
ど
う
に
か
車
に

乗
せ
て
山
に
登
り
ま
し
た
。

　

い
ま
思
う
と
、
あ
の
と
き
集
落
全
体
は
、

不
気
味
な
く
ら
い
静
ま
り
返
っ
て
い
ま
し
た
。

住
民
が
逃
げ
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
み
な
、
こ

こ
ま
で
津
波
が
来
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。

只
越
町
●
男
性
（
80
代
）

屋
根
に
上
が
り

し
が
み
つ
い
て
い
た

　
「
ま
さ
か
３
階
ま
で
は
来
な
い
だ
ろ
う
」
と

油
断
し
た
の
が
ま
ち
が
い
で
し
た
。
気
づ
い
た

と
き
に
は
、
７
～
８ｍ
の
津
波
が
迫
っ
て
い
ま

し
た
。
大
変
な
こ
と
に
な
る
と
思
い
、
３
階

の
窓
か
ら
鉄
梯
子
に
上
り
、
妻
の
尻
を
押
し

上
げ
て
屋
根
に
上
げ
、
自
分
も
あ
と
か
ら
屋

根
に
上
が
り
、
必
死
に
し
が
み
つ
き
ま
し
た
。

　

隣
近
所
の
家
が
流
さ
れ
て
い
く
の
が
見
え
ま

し
た
。
見
る
に
忍
び
な
い
光
景
を
、
た
だ
茫ぼ

う

然ぜ
ん

と
見
て
い
ま
し
た
。
何
気
な
し
に
我
が
家
の

裏
山
の
避
難
道
路
の
ほ
う
を
見
る
と
、
近
所

の
人
た
ち
が
大
勢
こ
ち
ら
を
見
て
い
て
、「
が

ん
ば
って
！
」
と
声
を
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。

　

よ
く
助
か
っ
た
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

両
石
町
●
女
性
（
70
代
）

走
っ
て
も
走
っ
て
も

追
っ
て
く
る
波

　

高
台
の
造
成
地
（
昭
和
三
陸
津
波
後
に
造

成
）
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
あ
の
日
は
、
１
回

目
の
地
震
の
あ
と
、
低
地
に
住
む
お
年
寄
り

や
か
ら
だ
の
不
自
由
な
方
が
車
で
隣
近
所
に

避
難
し
て
き
ま
し
た
。
空
き
地
に
も
自
家
用

車
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
避
難
し
て
き
ま
し
た
。私
は
、

断
水
に
備
え
、
ポ
リ
缶
や
風
呂
に
水
を
貯
め

ま
し
た
。

　

２
度
目
の
地
震
の
と
き
、
揺
れ
の
強
さ
に
驚

い
て
外
に
出
て
、
低
地
を
見
る
と
、
大
き
な

イ
カ
釣
り
船
が
横
に
な
っ
て
押
し
流
さ
れ
、
家

も
押
し
流
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
び
っ
く
り
し
ま

し
た
が
、
そ
れ
で
も
、
な
ぜ
か
逃
げ
る
こ
と
は

頭
に
浮
か
ば
ず
、「
い
ま
の
状
況
を
カ
メ
ラ
に

収
め
て
お
こ
う
」
と
、
家
に
戻
る
こ
と
を
考

え
ま
し
た
。
夫
に
相
談
す
る
と
「
昭
和
の
津

波
は
こ
こ
ま
で
来
な
か
っ
た
か
ら
大
丈
夫
だ
ろ

う
」
と
言
い
ま
し
た
。

　

カ
メ
ラ
を
持
ち
出
し
、
玄
関
で
戸
締
り
を

し
て
い
る
と
、男
の
人
が
「
津
波
が
来
た
ぞ
～
」

と
叫
ん
で
走
っ
て
い
き
ま
し
た
。
見
る
と
、
坂

道
を
道
幅
いっ
ぱ
い
、
津
波
が
も
く
も
く
と
上

が
っ
て
き
ま
し
た
。
夫
の
姿
は
見
え
ま
せ
ん
。

心
の
中
で
「
ご
め
ん
」
と
言
い
、
山
へ
と
走
り

ま
し
た
。

　

走
って
も
走
って
も
、
波
は
足
元
ま
で
追
い
つ

い
て
き
ま
し
た
。
急
な
坂
道
で
、
心
臓
は
ど

き
ど
き
、ひ
ざ
は
ガ
ク
ガ
ク
。「
も
う
ダ
メ
か
も
」

「
い
や
助
か
る
か
も
し
れ
な
い
」
…
。
最
後
の

力
を
振
り
絞
り
、
走
り
ま
し
た
。
山
頂
ま
で

あ
と
５ｍ
の
と
こ
ろ
で
動
け
な
く
な
り
ま
し
た

が
、
幸
い
、
津
波
は
（
私
か
ら
）
１ｍ
の
距
離

で
止
ま
り
ま
し
た
。

　
い
つ
も
の
地
震
で
は
い
ち
早
く
高
台
に
行
く

の
に
、
な
ぜ
今
回
は
そ
れ
が
で
き
な
か
っ
た
の

か
、
悔
し
い
で
す
。
夫
は
２
回
目
の
津
波
で
流

さ
れ
た
よ
う
で
、
い
ま
だ
に
行
方
不
明
で
す
。

ど
こ
に
い
る
の
か
、
寒
さ
が
厳
し
く
な
る
の
に
、

い
ま
も
「
も
し
や
」
と
思
う
日
々
で
す
。

松
原
町
●
男
性 

ハ
ザ
ー
ド
マッ
プ
で
は

自
宅
は
ぎ
り
ぎ
り
浸
水
外

　

揺
れ
の
あ
と
、
一
旦
、
隣
に
住
む
兄
の
家
に

駆
け
込
み
ま
し
た
が
、
普
段
と
変
わ
ら
な
い

様
子
だ
っ
た
の
で
、
家
に
戻
り
ま
し
た
。

　

１
～
２
分
後
、
近
所
の
人
か
ら
「
津
波
が

来
る
」
と
声
を
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
妻
に
も

避
難
を
促
さ
れ
ま
し
た
が
、
信
じ
ら
れ
な
か
っ

た
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
は
、
自
宅
は
外
側
す

れ
す
れ
だ
っ
た
し
、
湾
口
防
波
堤
や
川
の
堤
防

の
か
さ
上
げ
も
終
わ
っ
て
い
た
の
で
、
こ
こ
ま

で
津
波
が
来
る
と
は
考
え
な
か
っ
た
。
こ
れ
ま

で
も
幾
度
か
津
波
を
経
験
し
て
い
ま
し
た
が
、

「
自
宅
ま
で
津
波
が
来
た
ら
、
市
内
（
東
側
）

は
全
滅
」
と
の
固
定
観
念
も
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
妻
が
外
へ
出
る
と
玄
関
ま
で
水
が

来
て
い
た
の
で
、
逃
げ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
失
い

ま
し
た
。
２
階
へ
駆
け
上
が
り
ま
し
た
。
窓

を
開
け
る
と
、
す
で
に
水
位
１ｍ
ほ
ど
。
ま
も

な
く
、
玄
関
横
の
窓
か
ら
津
波
が
押
し
寄
せ
、

同
時
に
家
が
浮
き
、
家
ご
と
流
さ
れ
ま
し
た
。

20
～
30
度
ほ
ど
傾
い
て
流
さ
れ
、
止
ま
っ
た
と

き
に
は
ガ
レ
キ
の
上
で
し
た
。
窓
か
ら
外
へ
脱

出
す
る
と
、
60
～
70ｍ
先
で
妻
が
手
を
振
っ
て

い
ま
し
た
。
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大
曾
根
● 

女
性（
70
代
）

ド
ー
ン
、
ド
ー
ン
、
ド
ー
ン

「
い
ま
の
音
は
な
ん
だ
べ
？
」

　

い
ま
思
い
出
し
て
も
ゾ
ッ
と
し
ま
す
。
避

難
し
て
い
る
と
き
「
ド
ー
ン
、ド
ー
ン
、ド
ー

ン
」
と
３
回
、
爆
発
し
た
よ
う
な
も
の
す
ご

い
音
が
、
沖
の
ほ
う
か
ら
聞
こ
え
ま
し
た
。

打
ち
上
げ
花
火
の
よ
う
な
音
で
し
た
。
一
緒

に
い
た
人
た
ち
は
「
い
ま
の
音
は
な
ん
だ
べ
」

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　

私
は
母
か
ら
、
昭
和
８
年
の
地
震
の
と
き

に
爆
発
音
が
し
た
こ
と
を
聞
い
て
い
た
の

で
、「
大
き
な
津
波
が
来
る
か
も
し
れ
な
い
」

と
思
い
ま
し
た
。
ま
も
な
く
津
波
が
来
て
、

家
を
流
し
、
山
の
杉
を
押
し
倒
し
、
何
と
も

言
え
な
い
光
景
で
し
た
。

大
町
●
女
性
（
60
代
）

ず
ぶ
濡
れ
の
ま
ま

15
時
間
、
救
助
を
待
っ
た

　

あ
の
と
き
、
私
は
逃
げ
遅
れ
た
隣
近
所
の

方
々
と
胸
ま
で
海
水
に
浸
か
り
、
目
の
前
が

渦
と
な
り
、
渦
に
足
を
取
ら
れ
て
流
さ
れ
そ

う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
管
理
人
さ
ん
を

引
っ
ぱ
り
上
げ
、
生
後
50
日
の
子
ど
も
を

抱
っ
こ
し
た
親
を
、
背
中
で
壁
に
押
し
つ
け

て
踏
ん
張
り
ま
し
た
。　

　

そ
の
後
、
海
水
は
引
い
た
も
の
の
、
か
ら

だ
は
ず
ぶ
濡
れ
、
朝
ま
で
寒
さ
と
の
戦
い
で

し
た
。
と
も
に
話
を
し
た
り
、
足
を
動
か
し

た
り
、
手
を
上
げ
た
り
し
て
、
明
け
方
ま
で

15
時
間
ほ
ど
、
救
助
を
待
ち
ま
し
た
。
あ
の

よ
う
な
状
態
で
、
よ
く
助
か
っ
た
と
、
い
ま

で
も
鳥
肌
が
た
つ
思
い
で
す
。

大
曾
根
●
女
性
（
70
代
）

慌
て
て
考
え
て
も
み
な
い

行
動
を
し
て
し
ま
っ
た

　

大
き
な
揺
れ
に
、
何
も
持
た
ず
、
慌
て
て

高
台
に
逃
げ
ま
し
た
。
あ
と
か
ら
、
荷
物
を

も
っ
て
ゆ
っ
く
り
と
上
が
っ
て
き
た
人
が
い

た
の
で
、「
自
分
も
」
と
思
い
、
大
事
な
も

の
を
取
り
に
自
宅
へ
戻
り
ま
し
た
。

　

家
に
入
っ
た
途
端
、
地
鳴
り
と
大
き
な
揺

れ
、「
津
波
が
来
た
ぞ
～
」
と
い
う
声
。
結
局
、

何
も
持
た
ず
に
夢
中
で
逃
げ
ま
し
た
。
草
む

ら
を
走
り
、
県
道
に
上
が
り
フ
ェ
ン
ス
を
越

え
た
と
こ
ろ
で
振
り
向
く
と
、
波
し
ぶ
き
が

山
の
よ
う
に
見
え
た
の
で
、
さ
ら
に
上
の
杉

山
に
登
り
ま
し
た
。
ま
た
振
り
向
く
と
、
自

宅
が
流
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
茫ぼ

う
ぜ
ん然
と
し
て
、

泣
く
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

過
去
に
２
回
も
流
さ
れ
た
土
地
に
住
ん
で

い
て
、
津
波
に
つ
い
て
少
し
は
勉
強
し
て
い

る
つ
も
り
で
し
た
。
で
も
実
際
の
こ
と
と
な

る
と
、
慌
て
て
、
考
え
て
も
み
な
い
行
動
を

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

鵜う
の
す
ま
い

住
居
町
●
男
性 （
70
代
）

バ
カ
、
こ
こ
ま
で
来
る

津
波
が
あ
る
か
！

　

１
回
目
の
揺
れ
が
収
ま
り
、
家
の
中
で
片

付
け
を
し
て
い
る
と
、
再
び
揺
れ
始
め
ま
し

た
。
外
出
先
か
ら
戻
っ
た
妻
が
「
危
な
い
か

ら
外
に
出
て
」
と
叫
ぶ
の
で
、
庭
先
へ
出
ま

し
た
。
電
線
の
音
が
す
ご
か
っ
た
。

　

し
ば
ら
く
、
妻
と
隣
人
と
３
人
で
様
子
を

う
か
が
っ
て
い
る
と
、
人
々
が
高
台
に
向

か
っ
て
避
難
す
る
の
が
見
え
、
妻
が
「
み
ん

な
が
逃
げ
て
い
る
か
ら
、
私
た
ち
も
」
と
言

い
ま
し
た
が
、「
バ
カ
、
こ
こ
ま
で
来
る
津

波
が
あ
る
か
」
と
、
逃
げ
よ
う
と
は
思
い
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
妻
に
強
く
言
わ
れ
、
警
報
が
解

除
さ
れ
れ
ば
す
ぐ
に
戻
れ
る
も
の
と
思
い
、

何
も
持
た
ず
に
逃
げ
ま
し
た
。
背
後
、
遠
く

海
岸
方
面
に
黄
色
い
煙
の
よ
う
な
大
き
な
も

の
が
上
が
る
の
が
見
え
ま
し
た
。
30
秒
も
遅

れ
た
ら
、
津
波
に
巻
き
込
ま
れ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

東
前
町 

● 

男
性
（
会
社
員
）（
50
代
）

時
間
的
に
た
ど
り
着
け
る

と
思
い
、
流
れ
に
逆
ら
い

工
場
へ

　

地
震
が
発
生
し
た
と
き
は
、
東
前
に
あ
る

会
社
に
い
ま
し
た
。
停
電
し
、
携
帯
も
電
話

も
す
べ
て
の
通
信
手
段
が
遮
断
さ
れ
ま
し

た
。
ま
も
な
く
６
ｍ
の
津
波
警
報
が
出
た
た

め
、
重
要
な
物
を
車
に
積
み
こ
み
、
両
石
に

あ
る
工
場
へ
向
か
い
ま
し
た
。
人
々
が
避
難

す
る
方
向
と
は
逆
で
す
。「
時
間
的
に
ま
で

辿
り
つ
け
る
」
と
判
断
し
た
の
で
す
。

　

ト
ン
ネ
ル
は
真
暗
で
、
１
台
の
車
も
走
っ

て
い
ま
せ
ん
。
ス
ピ
ー
ド
違
反
を
し
て
走
り

抜
け
ま
し
た
。
信
号
も
動
い
て
な
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
、
巨
大

な
津
波
が
追
い
か
け
て
く
る
光
景
が
目
に

入
り
ま
し
た
。
現
実
の
世
界
で
は
な
い
、
映

画
で
も
見
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
ひ
た
す
ら

両
石
の
工
場
を
目
指
し
、
走
り
ま
し
た
。

　

工
場
で
、
中
国
人
と
瓶
詰
め
を
載
せ
、
避

難
し
ま
し
た
。
九
死
に
一
生
を
得
ま
し
た
。

3.11
証言

自宅に留まり避難が遅れ、流されて亡くなった。

数度の避難の呼びかけにも応じず、自宅に留まり亡くなった。

いったん自宅上層階に避難するが、階下に下り、流されて亡くなった。

地震のあと片づけに手間取り、流されて亡くなった。

外出中の家族の帰りを待っていて、流されて亡くなった。

遺族や地域の証言から
亡くなった方のケース

自
宅
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天
神
町
●（
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
中
）女
性（
60
代
）

津
波
が
来
る
？　

で
も

自
宅
に
は
妊
婦
の
娘
が
い
る
、

帰
ら
な
け
れ
ば

　

主
人
と
２
人
で
駒
木
の
山
へ
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
帰
り
に
、
強
い
揺
れ
に
襲
わ
れ
ま
し

た
。
立
っ
て
い
ら
れ
ず
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
に
し

が
み
つ
き
、
た
だ
ご
と
で
は
な
い
と
。
妊
婦

の
娘
が
家
で
留
守
番
を
し
て
い
た
の
で
、
携

帯
で
避
難
連
絡
し
よ
う
に
も
つ
な
が
ら
ず
、

焦
り
ま
し
た
。
知
ら
な
い
人
か
ら
「
大
津
波

が
来
る
か
ら
戻
ら
な
い
ほ
う
が
い
い
」
と
言

わ
れ
ま
し
た
が
、
た
だ
た
だ
「
家
に
帰
ら
な

け
れ
ば
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

津
波
が
来
る
ま
で
時
間
が
あ
っ
た
の
で
、

家
に
戻
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
娘
は
仙せ

ん

寿じ
ゅ

院い
ん

に
避
難
し
て
い
た
の
で
、
私
た
ち
も
そ
の

ま
ま
仙
寿
院
に
避
難
し
ま
し
た
。
そ
の
日
は

と
て
も
寒
く
、
主
人
に
オ
ー
バ
ー
を
家
に
取

り
に
行
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
し
て
７
、

８
分
後
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
自
宅
に
津
波

が
押
し
寄
せ
た
の
は
…
。
も
し
、
家
に
服
を

取
り
に
行
っ
た
と
き
に
津
波
が
来
た
ら
…
。

そ
う
思
う
と
身
震
い
が
し
、
主
人
に
は
と
ん

で
も
な
い
こ
と
を
お
願
い
し
て
し
ま
っ
た

と
、
と
て
も
反
省
し
て
い
ま
す
。

平
田
●
（
鵜う

の
す
ま
い

住
居
地
区
防
災
セ
ン
タ
ー
で
卓
球
中
）

女
性
（
70
代
）

津
波
だ
、
津
波
、
津
波
…

呪
文
の
ご
と
く
口
に
し
な
が
ら

自
宅
へ
車
を
走
ら
せ
た

　

あ
の
日
、
私
は
鵜
住
居
地
区
防
災
セ
ン

タ
ー
の
２
階
ホ
ー
ル
で
、
仲
間
と
卓
球
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。
突
然
、
ド
ド
ド
ッ
と
い

う
地
響
き
と
と
も
に
激
し
い
揺
れ
。
立
っ
て

い
ら
れ
ず
し
ゃ
が
み
こ
み
、
卓
球
台
の
下
に

も
ぐ
り
、
脚
に
し
が
み
つ
き
な
が
ら
、
恐
怖

と
闘
っ
て
い
ま
し
た
。

　

少
し
揺
れ
が
落
ち
着
い
た
と
き
、「
大
き

な
津
波
が
来
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
思
い
ま

し
た
。
卓
球
台
を
片
づ
け
よ
う
と
し
て
い
る

仲
間
に
「
早
く
帰
っ
て
」
と
大
き
な
声
を
か

け
ま
し
た
。
私
も
、
と
も
か
く
早
く
車
を
動

か
さ
ね
ば
。
こ
の
地
震
な
ら
、
両
石
を
通
っ

て
帰
る
の
は
危
険
と
察
し
、
開
通
し
た
ば
か

り
の
釜
石
山
田
道
路
で
平
田
に
向
か
い
ま

し
た
。
ト
ン
ネ
ル
を
通
過
し
、
低
地
に
あ
る

松
原
、
嬉う

れ
い
し石
地
区
を
走
り
、
観
音
像
が
見
え

る
高
地
の
道
路
に
さ
し
か
か
っ
た
と
き
、
沖

合
か
ら
横
一
直
線
に
な
っ
た
白
波
が
押
し

寄
せ
て
く
る
の
が
目
に
入
り
ま
し
た
。「
津

波
だ
！　

津
波
だ
！　

津
波
…
」
と
、
呪
文

の
ご
と
く
口
に
し
な
が
ら
、
低
地
に
位
置
す

る
平
田
ま
で
下
り
、
自
宅
ア
パ
ー
ト
ま
で
辿

り
着
き
ま
し
た
。
津
波
の
来
襲
は
、
私
が
通

過
し
た
４
、５
分
後
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

小
川
町
● （
妻
の
実
家
）　
男
性
（
60
代
）

車
の
ハ
ン
ド
ル
に
し
が
み
つ
き

目
を
つ
ぶ
っ
た

「
も
う
、
終
わ
り
か
も
な
」

　

あ
の
日
の
午
後
、
私
は
小
川
に
い
て
、
妻

の
父
母
の
世
話
を
し
て
い
ま
し
た
。
地
震
が

来
た
と
き
、
嬉
石
の
自
宅
に
は
ま
ち
が
い
な

く
津
波
が
来
る
と
思
い
、
地
震
が
収
ま
る
と

同
時
に
、
嬉
石
に
１
人
で
い
る
父
を
迎
え
に

車
を
走
ら
せ
ま
し
た
。
父
は
漁
師
一
筋
で
生

き
て
き
ま
し
た
が
、
引
退
後
、
足
腰
が
極
端

に
弱
っ
て
し
ま
い
、
自
力
で
は
５
ｍ
も
歩
け

な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

車
は
、
渋
滞
も
な
く
進
み
ま
し
た
が
、
川

の
水
が
引
け
て
い
た
の
で
、
時
間
が
な
い
こ

と
は
察
し
が
つ
き
ま
し
た
。
玄
関
先
で
ウ
ロ

ウ
ロ
し
て
い
た
父
を
車
に
乗
せ
、
避
難
所

へ
。
道
路
が
高
く
な
っ
た
場
所
ま
で
来
た

と
き
気
持
ち
に
ゆ
と
り
が
で
き
、
逆
流
す
る

川
を
見
て
い
ま
し
た
。「
大
津
波
が
来
ま
す
」

と
放
送
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
緊
迫
し
た
内

容
に
は
聞
こ
え
ず
、
い
ま
川
を
逆
流
し
て
い

る
の
が
津
波
な
ん
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
一
気
に
橋
桁

を
越
す
よ
う
な
高
さ
の
波
が
や
っ
て
き
ま

し
た
。
車
を
追
い
越
し
て
東
門
へ
入
ろ
う
と

し
ま
し
た
が
、
間
に
あ
わ
な
い
。
エ
ン
ジ
ン

は
止
ま
り
、
駅
方
向
へ
流
さ
れ
ま
し
た
。
左

右
の
歩
道
柵
に
ぶ
つ
か
り
、
泥
水
が
吹
き
上

げ
る
排
水
溝
に
向
か
っ
て
流
さ
れ
て
い
く
。

ハ
ン
ド
ル
に
し
が
み
つ
き
目
を
つ
ぶ
っ
た
。

「
も
う
、
終
わ
り
か
も
な
」
…
。

　

す
る
と
泥
水
が
車
の
横
に
当
た
り
、
反
対

方
向
へ
流
さ
れ
て
、
止
ま
っ
た
。
ド
ア
を
開

け
、
水
の
中
か
ら
父
を
引
っ
張
り
出
す
。
そ

の
と
き
、
製
鉄
所
の
構
内
か
ら
大
き
な
声
で

「
こ
っ
ち
に
来
い
」
と
叫
ぶ
の
が
聞
こ
え
ま

し
た
。
何
人
か
の
方
が
、
父
と
私
を
ロ
ー
プ

で
構
内
に
引
き
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

外
出
先

3.11 証言

不
慣
れ
な
場
所
で
被
災
し
た
と
き

人
々
は
ど
う
動
い
た
の
か

証
言
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東
前
町
●
（
会
社
員
）
男
性
（
50
代
）

時
間
的
に
た
ど
り
着
け
る
と

思
い
、
流
れ
に
逆
ら
い
工
場
へ

　

地
震
が
発
生
し
た
と
き
は
、
東
前
に
あ
る

会
社
に
い
ま
し
た
。
停
電
し
、
携
帯
も
電
話

も
す
べ
て
の
通
信
手
段
が
遮
断
さ
れ
ま
し

た
。
ま
も
な
く
６
ｍ
の
津
波
警
報
が
出
た
た

め
、
重
要
な
物
を
車
に
積
み
こ
み
、
両
石
に

あ
る
工
場
へ
向
か
い
ま
し
た
。
人
々
が
避
難

す
る
方
向
と
は
逆
で
す
。「
時
間
的
に
辿
り

つ
け
る
」
と
判
断
し
た
の
で
す
。

　

ト
ン
ネ
ル
は
真
暗
で
、
１
台
の
車
も
走
っ

て
い
ま
せ
ん
。
ス
ピ
ー
ド
違
反
を
し
て
走
り

抜
け
ま
し
た
。
信
号
も
動
い
て
な
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
、
巨
大

な
津
波
が
追
い
か
け
て
く
る
光
景
が
目
に

入
り
ま
し
た
。
現
実
の
世
界
で
は
な
い
、
映

画
で
も
見
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
ひ
た
す
ら

両
石
の
工
場
を
目
指
し
、
走
り
ま
し
た
。

　

工
場
で
、
中
国
人
と
瓶
詰
め
を
載
せ
、
避

難
し
ま
し
た
。
九
死
に
一
生
を
得
ま
し
た
。

浜
町
●
（
会
社
員
）
男
性
（
50
代
）

シ
ミ
ュレ
ー
シ
ョ
ン
ど
お
り
の

避
難
行
動
は
で
き
な
かった

　

祖
父
、
父
か
ら
、
幼
少
時
か
ら
津
波
に
対

す
る
準
備
、
行
動
を
具
体
的
に
教
え
こ
ま

れ
、
地
震
発
生
の
た
び
に
準
備
、
避
難
を
し

て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
回
の
大
震

災
の
際
は
、
考
え
て
い
た
避
難
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
ど
お
り
に
で
き
な
い
部
分
が
多
く

あ
り
ま
し
た
。

　

た
と
え
ば
、
従
業
員
が
「
車
で
帰
し
て
ほ

し
い
」
と
帰
宅
を
望
ん
だ
と
き
、
制
止
で
き

な
か
っ
た
。
危
機
一
髪
、
命
を
救
わ
れ
た
か

ら
よ
か
っ
た
も
の
の
…
。
ま
た
、
従
業
員
を

帰
し
た
あ
と
で
、
び
し
ょ
濡
れ
の
下
着
と
防

寒
具
を
取
り
に
自
宅
に
戻
っ
た
た
め
、
逃
げ

遅
れ
ま
し
た
。
４
階
に
逃
げ
、
な
ん
と
か
助

か
り
ま
し
た
が
。

　

唯
一
の
救
い
は
、
近
隣
の
婦
人
を
救
助
で

き
た
こ
と
で
す
。
婦
人
は
津
波
を
受
け
、
ず

ぶ
濡
れ
で
し
た
が
、
声
を
か
け
続
け
、
翌
日

や
っ
と
の
思
い
で
救
助
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
も
う
少
し
時
間
が
あ
る
も
の
と
考

え
て
い
ま
し
た
。
甘
か
っ
た
。

（
歯
科
医
師
）
男
性

ス
タ
ッ
フ
の
避
難
支
援
が

で
き
な
か
っ
た

　

震
災
以
前
か
ら
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
浸
水

範
囲
や
避
難
場
所
を
確
認
し
て
い
た
。
し
か

し
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
記
載
さ
れ
て
い
る

浸
水
範
囲
か
ら
１
．８
㎞
ほ
ど
離
れ
て
い
た

の
で
、
こ
こ
ま
で
来
な
い
と
思
い
こ
ん
で
い

ま
し
た
。

　

む
し
ろ
余
震
を
心
配
し
、
み
な
で
建
物
の

外
に
出
ま
し
た
。
ラ
ジ
オ
か
ら
聞
こ
え
て
く

る
情
報
か
ら
状
況
把
握
に
努
め
て
い
ま
し

た
が
、「
釜
石
に
４
ｍ
の
津
波
」
が
来
た
と

い
う
の
を
聞
く
や
否
や
、
津
波
が
、
家
や
車

を
巻
き
こ
ん
で
迫
っ
て
く
る
の
が
見
え
ま

し
た
。
津
波
と
い
う
と
水
の
イ
メ
ー
ジ
が
強

か
っ
た
が
、
砂
煙
が
上
が
っ
た
り
、
バ
キ
バ

キ
と
音
を
立
て
た
り
し
て
い
て
、
土
石
流
の

よ
う
で
し
た
。

　

す
で
に
足
元
が
浸
水
し
て
い
る
な
ど
切

羽
詰
ま
っ
た
状
態
で
の
避
難
だ
っ
た
の
で
、

避
難
支
援
を
し
て
い
る
余
裕
が
な
く
、
ス

タ
ッ
フ
に
「
山
の
方
面
へ
避
難
す
る
よ
う

に
」
と
声
を
か
け
る
の
が
精
一
杯
で
し
た
。

ス
タ
ッ
フ
の
1
人
は
波
に
飲
ま
れ
ま
し
た

が
、
波
と
波
が
ぶ
つ
か
っ
た
拍
子
に
浮
き
上

が
り
、
近
く
の
家
屋
の
屋
根
に
上
が
り
、
運

よ
く
助
か
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
津
波
の
経
験
か
ら
、
情
報
あ
り
き

の
行
動
で
は
な
く
、
警
報
が
出
る
前
に
避
難

し
、
来
な
け
れ
ば
「
よ
か
っ
た
」
と
思
え
る

よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
痛
感
し

て
い
ま
す
。

大
町
● （
飲
食
店
経
営
）女
性
（
60
代
）

苦
し
い
、
息
を
吸
い
た
い

上
へ
向
か
っ
て
泳
い
だ

　

ひ
ど
い
揺
れ
で
し
た
が
、
そ
の
晩
は
、
宴

会
の
予
約
が
入
っ
て
い
て
、
何
ご
と
も
な
け

れ
ば
来
る
だ
ろ
う
と
、
大
き
な
揺
れ
が
収

ま
っ
て
か
ら
夫
と
２
人
で
仕
込
み
を
続
け

ま
し
た
。

　

し
か
し
外
を
見
る
と
、
近
所
の
人
が
逃
げ

る
の
が
見
え
た
の
で
、「
や
は
り
逃
げ
た
ほ

う
が
い
い
だ
ろ
う
」
と
外
に
出
て
、
い
つ
も

避
難
訓
練
を
し
て
い
る
薬
師
公
園
に
向
か

い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
信
号
が
止
ま
っ
て

車
が
一
杯
で
、
通
り
を
渡
れ
な
い
。
そ
の
と

き
、
う
し
ろ
の
ほ
う
か
ら
「
水
が
来
た
！
」

仕
事
先　

3.11 証言

職
責
、
家
族
の
心
配
な
ど

多
く
の
要
因
が
率
先
避
難
を
妨
げ
た

証
言
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と
声
が
し
ま
し
た
。
振
り
返
る
と
、
土
の
上

を
転
が
る
よ
う
に
水
が
見
え
た
の
で
、
流
さ

れ
な
い
よ
う
に
ア
ー
ケ
ー
ド
の
柱
に
掴つ

か

ま

り
、
夫
に
も
掴
ま
る
よ
う
に
叫
び
ま
し
た

が
、
そ
の
瞬
間
、
左
側
か
ら
背
の
高
さ
の
水

と
救
急
車
や
消
防
自
動
車
、
乗
用
車
な
ど
が

流
れ
て
来
て
、
一
瞬
に
し
て
水
の
中
で
す
。

　

と
に
か
く
苦
し
い
の
で
「
息
を
吸
わ
な
く

て
は
」
と
思
い
、
上
に
向
か
っ
て
必
死
に
泳

ぎ
ま
し
た
。
流
木
ら
し
き
物
に
掴
ま
り
、
息

を
し
て
い
る
と
、
上
か
ら
「
い
ま
助
け
っ
か

ら
」と
声
が
。
自
ら
も
流
さ
れ
た
消
防
士
が
、

や
は
り
泳
い
で
ア
ー
ケ
ー
ド
の
上
に
い
ま

し
た
。
背
中
を
掴
ん
で
引
き
上
げ
て
も
ら
い

助
か
り
ま
し
た
。

　

夫
は
翌
日
、
店
の
中
で
遺
体
で
発
見
さ
れ

ま
し
た
。
自
分
た
ち
の
判
断
の
誤
り
を
悔
や

み
き
れ
ま
せ
ん
。

甲か
っ
し子

町
● （
仕
事
中
）
女
性（
60
代
）

水
門
を
閉
め
に
行
き

夫
は
命
を
落
と
し
た

　

あ
の
日
は
、
仕
事
で
甲
子
に
い
ま
し
た
。

地
震
後
、
主
人
の
携
帯
に
電
話
し
ま
し
た
が

つ
な
が
り
ま
せ
ん
。「
き
っ
と
、
水
門
を
閉

め
に
行
っ
て
い
る
ん
だ
」
と
思
い
、
70
％
は

安
心
し
て
い
ま
し
た
。
む
し
ろ
只
越
に
い
る

母
が
心
配
で
、
車
で
そ
ち
ら
方
面
に
向
か
い

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
駒
木
町
の
道
路
で
大
渡
川
か
ら

来
る
津
波
に
遭
い
ま
し
た
。
水
が
５
ｍ
の
所

ま
で
来
た
の
で
、
す
ぐ
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
車

で
お
不
動
さ
ん
に
上
り
ま
し
た
。
川
を
、
車

や
ら
家
が
流
さ
れ
て
い
く
の
を
見
て
、「
主

人
は
大
丈
夫
か
な
、
母
は
大
丈
夫
か
な
、
弟

夫
婦
は
」
と
、身
内
の
こ
と
を
案
じ
ま
し
た
。

　

眠
れ
ぬ
夜
を
二
晩
過
ご
し
、
13
日
に
な
っ

て
旧
二
中
の
遺
体
安
置
所
で
夫
を
確
認
し

ま
し
た
。
顔
に
は
無
数
の
傷
が
あ
り
、
水
を

飲
ん
で
い
る
せ
い
か
、
少
し
む
く
ん
で
い
ま

し
た
。
泣
け
て
泣
け
て
し
ょ
う
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

主
人
は
人
の
喜
ぶ
こ
と
が
好
き
で
、
魚
市

場
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
一
員
と

し
て
、
が
ん
ば
っ
て
い
ま
し
た
。
釜
石
の
た

め
に
ま
だ
ま
だ
す
る
こ
と
が
あ
る
は
ず
と
、

毎
日
パ
ソ
コ
ン
と
向
か
い
、
ア
イ
デ
ィ
ア

を
練
っ
て
い
ま
し
た
。
志
半
ば
の

他
界
で
し
た
。
で
も
、
水
門
を
閉

め
に
行
っ
た
の
で
、
私
と
し
て
は

殉
職
だ
と
思
い
、「
あ
り
が
と
う
」

と
し
か
言
い
よ
う
が
な
か
っ
た
で

す
。「
早
く
見
つ
か
っ
て
よ
か
っ

た
」
と
言
っ
て
く
れ
る
人
も
い
ま

し
た
が
、
私
の
心
は
空
っ
ぽ
で
す
。

（
製
材
所
勤
務
）
男
性（
60
代
）

車
い
す
の
お
ば
が

心
配
で
、
ダ
ン
プ
を

飛
ば
し
自
宅
へ

　

大
槌
町
の
製
材
所
に
い
る
と
き

に
地
震
に
遭
っ
た
。
あ
ま
り
に
も

大
き
な
地
震
だ
っ
た
の
で
、「
と

に
か
く
逃
げ
な
け
れ
ば
」
と
、
揺

れ
が
収
ま
ら
な
い
う
ち
に
、
猛
ス

ピ
ー
ド
で
ダ
ン
プ
を
走
ら
せ
て
自

宅
に
向
か
い
ま
し
た
。
ト
ン
ネ
ル

内
は
電
気
も
消
え
て
気
持
ち
悪
か
っ
た
し
、

途
中
で
お
ば
の
家
の
屋
根
が
壊
れ
て
い
る

の
を
見
ま
し
た
。
自
宅
に
戻
る
と
、
家
族
に

は
避
難
指
示
を
し
て
、
す
ぐ
に
バ
イ
ク
で
お

ば
を
助
け
に
行
き
ま
し
た
。

　

お
ば
は
兄
貴
が
車
椅
子
で
避
難
所
に
避

難
さ
せ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
「
波
が
大
き

い
か
ら
避
難
所
か
ら
逃
げ
ろ
」
と
い
う
の

で
、
兄
貴
と
２
人
で
お
ば
の
車
椅
子
を
運

び
、
参
道
へ
上
が
り
ま
し
た
。
危
機
一
髪
、

助
か
っ
て
よ
か
っ
た
。
あ
ま
り
に
大
き
な
津

波
で
、
今
度
は
我
が
家
の
者
が
や
ら
れ
た
か

と
思
い
、
山
を
越
え
て
帰
る
途
中
、
胸
が
張

り
裂
け
そ
う
だ
っ
た
。
幸
い
、
無
事
で
し
た

け
ど
、
避
難
が
遅
れ
て
い
た
ら
、
ど
う
な
っ

て
い
た
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

片
岸
町
●
（
会
社
員
）
男
性
（
40
代
）

波
に
飲
み
込
ま
れ

車
に
足
を
は
さ
ま
れ
激
痛

　

勤
務
先
の
宮
古
市
向む

か
い
ま
ち
町
の
路
上
で
津
波

に
の
ま
れ
ま
し
た
。
波
に
乗
っ
て
浮
き
上

が
っ
た
と
き
、
車
と
車
に
右
足
を
挟
ま
れ
、

激
痛
が
。
幸
い
、
波
に
押
さ
れ
て
挟
ま
れ
た

右
足
は
解
放
さ
れ
た
も
の
の
、
こ
ん
ど
は
波

に
転
が
さ
れ
、
黒
い
海
水
を
飲
ん
だ
。
足
の

痛
み
で
な
か
な
か
立
て
ず
、
流
れ
に
身
を
任

せ
、
し
ば
ら
く
仰
向
け
に
流
さ
れ
る
し
か
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

唐丹町 本郷
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大
曾
根 

● （
ワ
カ
メ
養
殖
業
）男
性（
60
代
）

波
が
引
き
始
め
て
も

な
か
な
か
津
波
が
来
な
い

　

私
と
妻
と
２
人
の
女
工
さ
ん
４
人
は
、
海

か
ら
30
ｍ
の
作
業
所
で
ワ
カ
メ
作
業
中
で

し
た
。
14
時
46
分
ご
ろ
、
突
然
の
地
鳴
り
に

始
ま
り
、
大
地
震
が
。

　

す
ぐ
に
作
業
所
の
外
へ
出
ま
し
た
が
、
65

年
の
生
涯
の
中
で
経
験
の
な
い
大
地
震
に

「
想
像
も
つ
か
な
い
津
波
が
か
な
ら
ず
襲
っ

て
く
る
」
と
感
じ
、
妻
と
女
工
た
ち
を
車
で

高
台
に
あ
る
避
難
場
所
へ
走
ら
せ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
自
分
は
津
波
防
波
堤
の
所
ま
で
避

難
し
ま
し
た
。
沖
が
よ
く
見
え
る
所
で
、
海

よ
り
10
ｍ
以
上
高
く
、
あ
る
程
度
は
安
心
で

き
る
所
で
し
た
。

　

波
が
引
き
始
め
て
も
、
な
か
な
か
津
波
が

来
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、20
～
30
分
後
、

沖
が
白
波
と
な
り
津
波
が
来
た
と
思
う
や

否
や
、
自
分
の
作
業
所
は
一
瞬
の
間
に
飲
み

込
ま
れ
ま
し
た
。
津
波
の
恐
ろ
し
さ
を
目
の

当
た
り
に
し
て
身
の
危
険
を
感
じ
、
さ
ら
に

20
ｍ
以
上
高
台
の
大
杉
神
社
へ
走
っ
て
逃

げ
ま
し
た
。

浜
町
● 

（
港
湾
労
働
者
）
男
性
（
60
代
）

「
何
だ
こ
り
ゃ
…
」

血
の
気
が
引
く
思
い
だ
っ
た

　

製
鉄
所
桟
橋
で
の
船
の
仕
事
な
の
で
、「
地

震
＝
津
波
」
は
頭
に
は
入
っ
て
い
ま
し
た
。
あ

の
日
も
地
震
後
、
防
潮
堤
（
７
ヶ
所
）
の
門も

ん

扉ぴ

を
閉
め
、
潮
位
の
変
化
を
見
て
い
た
ら
、

引
き
始
め
た
の
で
、
急
い
で
指
定
避
難
場
所

の
市
営
ビ
ル
３
階
に
全
員
で
避
難
し
ま
し
た
。

　

海
を
見
て
い
た
ら
、
白
く
泡
立
つ
よ
う
に

見
え
ま
し
た
。「
い
つ
も
の
津
波
と
は
ち
ょっ

と
違
う
。
大
き
い
ぞ
」
と
思
い
、
よ
り
高
い

避
難
道
路
に
全
員
で
避
難
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
テ
レ
ビ
の
映
像
を
見
て
い
る
よ
う

海
・
沿
岸
（
漁
業
関
係
、
沿
岸
部
の
会
社
な
ど
）3.11 証言

漁
労
関
係
者
や
海
に
近
い
職
場
の
人
は

危
機
意
識
は
高
か
っ
た
は
ず
だ
が
…

証
言

　

痛
み
を
我
慢
し
て
立
ち
上
が
り
、
路
地
に

入
り
こ
み
、
そ
ば
の
病
院
の
２
階
へ
逃
げ
こ

ん
で
助
か
り
ま
し
た
。

小
白
浜
●
（
水
産
加
工
場
）
女
性
（
50
代
）

避
難
後
、自
宅
に
戻
ろ
う
と
し

た
が
工
場
長
に
制
止
さ
れ

助
か
っ
た

　

地
震
発
生
時
、
私
は
職
場
の
水
産
加
工
場

で
働
い
て
い
ま
し
た
。
海
が
目
の
前
な
の

で
、
と
に
か
く
高
台
に
避
難
し
ま
し
た
。

　

自
宅
に
い
る
母
が
と
て
も
心
配
で
、
車
を

置
い
た
ま
ま
避
難
し
た
の
で
、
何
度
か
車
を

取
り
に
戻
ろ
う
と
し
ま
し
た
が
、
工
場
長
に

止
め
ら
れ
戻
ら
な
か
っ
た
の
で
、
い
ま
生
き

て
い
ら
れ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

片
岸
町
●
（
会
社
員
）
男
性
（
30
代
）

あ
の
ま
ま
車
を
走
ら
せ
て
い

た
ら
、生
き
て
い
た
か
ど
う
か

　

仕
事
先
で
地
震
が
発
生
し
、
職
場
の
人
全

員
で
外
に
飛
び
出
し
た
。
そ
の
後
、
解
散
と

い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
会
社
の
車
で
自

宅
へ
向
か
い
ま
し
た
。

　

海
の
近
く
の
道
路
を
通
る
の
で
す
が
、
あ

ん
な
津
波
が
来
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ

た
の
で
、
別
に
何
と
も
思
わ
な
か
っ
た
。
途

中
で
渋
滞
に
巻
き
こ
ま
れ
、
い
つ
も
と
様
子

が
違
う
こ
と
に
気
づ
き
、
咄と

っ
さ嗟

に
近
く
の
駐

車
場
に
車
を
置
い
て
、
走
っ
て
反
対
方
向
に

逃
げ
ま
し
た
。

　

あ
の
ま
ま
進
ん
で
い
た
ら
生
き
て
い
た

か
ど
う
か
…
考
え
る
だ
け
で
も
恐
ろ
し
い

で
す
。

3.11
証言

仕
事
先

唐丹町 荒川
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な
光
景
で
、「
何
だ
こ
り
ゃ
」
と
血
の
気
が
引

く
思
い
で
、
事
の
重
大
さ
が
ひ
し
ひ
し
と
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

小
白
浜
● （
水
産
加
工
場
）

一
次
避
難
は
防
潮
堤
へ

そ
れ
が
習
慣
に
な
っ
て
い
た

　

海
岸
付
近
の
水
産
加
工
場
に
い
た
住
民
・

従
業
員
は
、
防
潮
堤
に
上
が
り
、
海
の
様
子

を
見
て
い
ま
し
た
。
一
次
避
難
と
し
て
防
潮

堤
に
上
る
こ
と
は
、
地
域
で
習
慣
化
し
て
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
海
の
様
子
を
見
な
が
ら

さ
ら
に
高
台
へ
と
避
難
し
ま
し
た
。

箱
崎
白
浜
● （
ワ
カ
メ
養
殖
業
）
女
性

漁
に
出
る
日
だ
っ
た
の
で

地
震
の
あ
と
沿
岸
の
倉
庫
へ

　

そ
の
日
は
ワ
カ
メ
漁
に
行
く
こ
と
に
な
っ

て
い
た
の
で
、
揺
れ
が
収
ま
っ
て
か
ら
海
沿

い
の
倉
庫
へ
行
き
ま
し
た
。
箱
崎
白
浜
の
方

た
ち
の
多
く
は
倉
庫
に
い
ま
し
た
。

　

３
ｍ
の
津
波
警
報
を
聞
き
ま
し
た
が
、
海

の
様
子
が
少
し
上
が
っ
て
い
る
程
度
だ
っ

た
の
で
、
み
な
、
こ
ん
な
に
大
き
な
津
波
に

な
る
と
思
わ
ず
、
倉
庫
前
の
避
難
道
路
で
海

の
様
子
を
見
て
い
ま
し
た
。

　

波
が
静
か
に
上
が
っ
て
き
た
と
き
、
近
く

に
い
た
方
に
車
に
乗
せ
て
も
ら
っ
て
高
い

所
を
め
ざ
し
ま
し
た
が
、
途
中
、
波
に
巻
き

こ
ま
れ
て
流
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

流
さ
れ
て
い
る
最
中
、
ワ
カ
メ
漁
の
ロ
ー

プ
に
足
首
が
引
っ
か
か
っ
て
、
ど
ん
ど
ん
波

に
引
っ
張
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
長
靴

を
脱
ぎ
捨
て
る
こ
と
で
ロ
ー
プ
か
ら
抜
け

出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
浮
き
玉
に
掴つ

か

ま

ろ
う
と
し
た
け
れ
ど
、
滑
っ
て
掴
む
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
運
よ
く
引
き
上
げ
て

も
ら
え
て
、
な
ん
と
か
助
か
り
ま
し
た
。

浜
町
● （
漁
業
者
）
男
性
（
60
代
）

船
を
沖
出
し
し
た
が

無
線
も
飲
み
物
も
な
く
…

　

最
初
の
地
震
で
津
波
が
来
る
と
は
思
い

ま
し
た
が
、「
釜
石
に
は
防
波
堤
が
あ
る
」

と
過
信
し
、
船
（
０
．
６
ｔ
）
を
沖
出
し
し

ま
し
た
。
結
果
的
に
は
助
か
り
ま
し
た
が
、

ま
さ
か
こ
れ
ほ
ど
の
津
波
が
来
よ
う
と
は

思
い
も
よ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

湾
口
防
波
堤
は
、
第
二
波
だ
と
思
い
ま
す

が
、
波
が
覆
い
か
ぶ
さ
り
、
見
え
な
く
な
り

ま
し
た
。
波
が
な
く
な
る
と
、
震
災
後
の
姿

に
な
っ
て
お
り
、
津
波
の
破
壊
力
の
す
ご
さ

に
驚
き
ま
し
た
。
ま
た
、
湾
内
の
潮
の
流
れ

は
と
て
も
速
く
、
養
殖
施
設
の
ガ
レ
キ
も
流

れ
、
逃
げ
回
る
の
で
精
一
杯
で
し
た
。
無
線

も
飲
み
物
も
な
く
、
一
晩
、
仲
間
の
船
に
曳え

い

航こ
う

し
て
も
ら
い
過
ご
し
ま
し
た
。

只越町



32

鵜
住
居
地
区
防
災
セ
ン
タ
ー
の

整
備

　
「
釜
石
市
鵜
住
居
地
区
防
災
セ
ン
タ
ー
」

（
以
下
、
防
災
セ
ン
タ
ー
）
は
、
町
の
中
心

部
、鵜
住
居
駅
の
近
く
に
あ
る
。こ
の
施
設
は
、

消
防
出
張
所
、
行
政
窓
口
・
保
健
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
行
う
生
活
応
援
セ
ン
タ
ー
、
公
民
館
、

消
防
団
屯
所
を
合
築
し
た
も
の
で
、
平
成
22

年
２
月
に
開
所
し
た
。
経
費
は
国
の
防
災
関

係
の
資
金
を
借
り
入
れ
る
こ
と
に
し
、「
防
災
」

セ
ン
タ
ー
の
名
称
で
整
備
さ
れ
た
。

二
度
と
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に

　

こ
の
痛
ま
し
い
で
き
ご
と
を
繰
り
返
す
こ

と
が
な
い
よ
う
、
市
で
は
、
原
因
を
調
査
し
、

被
災
者
遺
族
の
方
々
に
説
明
会
を
開
催
し

た
。
ま
た
、
検
証
を
行
う
た
め
、「
防
災
セ
ン

タ
ー
に
関
す
る
被
災
者
遺
族
の
連
絡
会
」
の

協
力
を
得
て
セ
ン
タ
ー
の
避
難
者
名
簿
整
理

作
業
な
ど
を
進
め
た
。
ま
た
、
さ
ら
に
連
絡

会
か
ら
第
３
者
有
識
者
委
員
に
よ
る
検
証
を

行
う
よ
う
要
望
が
出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、「
調

査
委
員
会
」
を
設
置
し
、「
防
災
セ
ン
タ
ー
に

お
け
る
東
日
本
大
震
災
津
波
被
害
調
査
報
告

書
」
を
作
成
し
た
。
そ
の
結
果
、
以
下
の
問

題
点
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
。

　

調
査
委
員
会
に
よ
り
抽
出
さ
れ
た
問
題

点
は
、「
避
難
者
数
、
被
災
状
況
に
関
す
る

事
項
」、「
防
災
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
機
能

に
関
す
る
事
項
」、「
避
難
場
所
の
住
民
へ

の
周
知
に
関
す
る
事
項
」、「
防
災
セ
ン
タ
ー

で
実
施
さ
れ
た
避
難
訓
練
に
関
す
る
事
項
」、

「「
３
．11
当
日
」
の
住
民
行
動
、
避
難
誘
導
、

情
報
伝
達
に
関
す
る
事
項
」、「
釜
石
市
の
津

波
防
災
対
応
に
関
す
る
事
項
」、「
津
波
浸

水
予
測
図
に
関
す
る
事
項
」「
気
象
庁
の
大

津
波
警
報
の
発
表
に
関
す
る
事
項
」
の
８
点

で
あ
る
。

　
「
避
難
者
数
の
推
計
」
は
、
連
絡
会
と
市

に
よ
り
今
も
続
け
ら
れ
て
い
る
。
以
下
、
報

告
書
で
の
指
摘
事
項
の
抜
粋
を
記
す
。

　
「
防
災
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
機
能
に
関
す

る
事
項
」に
お
い
て
は
、『「
防
災
」セ
ン
タ
ー
と

の
呼
称
は
津
波
の
際
の
一
次
避
難
場
所
で
も
あ

る
と
の
認
識
を
生
み
、避
難
訓
練
時
の
使
用
な

ど
誤
っ
た
運
用
に
よ
っ
て
多
く
の
犠
牲
者
を
出

す
要
因
と
な
っ
た
。』と
指
摘
し
て
い
る
。

　
「
避
難
場
所
の
住
民
へ
の
周
知
に
関
す
る

事
項
」
に
お
い
て
は
、『
広
報
紙
等
に
よ
っ

て
、
鵜
住
居
地
区
の
津
波
の一次
避
難
場
所
は

「
旧
Ｊ
Ａ
集
配
セ
ン
タ
ー
」「
鵜う

の
す
み住
神
社
境
内
」

「
本ほ

ん
ぎ
ょ
う
じ

行
寺
」「
常じ

ょ
う
ら
く
じ

楽
寺
裏
山
」
と
広
報
さ
れ

て
い
た
が
、
防
災
セ
ン
タ
ー
が
一
次
避
難
場
所

で
は
な
い
と
の
周
知
が
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

地
域
防
災
計
画
に
示
さ
れ
て
い
る
避
難
場
所

等
の
区
分
も
、「
津
波
避
難
場
所
」「
拠
点
避
難

所
」「
一
次
避
難
場
所
」「
避
難
者
収
容
施
設
」

等
が
混
在
し
、正
確
な
理
解
は
住
民
に
は
困
難

で
あ
っ
た
。』
と
指
摘
し
て
い
る
。

　
「
防
災
セ
ン
タ
ー
で
実
施
さ
れ
た
避
難
訓
練

に
関
す
る
事
項
」に
お
い
て
は
、防
災
セ
ン
タ
ー

整
備
後
の
訓
練
の
過
程
で
、『
防
災
セ
ン
タ
ー

に
避
難
し
た
住
民
の
多
く
は
、
防
災
セ
ン
タ
ー

が
津
波
の
避
難
場
所
で
あ
る
と
思
い
込
ん
で
い

た
。』『
実
質
的
に
防
災
セ
ン
タ
ー
が
津
波
の一

次
避
難
場
所
と
し
て
機
能
し
て
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
市
が
注
意
喚
起
を
し
、以
降
の
避
難

訓
練
は
本
来
の
避
難
場
所
で
行
う
べ
く
指
導

を
行
わ
な
か
っ
た
こ
と
が
、多
く
の
犠
牲
者
を

出
す
要
因
と
な
っ
た
』と
指
摘
し
て
い
る
。

　
「「
３
．11
当
日
」
の
住
民
行
動
、
避
難
誘

導
、情
報
伝
達
に
関
す
る
事
項
」
に
お
い
て
は
、

『
市
が
防
災
セ
ン
タ
ー
に
関
わ
る
職
員
及
び

町
内
会
・
消
防
団
等
の
住
民
に
対
し
て
津
波

発
生
時
の
適
切
な
対
応
を
周
知
し
て
い
な
か
っ

た
こ
と
が
防
災
セ
ン
タ
ー
へ
の
避
難
誘
導
に
結

び
つ
き
、
多
く
の
犠
牲
者
を
出
す
要
因
と
な
っ

た
。』
と
指
摘
し
て
い
る
。

　
「
釜
石
市
の
津
波
防
災
対
応
に
関
す
る
事

項
」
に
お
い
て
は
、『
市
は
、
防
災
セ
ン
タ
ー
を

「
避
難
訓
練
の
み
の
た
め
の
避
難
場
所
」
と

し
て
容
認
し
、
危
機
管
理
体
制
の
見
直
し
を

行
わ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
防
災
セ
ン
タ
ー
の
職

員
が
警
報
時
の
初
期
段
階
で
適
切
な
判
断
と

行
動
が
で
き
る
運
営
体
制
の
構
築
に
は
至
ら

な
か
っ
た
。』
と
指
摘
し
て
い
る
。

　
「
津
波
浸
水
予
測
図
に
関
す
る
事
項
」
に

「
鵜う

の
す
ま
い

住
居
地
区
防
災
セ
ン
タ
ー
」
の
事
例　3.11

証言

釜
石
市
鵜
住
居
地
区
防
災
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る

東
日
本
大
震
災
津
波
被
災
調
査
報
告
書

証
言

東
日
本
大
震
災
で
は
、
多
く
の
住
民
が
流
さ
れ
犠
牲
に
な
っ
た
。
な
か
で
も
被
害

が
大
き
か
っ
た
の
が
、
市
北
部
の
沿
岸
部
に
位
置
す
る
「
釜
石
市
鵜
住
居
地
区
防

災
セ
ン
タ
ー
」で
あ
っ
た
。
犠
牲
者
は
推
計
１
６
０
名
以
上
。
市
は
、防
災
セ
ン
タ
ー

に
関
す
る
被
災
者
遺
族
の
連
絡
会
か
ら
の
要
望
に
よ
り
、「
釜
石
市
鵜
住
居
地
区
防

災
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
東
日
本
大
震
災
津
波
被
災
調
査
委
員
会
」
を
設
置
。

同
委
員
会
か
ら
市
に
「
釜
石
市
鵜
住
居
地
区
防
災
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
東
日
本
大

震
災
津
波
被
災
調
査
報
告
書
」
が
提
出
さ
れ
た
。
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生
存
し
た
方
の
証
言

お
い
て
は
、『
防
災
セ
ン
タ
ー
付
近
は
、（
岩
手
）

県
が
作
成
し
た
「
津
波
浸
水
予
測
図
」
で
は
、

津
波
防
災
施
設
が
機
能
し
な
い
と
い
う
条
件

下
で
も
浸
水
域
か
ら
外
れ
て
い
る
。シ
ミ
ュレ
ー

シ
ョ
ン
は
あ
る
一
定
の
条
件
下
で
の
目
安
で
あ

り
、
防
災
対
策
上
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
が
、

よ
り
大
き
な
津
波
も
襲
来
し
得
る
こ
と
を
念

頭
に
置
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。』『
津
波
浸

水
予
測
図
の
活
用
の
仕
方
を
十
分
に
理
解
で

き
て
い
な
か
っ
た
。』
と
指
摘
し
て
い
る
。

　
「
気
象
庁
の
大
津
波
警
報
の
発
表
に
関
す

る
事
項
」
に
お
い
て
は
、『
防
災
セ
ン
タ
ー
で

被
災
し
な
が
ら
生
存
し
た
者
は
少
な
く
、
高

さ
３ｍ
の
津
波
警
報
が
避
難
行
動
に
ど
う
関

わ
っ
た
か
を
統
計
的
に
判
断
す
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
。
し
か
し
、「
高
さ
３ｍ
で
あ
れ
ば
こ

こ
ま
で
こ
な
い
」「
高
さ
10
ｍ
以
上
と
い
わ
れ

れ
ば
対
応
は
変
わ
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
」
と
い

う
声
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
。
気
象
庁
の
大
き

く
外
れ
た
地
震
直
後
の
津
波
警
報
は
、
防
災

セ
ン
タ
ー
で
多
く
の
犠
牲
者
を
出
す
要
因
の一

つ
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。』
と
指
摘
し
て
い

る
。

　

調
査
報
告
書
で
は
、「
事
態
の
回
避
は
可

能
で
あ
っ
た
」
と
総
括
す
る
。「
市
職
員
の
危

機
管
理
意
識
の
向
上
、
危
機
管
理
体
制
の
強

化
、
防
災
施
設
の
見
直
し
、
住
民
意
識
啓
発

な
ど
、
市
と
住
民
の
連
携
の
も
と
で
、
従
来

と
は
異
な
る
発
想
で
取
り
組
み
を
進
め
る
必

要
が
あ
る
。」
と
し
て
い
る
。

　
　「

こ
こ
に
い
れ
ば

ま
ず
安
心
」

　

あ
の
日
、
夫
と
買
い
物
を
し
て
い

る
と
き
地
震
に
あ
い
ま
し
た
。
車
に

戻
り
ラ
ジ
オ
を
つ
け
る
と
、
津
波
警

報
が
出
て
い
た
の
で
、
夫
は
自
宅
や

漁
船
の
確
認
の
た
め
、
す
ぐ
に
地
元

に
戻
り
ま
し
た
。

　

残
さ
れ
た
私
は
、
そ
の
場
で
ウ
ロ

ウ
ロ
し
て
い
ま
し
た
が
、
買
い
物
客

の
大
半
は
地
元
の
人
で
、
いっ
せ
い
に

鵜う
の
す
ま
い

住
居
駅
の
近
く
の
防
災
セ
ン
タ
ー

へ
向
か
い
ま
し
た
。
私
も
あ
と
を
追

い
ま
し
た
。

　

防
災
セ
ン
タ
ー
で
は
、
一
緒
に
避
難

し
て
き
た
人
た
ち
が
、
津

波
襲
来
の
有
無
を
尋
ね

た
り
、
さ
し
た
る
緊
張
感

も
な
く
談
話
し
て
い
ま
し

た
。
防
災
セ
ン
タ
ー
の
２

階
へ
上
が
る
と
、
公
民
館

活
動
の
サ
ー
ク
ル
の
人
た

ち
が
数
名
、
雑
談
を
し
、

大
ホ
ー
ル
に
も
十
人
近
い

人
が
避
難
し
て
い
ま
し

た
。
駐
車
場
に
も
大
勢
が

集
ま
っ
て
き
た
の
で
、「
こ

こ
に
い
れ
ば
ま
ず
安
心
」

と
思
い
ま
し
た
。
地
震
発

生
か
ら
25
分
ほ
ど
の
こ
と
で
し
た
。

４ｍ
あ
る
天
井
ま
で
水

修
羅
場
と
化
し
た

　　

ま
も
な
く
、
足
が
濡
れ
て
い
る
の

に
気
が
つ
き
ま
し
た
。

　
「
何
、
こ
れ
…
」。

　

津
波
だ
と
気
づ
い
た
そ
の
と
き
、

１
０
０
人
以
上
が
２
階
へ
上
が
っ
て
き

ま
し
た
。
私
は
窓
辺
に
移
動
し
ま

し
た
。
外
を
見
る
と
、
黒
い
塊
の
よ

う
な
津
波
が
、
家
と
い
う
家
を
押
し

流
し
な
が
ら
迫
っ
て
き
ま
し
た
。
一

瞬
、
目
が
点
に
な
り
ま
し
た
。

　

危
険
を
感
じ
、
部
屋
の
中
央
に

戻
っ
た
と
き
、
津
波
が
部
屋
に
入
っ

て
き
て
、
あ
っ
と
い
う
ま
に
修
羅
場

と
化
し
ま
し
た
。
高
さ
４ｍ
近
い
２

階
大
ホ
ー
ル
が
津
波
で
いっ
ぱ
い
に
な

り
、
み
な
ア
ッ
プ
ア
ッ
プ
の
状
態
で
も

が
き
な
が
ら
、
顔
ひ
と
つ
分
し
か
な

い
隙
間
か
ら
口
を
出
し
て
な
ん
と
か

呼
吸
し
て
い
ま
し
た
。

　

壊
れ
た
天
井
の
木
材
、
天
井
ス

ピ
ー
カ
ー
、
カ
ー
テ
ン
な
ど
、
み
な

必
死
で
し
が
み
つ
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
１
０
０
人
以
上
い
た
た
め
、
し

が
み
つ
く
も
の
が
足
り
ま
せ
ん
。
天

井
板
を
は
が
そ
う
と
手
で
ド
ン
ド
ン

た
た
く
人
も
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
も

か
な
わ
ず
、
つ
い
に
黒
い
波
の
中
に
沈

ん
で
い
き
ま
し
た
。

救
助
は
３
日
目
の
夜

低
体
温
症
で

亡
く
な
っ
た
方
も

　　

津
波
が
引
い
た
あ
と
で
、
重
な
る

よ
う
に
横
た
わ
る
遺
体
を
目
に
し
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
津
波
は
繰
り
返
し
押
し

寄
せ
て
き
ま
し
た
が
、
幸
い
、
ホ
ー

ル
に
隣
接
す
る
場
所
に
防
災
備
蓄

倉
庫
が
あ
っ
た
の
で
、そ
こ
へ
移
動
し
、

備
蓄
し
て
あ
っ
た
毛
布
を
か
ら
だ
に

巻
き
付
け
、
机
や
整
理
棚
の
上
に
乗

り
、
互
い
に
身
を
寄
せ
て
寒
さ
を
し

の
ぎ
、
救
助
を
待
ち
ま
し
た
。　

　

夜
、
寒
波
が
や
っ
て
き
て
、
窓
か

ら
雪
が
吹
き
込
み
ま
し
た
。
毛
布

で
窓
を
ふ
さ
ぎ
ま
し
た
が
、
寒
さ
か

ら
低
体
温
症
に
な
り
、
命
を
落
と

し
た
方
も
い
ま
し
た
。

　

翌
日
も
、
翌
々
日
も
、
だ
れ
も
助

け
に
来
て
く
れ
ま
せ
ん
。
外
へ
出
た

い
け
れ
ど
、
土
砂
や
ガ
レ
キ
で
ド
ア

が
開
き
ま
せ
ん
。
上
空
で
は
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
や
飛
行
機
の
音
が
騒
々
し
い

の
に
…
。

　

泣
く
力
も
な
く
な
り
、「
終
わ
り

だ
な
」
と
死
を
覚
悟
し
た
３
日
目
の

夜
遅
く
、
自
衛
隊
の
救
助
隊
が
防

災
セ
ン
タ
ー
の
屋
上
に
降
り
て
き
ま

し
た
。

被災後の鵜住居地区防災センター・鵜住居町

被災後、施設内に設置されていた献花台
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釜
石
東
中
学
校
の
率
先
避
難

　

地
震
が
発
生
し
た
の
は
「
帰
り
の
会
」
が

終
わ
っ
た
こ
ろ
だ
っ
た
。

　

１
年
生
は
担
任
と
３
階
の
教
室
に
い
て
、

２
年
生
は
す
で
に
部
活
動
の
準
備
で
教
室
を

離
れ
て
い
た
。
３
年
生
は
２
日
後
に
迫
っ
た

卒
業
式
の
準
備
を
し
た
り
、
帰
宅
を
す
る
と

こ
ろ
だ
っ
た
。

　

副
校
長
は
、
た
だ
な
ら
ぬ
揺
れ
に
大
津
波

を
予
感
し
、
校
内
放
送
で
避
難
を
呼
び
か
け

よ
う
と
し
た
が
、
停
電
の
た
め
校
内
放
送
が

使
え
な
い
。
生
徒
た
ち
は
す
で
に
校
庭
に
避

難
を
始
め
て
い
た
も
の
の
、
す
で
に
校
庭
に

は
い
く
つ
も
の
亀
裂
が
入
り
、
水
が
吹
き
出

し
、
大
津
波
の
前
兆
が
始
ま
っ
て
い
た
。
副

校
長
は
窓
か
ら
身
を
乗
り
出
し
、
校
庭
に
い

る
生
徒
に
向
か
っ
て
「
走
れ
～
！　

点
呼
は

取
ら
な
く
て
い
い
か
ら
」
と
叫
ん
だ
。
同
時

に
、
職
員
室
に
い
た
一
番
若
い
先
生
に
、
率

先
避
難
者
に
な
っ
て
走
る
よ
う
指
示
を
し
、

学
校
に
い
た
生
徒
が
い
っ
せ
い
に
走
り
始
め

た
。
一
部
の
生
徒
は
、
学
校
の
指
示
が
な
く

て
も
、
震
災
の
状
況
を
自
分
で
判
断
し
て
、

避
難
を
開
始
し
、
定
め
ら
れ
た
避
難
場
所
に

直
接
向
か
っ
た
。

震
災
当
時
、
釜
石
市
に
は
小
学
校
９
校
、
中
学
校
５
校
、
計
14
校
が
あ
り
、
２
，

９
２
６
人
の
生
徒
が
い
た
が
、
多
く
の
生
徒
た
ち
が
素
早
い
避
難
に
よ
り
津
波
か

ら
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
生
存
率
99
．８
％
。
実
践
的
な
防
災
教
育
の
積
み
重
ね

が
あ
っ
た
。
で
は
、
子
ど
も
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
逃
げ
た
の
か
。
釜
石
東
中
学
校
、

鵜う
の
す
ま
い

住
居
小
学
校
、
釜
石
小
学
校
、
３
校
の
事
例
を
紹
介
す
る
。

釜
石
東
中
学
校
、
鵜
住
居
小
学
校

中
学
生
が
率
先
避
難
者
と
な
り
、
小
学
生
、

地
域
の
大
人
た
ち
な
ど
総
勢
６
０
０
人
が
高
台
を
め
ざ
し
た

鵜住居川

長内川

釜石東中学校

（旧JA集配センター広場）
やまざき機能訓練
デイサービスホーム前広場

JR
山
田
線

鵜
住
居
駅国

道
45号

線

鵜住居町

鵜住居小学校

本行寺

鵜住神社境内

 ございしょの里

三陸縦貫自動車道
（釜石山田道路）

鵜住居地区防災センター

 恋の峠

防災教育の成果として、
避難の有無を知らせる
「安否札」を玄関に出し
て避難した人もいた

裏山が崩れていたの
で、中学生は小学生の
手を引いて、さらに「や
まざきデイサービス」
まで避難

津波が迫ってきたの
で、さらに、近くの高
台、恋の峠方面に避難

津波災害緊急
避難場所

避難ルート

東日本大震災津波浸水域
出典：国土交通省都市局（復興支援調査アーカイブ）

明治三陸・昭和三陸地震
津波浸水域（概略）

当日の子どもたちの避難ルート

小
学
校
・
中
学
校

放
課
後
の
子
ど
も
た
ち3.11

証言

小
・
中
学
生
２
，９
２
６
人
の
生
存
率
は
99
．８
％
。

子
ど
も
た
ち
は
、
い
か
に
逃
げ
た
の
か

証
言

※ございしょの里が避難場所になった経緯：両校から最寄りの市指定の避難場所は、「旧 JA 集配センター広場」であっ
　たが、同場所の寒さ・トイレ等の問題から両校の避難場所として「ございしょの里」が設定された。
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「
ご
ざ
い
し
ょ
の
里
」
へ
避
難

　　

そ
の
こ
ろ
、東
中
学
校
に
隣
接
す
る
鵜う

の
す
ま
い

住
居

小
学
校
で
は
、
津
波
の
襲
来
に
備
え
、
児
童

を
校
舎
の
３
階
な
ど
に
避
難
さ
せ
て
い
た
。

し
か
し
、
東
中
学
校
の
生
徒
が
「
津
波
だ
～
、

逃
げ
ろ
～
！
」
と
叫
び
な
が
ら
小
学
校
の
校

庭
を
走
り
ぬ
け
て
い
く
の
を
見
た
。
ま
た
、

消
防
団
員
の
指
示
な
ど
に
よ
り
、
児
童
、
教

員
、
中
学
生
と
と
も
に
走
り
始
め
た
。

　

総
勢
、
約
６
０
０
人
が
、
学
校
か
ら
８
０
０

ｍ
ほ
ど
の
距
離
に
あ
る
介
護
施
設
「
ご
ざ
い

し
ょ
の
里
」
を
目
指
し
た
。
普
段
、
小
・
中

学
生
た
ち
が
一
緒
に
避
難
訓
練
で
使
っ
て
い

た
場
所
だ
っ
た（
海
抜
５
ｍ
）。「
ご
ざ
い
し
ょ

の
里
」
に
は
、避
難
し
た
と
き
の
た
め
の
「
学

級
札
」
を
置
い
て
い
た
。
先
に
着
い
た
生
徒

や
教
員
が
こ
れ
を
か
ざ
し
、
ば
ら
ば
ら
に
避

難
し
て
き
た
生
徒
た
ち
が
整
列
。
素
早
く
全

員
の
無
事
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

最
善
を
尽
く
せ
、

よ
り
高
台
へ
避
難

　

安
心
し
た
の
も
束
の
間
、「
ご
ざ
い
し
ょ

の
里
」
の
裏
の
崖
が
崩
れ
か
け
て
い
る
の
が

発
見
さ
れ
た
。
近
所
の
住
民
か
ら
も
「
こ
こ

は
危
な
い
」
と
言
わ
れ
、
３
０
０
ｍ
先
の
高

台
（
海
抜
15
ｍ
）
に
あ
る
介
護
施
設
「
や
ま

ざ
き
機
能
訓
練
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ホ
ー
ム
」
に

避
難
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
中
学
生
は
泣
き

じ
ゃ
く
る
小
学
生
の
手
を
引
き
、
声
を
掛
け

て
励
ま
し
な
が
ら
避
難
し
た
。
小
・
中
学
生

が
避
難
す
る
の
を
見
て
、
近
隣
の
大
人
た
ち

も
避
難
の
列
に
加
わ
っ
た
。

　
「
ご
ざ
い
し
ょ
の
里
」
は
、
生
徒
た
ち
が

離
れ
た
約
５
分
後
に
水
没
し
た
。

　

や
っ
と
の
思
い
で
「
や
ま
ざ
き
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
」
に
逃
げ
込
む
が
、
列
の
う
し
ろ
に
い

た
生
徒
が
振
り
返
る
と
、
津
波
が
鵜
住
居
の

町
を
飲
み
込
ん
で
い
く
様
子
が
見
え
た
。
だ

れ
も
が
「
ま
も
な
く
、
こ
こ
ま
で
津
波
が
来

る
」
と
感
じ
た
。
教
員
た
ち
は
「
死
ぬ
ぞ
！　

走
れ
～
」
と
叫
び
、
全
員
で
さ
ら
に
高
台
を

目
指
し
た
。
途
中
の
急
な
坂
道
で
、
生
徒
た

ち
は
幼
い
子
ど
も
を
お
ん
ぶ
し
な
が
ら
、
と

も
に
坂
を
上
っ
た
。

　

最
終
的
に
恋
の
峠
ま
で
避
難
し
、
ぎ
り
ぎ

り
の
と
こ
ろ
で
全
員
、助
か
る
こ
と
が
で
き
た
。

●学校の被害状況
・	当日、釜石市内の小・中学校において、学校を休んでいたり、
すでに帰宅し、保護者に引き渡したりした５名が亡くなった。
・	鵜住居小学校では、保護者の対応で学校に残っていた事
務職員１名が被災し、行方不明となっている。

やまざき機能訓練デイサービスホーム前広場（旧 JA 集配センター広場）・鵜住居町  新川原

安否札

浦山文男氏提供
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鵜う
の
す
ま
い

住
居
小
学
校
　
男
子
児
童
（
10
代
）　

こ
こ
で
本
当
に

大
丈
夫
か
な
あ
…

　
ぼ
く
た
ち
は
、
い
ま
ま
で
た
く
さ

ん
避
難
訓
練
を
し
て
き
ま
し
た
。
で

も
、
あ
の
地
震
の
あ
と
は
、
ど
う

し
た
ら
よ
い
か
ま
っ
た
く
分
か
ら
ず
、

た
だ
必
死
で
逃
げ
ま
し
た
。
最
初

に
逃
げ
た
の
は
「
ご
ざ
い
し
ょ
の
里
」

で
す
が
、
ぼ
く
は
ま
だ
安
心
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。「
こ
こ
で
本
当
に
大

丈
夫
か
な
あ
」
と
ず
っ
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
上
に
あ
る
老
人
ホ
ー
ム
に
行
っ

て
「
こ
こ
な
ら
安
心
だ
な
あ
」
と
思

え
て
も
、
も
う
津
波
は
そ
こ
の
下
ま

で
来
て
い
ま
し
た
。
み
な
パ
ニッ
ク
に

な
っ
て
、
上
へ
上
へ
と
よ
じ
の
ぼ
っ
て
行

き
ま
し
た
。

鵜
住
居
小
学
校
　
女
子
児
童
（
10
代
）

と
っ
て
も
×

１
０
０
０
０
倍

怖
か
っ
た

　
「
や
ま
ざ
き
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」
で
山

の
近
く
か
ら
煙
が
見
え
た
と
き
、
み

な
で
「
火
事
？
」「
山
崩
れ
？
」
と

話
を
し
て
い
ま
し
た
。
ザ
ブ
ン
と
大

き
な
音
が
聞
こ
え
、「
何
？
」
と
思
っ

て
立
っ
た
ら
、
黒
い
波
が
見
え
ま
し

た
。
先
生
方
が
「
津
波
だ
！
」
と

大
き
な
声
で
叫
ん
だ
の
で
、
み
な
逃

げ
ま
し
た
。
転
ん
だ
り
、
怖
く
て
泣

い
て
い
た
人
た
ち
も
一
生
懸
命
逃
げ

て
、
み
な
無
事
で
し
た
。
と
っ
て
も
×

１
０
０
０
０
倍
怖
か
っ
た
で
す
。 

釜
石
東
中
学
校
　
女
子
生
徒
（
10
代
）

死
に
た
く
な
い
　

逃
げ
な
き
ゃ

　
「
や
ま
ざ
き
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」
で
、

津
波
が
町
を
襲
い
、
た
く
さ
ん
の
物

や
人
を
飲
み
こ
む
様
子
を
見
た
と

き
、「
こ
こ
で
死
ぬ
の
か
も
し
れ
な
い
」

と
も
考
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
で
も

す
ぐ
に
「
死
に
た
く
な
い
、
逃
げ
な

き
ゃ
」
と
思
い
、
気
が
つ
い
た
ら
高
い

所
を
目
指
し
走
っ
て
い
ま
し
た
。

鵜
住
居
町
●
女
性
（
60
代
）

中
学
生
は
冷
静
で
　

頼
も
し
か
っ
た

　

避
難
先
で
、
白
い
津
波
の
し
ぶ
き

を
目
に
し
て
少
し
パ
ニッ
ク
に
な
り
ま

し
た
が
、
そ
ば
に
い
た
東
中
学
生
が

私
の
リ
ュッ
ク
を
持
っ
て
く
れ
て
、
一

緒
に
恋
の
峠
ま
で
逃
げ
て
く
れ
ま
し

た
。
訓
練
を
し
て
い
た
た
め
か
、
と

て
も
冷
静
に
行
動
し
て
い
ま
し
た
の

で
、
と
て
も
心
強
か
っ
た
で
す
。

鵜
住
居
町
●
女
性
（
60
代
）

泣
い
て
動
け
な
い

生
徒
の
肩
を
抱
い
て

　

鵜
小
と
東
中
生
が
、「
や
ま
ざ
き

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」
前
で「
点
呼
」
を
取

り
始
め
た
時
、山
田
線
沿
い
に
津
波

が
来
て
い
っ
せ
い
に
恋
の
峠
に
向
か
っ

て
逃
げ
ま
し
た
。私
は
そ
の
時
、
一

人
線
路
上
で
泣
い
て
動
け
な
く
な
っ

て
い
る
中
学
生
の
女
子
生
徒
の
肩
を

抱
き
、「
大
丈
夫
だ
か
ら
」
と
声
を
か

け
な
が
ら
歩
い
て
い
き
ま
し
た
。

証  言

　震災当日、釜石保育園には園児 75 人、職員 19 人
がいました。園児たちはお昼寝中だったので、職員に起
こされ、０～２歳時は散歩車に乗り、３～５歳児は靴を履
きジャンパーを着て、園庭で待機。職員は、1 人で 4 人
の園児をみなければならないため、思案していましたが、
幸い、近隣の住民や事務所の人たちなど、多くの助け
舟がありました。子供を抱っこし、手を引き、あるいは散
歩車を押し、無事に指定避難所の「薬師公園」の中腹
にある観音寺に行くことができました。園児たちは泣かず
に避難しました。
　しかし、余震が続いたため、職員たちはさらに頂上に
向けて移動しました。その間、釜石市街地に津波が到達。
職員は子どもたちの目に入らないように移動させました。
　頂上に到着すると、数人の保護者や地域の人もかけ
つけ、子どもたちの安全を確認して待機。寒さが厳しい

ため、公園に隣接する「のぞみ病院」に移動しました。　　
　しかし、のぞみ病院は被災後、非常用電源が稼働せず、
給食施設も壊れていたため、園児たちは、暗闇のなか、
懐中電灯のあかりだけを頼りに、菓子類など少ない食糧
と数枚の毛布のみで一夜を明かしました。

近隣住民や会社員の助け舟で
スムーズに避難できた保育園の園児たち

●子ども関連施設の被害状況
　	釜石市（市保健福祉部地域福祉課）が所管
する子ども関連施設は、保育園 8 施設、子育て
支援センター3 施設、児童館 5 施設、学童育成
クラブ 10 施設があった。施設で管理する園児・
児童のうち、施設管理下での犠牲者はなかった。		
				ただし、保育園等を休んでいたり、発災後、保
護者に引き渡したなどにより、4 名の保育園児が
犠牲になった。

保  育  園

『ございしょの里』から手を取り合って避難する児童・生徒・鵜住居町  新川原
高村幸男氏撮影
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安
否
確
認
に
奔
走
し
た

教
職
員

　

あ
の
日
、
学
年
末
の
短
縮
授
業
で
、
学
校

に
い
た
子
ど
も
は
10
人
の
み
。
ほ
と
ん
ど
の

子
ど
も
た
ち
は
午
後
１
時
に
下
校
し
て
い

た
。
し
か
も
、多
く
の
子
ど
も
た
ち
の
家
は
、

津
波
浸
水
域
に
あ
る
。
海
岸
に
釣
り
に
行
っ

て
い
た
子
ど
も
も
い
た
。

　

長
い
揺
れ
の
あ
と
、
防
災
無
線
放
送
の
サ

イ
レ
ン
が
鳴
り
始
め
た
。
校
長
は
職
員
に
避

難
所
の
準
備
を
す
る
よ
う
指
示
し
た
。
マ
ッ

ト
を
運
ぶ
先
生
、
ス
ト
ー
ブ
を
運
ぶ
先
生
、

表
示
を
書
く
先
生
…
。
み
な
が
機
敏
に
動
い

た
。

　

午
後
３
時
半
前
後
、
津
波
襲
来
。
大
渡
川

の
ほ
う
か
ら
滝
が
溢
れ
る
よ
う
に
水
が
流
れ

て
き
た
。
車
が
ど
ん
ど
ん
流
さ
れ
て
き
た
。

坂
の
下
が
渦
巻
く
。
不
気
味
な
黒
い
波
、
涙

す
る
人
々
…
。

　

校
長
は
あ
ぜ
ん
と
な
る
が
、
な
ん
と
か
気

を
取
り
直
し
、
避
難
者
を
教
室
内
に
誘
導
し

た
。
つ
ぎ
か
ら
つ
ぎ
へ
と
避
難
者
が
来
て
、

教
室
も
保
健
室
も
、
あ
っ
と
い
う
間
に
い
っ

ぱ
い
に
な
っ
た
。

　

そ
の
避
難
者
か
ら「
郵
便
局
の
あ
た
り
で
、

釜
小
ジ
ャ
ー
ジ
を
着
た
女
の
子
が
３
～
４

人
、
流
さ
れ
た
よ
う
だ
」
と
い
っ
た
噂
も
も

た
ら
さ
れ
た
。
子
ど
も
の
安
否
を
思
い
、
全

職
員
が
眠
れ
ぬ
夜
を
過
ご
し
た
。

　

翌
日
、学
校
の
下
は
ガ
レ
キ
だ
ら
け
。「
地

獄
」
と
い
っ
て
も
い
い
状
況
だ
っ
た
が
、
職

員
は
子
ど
も
た
ち
の
安
否
確
認
に
出
か
け
る

こ
と
に
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
情
報
が
と
び

か
っ
て
い
た
た
め
、
必
ず
児
童
の
顔
を
確
認

す
る
こ
と
と
し
た
。職
員
は
ガ
レ
キ
を
越
え
、

あ
ら
ゆ
る
避
難
所
を
探
し
て
歩
い
た
。
学
区

外
に
も
出
か
け
た
。

　

そ
し
て
２
日
後
、
午
後
３
時
２
分
。
最
後

の
１
人
の
子
ど
も
の
確
認
が
と
れ
た
。
釜
石

小
学
校
１
８
４
人
、
全
員
の
無
事
確
認
。
職

員
室
で
拍
手
が
沸
き
上
が
っ
た
。

釜
石
小
学
校

学
年
末
の
短
縮
授
業
で
子
ど
も
た
ち
は
す
で
に
下
校
し
て
い
た
が

自
分
の
判
断
で
自
ら
の
命
を
守
っ
た

当日の子どもたちの避難ルート

※震災後、市営釜石ビル（津波避難ビル）は指定解除されています。（平成 28 年３月現在）

甲子川

駒木沢駒木不動沢

石應禅寺境内
大只越公園

薬師公園 市営釜石ビル
（津波避難ビル）

浜町避難道路

尾崎神社境内

尾崎アスレチック公園

はまっこ児童公園

釜石小学校校庭
青葉ビル

釜石市民文化会館

釜石学童育成クラブ

観音寺

釜石保育園

釜石市保健福祉センター
（のぞみ病院）

仙寿院境内

旧釜石小学校校庭

旧釜石第一中学校校庭
寳樹寺境内

シープラザ遊前広場

JR釜石線・山田線
釜石駅

三陸鉄道南リアス線

東前樋ヶ沢

佐々木家
稲荷神社沢

松原神社境内

釜石市民交流センター広場

釜石消防署（消防本部）

松原公園

東前不動沢

釜石市役所

釜石警察署

釜石市港湾会館避難ルート

東日本大震災津波浸水域
出典：国土交通省都市局（復興支援調査アーカイブ）

チリ地震津波浸水域（概略）
明治三陸・昭和三陸地震
津波浸水域（概略）

津波災害緊急
避難場所

当日の子どもたちの避難ルート
（釜石保育園ほか）



38

放
心
状
態
の
祖
母
と

幼
い
弟
を
連
れ
て

　
当
時
４
年
生
だ
っ
た
Ａ
君
は
、
６

歳
の
弟
と
祖
母
の
３
人
で
、
只
越
町

の
自
宅
に
い
ま
し
た
。

　

Ａ
君
は
、
普
段
は
大
人
の
判
断
を

待
っ
て
行
動
す
る
の
で
す
が
、
強
い

揺
れ
か
ら
大
津
波
が
来
る
と
考
え
た

Ａ
君
は
、
急
い
で
弟
に
ジ
ャ
ン
パ
ー
を

着
せ
、
自
分
も
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
着
ま

し
た
。
そ
し
て
放
心
状
態
の
祖
母
に

「
お
ば
あ
、
行
く
よ
」
と
言
い
、
一

番
近
く
の
高
台
の
避
難
道
路
へ
逃
げ

ま
し
た
。

　

ま
も
な
く
津
波
が
押
し
寄
せ
、

海
岸
か
ら
１
０
０ｍ
の
自
宅
は
流
さ

れ
ま
し
た
が
、
家
族
は
み
な
、
無
事

で
し
た
。

自
宅
に
１
人
。

母
の
帰
り
を

待
つ
べ
き
か
迷
う
が

　

当
時
３
年
生
の
Ｂ
君
は
、
１
人
で

自
宅
に
い
た
と
き
地
震
に
あ
い
ま
し

た
。
寝
室
に
行
っ
て
布
団
を
ひ
っ
ぱ

り
出
し
、
頭
か
ら
か
ぶ
っ
て
揺
れ
が

収
ま
る
の
を
待
ち
ま
し
た
。
揺
れ
が

収
ま
る
と
、
Ｂ
君
は
お
母
さ
ん
の
帰

り
を
待
つ
べ
き
か
迷
い
ま
し
た
。
３

人
兄
弟
の
末
っ
子
で
、
お
母
さ
ん
が

大
好
き
な
甘
え
っ
こ
だ
っ
た
の
で
す
。

し
か
し
学
校
で
「
自
分
の
身
は
自
分

で
守
れ
」「
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん

の
こ
と
は
考
え
な
い
で
、
ま
ず
、
自

分
１
人
で
も
生
き
延
び
ろ
」
と
学
ん

で
い
た
の
で
、
１
人
で
近
く
の
避
難

場
所
に
走
っ
て
逃
げ
ま
し
た
。

避
難
道
路
か

自
宅
の
屋
上
か

　

Ｃ
君（
当
時
６
年
生
）と
Ｄ
君（
当

時
２
年
生
）
の
兄
弟
は
、
海
岸
か
ら

１
０
０ｍ
に
も
満
た
な
い
自
宅
に
い
ま

し
た
。
揺
れ
が
収
ま
っ
た
の
ち
、ゲ
ー

ム
や
お
も
ち
ゃ
を
カ
バ
ン
に
詰
め
て
逃

げ
る
準
備
を
し
て
い
た
た
め
、
避
難

が
遅
れ
、
逃
げ
よ
う
と
し
た
と
き
に

は
、
す
で
に
自
宅
前
の
道
路
に
津
波

が
来
て
い
ま
し
た
。

　

避
難
道
路
は
自
宅
か
ら
歩
い
て
２

～
３
分
で
す
が
、
Ｃ
君
は
学
校
の
防

災
学
習
で
「
50
㎝
で
も
流
さ
れ
る
」

と
学
ん
で
い
た
の
で
、
あ
え
て
避
難

道
路
で
は
な
く
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
自
宅
３
階
の
屋
上
に
逃
げ
ま
し

た
。
津
波
は
２
人
の
い
る
３
階
ま
で

押
し
寄
せ
（
13
ｍ
超
）、
兄
弟
の
足

元
を
濡
ら
し
ま
し
た
が
、
ま
も
な
く

収
束
し
、
２
人
は
助
か
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

避
難
を
拒
む
祖
母
を

何
度
も
説
得

　

Ｅ
君
（
当
時
４
年
生
）
は
、
只

越
町
の
祖
母
の
家
に
遊
び
に
来
て
い

ま
し
た
。
祖
母
は
強
い
揺
れ
に
も
か

か
わ
ら
ず
「
津
波
が
来
て
も
大
し

た
こ
と
は
な
い
。
２
階
に
逃
げ
れ
ば

い
い
」
と
言
っ
て
、
避
難
し
よ
う
と

し
ま
せ
ん
で
し
た
。
Ｅ
君
は
「
お
願

い
だ
か
ら
、
逃
げ
て
」
と
必
死
に
説

得
し
ま
し
た
。
何
度
も
説
得
し
て
、

祖
母
は
よ
う
や
く
「
じ
ゃ
あ
、逃
げ
っ

ぺ
し
」
と
応
じ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

Ｅ
君
は
祖
母
の
手
を
引
き
な
が

ら
、
ど
こ
へ
避
難
す
る
か
考
え
ま
し

た
。
釜
石
小
学
校
は
海
抜
が
高
く

て
安
心
で
す
が
、
目
の
悪
い
祖
母
と

一
緒
で
は
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
Ｅ

君
は
、
近
く
に
あ
る
寺
に
祖
母
を
連

れ
て
い
き
ま
し
た
。
無
事
に
避
難
場

所
に
着
い
た
直
後
に
、
祖
母
の
家
は

流
さ
れ
ま
し
た
。

足
に
障
が
い
の
あ
る
子
を

仲
間
が
お
ぶ
っ
て
避
難

　

当
時
６
年
生
の
Ｆ
君
は
、
仲
間
と

広
場
で
遊
ん
で
い
ま
し
た
。
大
き
な

揺
れ
に
「
や
べ
え
、
津
波
が
来
る
か

も
」
と
、
４
０
０ｍ
先
の
避
難
場
所

を
目
指
し
て
走
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
生
ま
れ
つ
き
右
足
に
障
が
い
が

あ
っ
て
義
足
を
つ
け
て
い
る
Ｆ
君
は
、

み
な
か
ら
遅
れ
始
め
ま
し
た
。

　

F
君
の
遅
れ
に
気
づ
い
た
仲
間
の

１
人
が
「
お
ぶ
っ
て
い
く
よ
」
と
言

い
ま
し
た
。
Ｆ
君
は
「
い
い
よ
」
と

断
り
ま
し
た
。
自
分
の
た
め
に
仲
間

の
避
難
が
遅
れ
る
こ
と
を
心
配
し
た

の
で
す
。
し
か
し
、
再
度
仲
間
に
促

さ
れ
「
じ
ゃ
、
よ
ろ
し
く
」
と
言
っ

て
お
ん
ぶ
さ
れ
、
無
事
に
避
難
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

Ｆ
君
は
「
い
ま
思
え
ば
自
分
で
も

恥
ず
か
し
い
で
す
け
ど
、
そ
う
い
う

こ
と
を
し
て
く
れ
る
友
だ
ち
が
い
て
、

本
当
に
よ
か
っ
た
な
あ
と
思
う
」
と

語
っ
て
い
ま
す
。

証  言 自
分
で
命
を
守
っ
た

子
ど
も
た
ち

（
津
浪
を
語
る
会
・
文
集
よ
り
）

混乱きわまるなか、
どう命をつないだのか

避難訓練・釜石東中学校

防災授業・釜石小学校
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災害対応の拠点となる
市庁舎が被災。
一時的に
レスキュー機能が喪失。

3.11-17
市 災 害 対 策 本 部 の 7 日 間

混乱きわまるなか、
どう命をつないだのか

あの日、釜石市役所第一庁舎では、
市議会定例会が開かれていた。
長く大きな揺れに続き、職員や議員が持つ携帯の
緊急地震速報が、いっせいに鳴った。

39 鵜住居町  新田
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平
成
23
年
３
月
11
日
14
時
46
分
。
釜
石
市
役
所
第
１
庁
舎

で
は
、
平
成
23
年
３
月
釜
石
市
議
会
定
例
会
が
開
催
さ

れ
て
い
た
。
長
く
大
き
な
揺
れ
に
少
し
遅
れ
て
、
職
員
や
議
員

な
ど
が
持
っ
て
い
る
携
帯
電
話
の
緊
急
地
震
速
報
が
いっ
せ
い
に

鳴
っ
た
。

　

第
１
庁
舎
は
昭
和
29
年
に
建
設
さ
れ
た
た
め
倒
壊
の
恐
れ
が

あ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
職
員
は
一
度
外
へ
、
あ
る
い
は
一
部
は
屋
上

に
避
難
し
た
。

　

地
震
の
揺
れ
に
よ
り
、
市
庁
舎
（
第
１
庁
舎
～
第
５
庁
舎
）

の
設
備
は一部
損
壊
し
、
第
１
庁
舎
は
ガ
ラ
ス
が
割
れ
る
な
ど
の

被
害
を
受
け
た
が
、
建
物
の
倒
壊
は
免
れ
た
。

　

最
初
の
揺
れ
が
収
束
す
る
と
、
防
災
課
で
は
、
マ
ニュ
ア
ル
ど

お
り
に
防
災
行
政
無
線
放
送
の
ほ
か
、
広
報
車
に
よ
り
、
ま
た

消
防
本
部
も
消
防
車
両
に
て
、
避
難
の
呼
び
か
け
を
行
う
と

と
も
に
、
他
の
職
員
と
と
も
に
被
害
状
況
の
把
握
に
努
め
て
い

た
。
津
波
が
来
る
直
前
ま
で
は
、
テ
レ
ビ
を
見
る
こ
と
が
で
き
、

電
話
も
通
話
で
き
る
状
態
だ
っ
た
。

　

14
時
51
分
ご
ろ
、
テ
レ
ビ
で
大
津
波
警
報
が
発
表
さ
れ
た
こ

と
を
確
認
。
14
時
56
分
、
警
察
か
ら
の
電
話
に
よ
り
「
国
道

45
号
が
全
面
通
行
止
め
」
と
いっ
た
情
報
を
入
手
し
た
。

　

報
道
機
関
か
ら
問
い
合
わ
せ
の
電
話
も
入
って
い
た
が
、
そ
の

う
ち
周
囲
か
ら
「
津
波
が
来
た
ぞ
！
」
と
い
う
声
が
聞
こ
え

た
た
め
、
即
座
に
「
み
な
、
屋
上
へ
行
け
！
」
と
叫
び
、
外
に

い
た
職
員
も
み
な
、
庁
舎
内
に
退
避
し
た
。

　

地
震
の
倒
壊
を
恐
れ
て
第
１
庁
舎
の
外
に
避
難
し
て
い
た
職

員
は
、
津
波
が
来
る
と
い
う
声
を
聞
き
、
ふ
た
た
び
第
１
庁
舎

に
戻
っ
た
と
こ
ろ
、
ま
も
な
く
波
と
と
も
に
家
が
ガ
レ
キ
と
化
し

て
押
し
寄
せ
た
。

●
発
災
直
後お

も
な
庁
舎
（
第
１
～
４
）
は
浸
水

電
源
・
通
信
手
段
が
喪
失
し
た
。

道
路
が
ガ
レ
キ
で
寸
断
さ
れ
、

行
動
範
囲
が
制
限
さ
れ
た
。

市
役
所
庁
舎

40
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釜
石
湾
岸
か
ら
近
い
と
こ
ろ
に
位
置
す
る
釜
石
市
役
所
は
、

津
波
に
よ
り
、
第
１
庁
舎
の
地
階
、
第
２
庁
舎
～
第
４

庁
舎
の
１
階
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
浸
水
し
た
。

　

運
営
班
（
防
災
課
）
を
中
心
と
し
た
「
市
災
害
対
策
本
部
」

は
、
被
害
状
況
な
ど
の
情
報
収
集
を
試
み
た
が
、
地
震
発
生

後
ま
も
な
く
、
市
内
全
域
が
停
電
し
、
第
１
庁
舎
の
地
階
の

機
器
室
が
浸
水
し
た
た
め
、
庁
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
対
外
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
な
ど
が
切
断
さ
れ
る
な
ど
、
情
報
通
信
網
が

途
絶
し
た
。
地
区
に
通
じ
て
い
た
の
は
小
佐
野
地
区
生
活
応
援

セ
ン
タ
ー
と
の
防
災
行
政
無
線
の
み
だ
っ
た
。

　

さ
ら
に
市
第
１
庁
舎
、
第
４
庁
舎
付
近
は
、
流
れ
着
い
た
が

れ
き
が
山
積
し
た
た
め
人
の
往
来
が
困
難
と
な
り
、
事
実
上
、

孤
立
し
た
。
被
害
状
況
、
避
難
所
の
開
設
状
況
も
分
か
ら
な

い
状
況
の
な
か
で
、
市
地
域
防
災
計
画
に
定
め
て
い
る
組
織
で

遂
行
で
き
る
業
務
は
限
ら
れ
、
個
々
の
職
員
が
、
救
助
や
傷
病

者
の
病
院
へ
の
搬
送
、
孤
立
地
区
の
確
認
と
移
送
、
食
料
の
運

搬
、
道
路
啓け
い
か
い開

、
避
難
者
の
対
応
・
避
難
所
開
設
な
ど
、
目

前
の
事
態
に
対
応
し
た
。

消
防
署
や
警
察
署
も
被
災
し
て
い
た
。

　

釜
石
大
槌
地
区
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部
・
消
防
署
は
、

内
陸
部
に
位
置
す
る
小
佐
野
出
張
所
を
残
し
、
釜
石
、
大
槌

の
消
防
署
、
鵜う
の
す
ま
い

住
居
出
張
所
の
庁
舎
が
被
災
し
、
使
用
不
能

に
な
っ
た
。
消
防
車
両
18
台
と
、
多
く
の
資
材
・
機
材
が
流
出

し
た
。

内
陸
部
の
出
張
所
を
残
し
、

庁
舎
が
被
災
。

消
防
車
両
18
台
（
釜
石
消
防
署
９
台
、
釜
石
市
消
防
団
９
台
）

資
材
・
機
材
が
流
さ
れ
る
。

消
防
本
部
・
消
防
署
・
消
防
団

２
階
ま
で
津
波
に
襲
わ
れ
、水
没
し
た
。

警
察
署

41 釜石魚市場付近・魚河岸
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市
災
害
対
策
本
部
を
設
置

　

14
時
46
分
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
．０

の
地
震
発
生
。
相
当
規
模
の
被
害
が
想

定
さ
れ
た
た
め
、
地
震
発
生
と
同
時
に

「
市
災
害
対
策
本
部
」
を
設
置
し
た
。

　

津
波
の
襲
来
に
よ
り
、
市
庁
舎
内
に

は
多
数
の
避
難
者
が
避
難
し
て
き
た
こ

と
か
ら
、
す
べ
て
の
会
議
室
を
開
放
。

こ
の
た
め
「
市
災
害
対
策
本
部
」
は
市

長
室
に
設
置
し
た
。

避
難
の
呼
び
掛
け

避
難
指
示
の
伝
達

　

14
時
49
分
、
大
津
波
警
報
が
発
表
さ

れ
た
。
沿
岸
地
域
の
一
刻
も
早
い
避
難

が
必
要
と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
同
時
刻
に

「
市
災
害
対
策
本
部
」
は
、沿
岸
地
域
６
，

３
５
４
世
帯
、１
４
，７
１
０
人
に
対
し
、

避
難
指
示
を
発
令
し
、
防
災
行
政
無
線

を
放
送
し
た
（
14
時
50
分
か
ら
15
時
38

分
の
間
に
合
計
17
回
放
送
）。
広
報
車
な

ど
に
よ
る
避
難
の
呼
び
掛
け
も
行
っ
た
。

被
災
状
況
、
避
難
所
状
況
等
の

情
報
収
集

　

津
波
到
達
後
に
電
源
が
喪
失
し
た
た

め
、
通
信
手
段
は
、
当
日
、
訓
練
の
た
め

偶
然
居
あ
わ
せ
た
自
衛
隊
の
無
線
、
屋
外

用
の
衛
星
携
帯
電
話
（
震
災
当
初
２
台
所

有
）、移
動
系
の
防
災
行
政
無
線
の
み
だ
っ

た
。
電
話
な
ど
の
早
期
回
復
は
不
可
能
な

状
況
下
に
お
い
て
、
早
急
な
被
害
状
況
の

情
報
収
集
が
求
め
ら
れ
た
。

　

そ
の
た
め
、
移
動
系
の
防
災
行
政
無

線
に
よ
り
、
小
佐
野
地
区
生
活
応
援
セ

ン
タ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
外
部
と
連
絡

を
取
り
、
可
能
な
限
り
の
情
報
収
集
に

努
め
た
。
ま
た
、
通
信
機
器
等
で
の
連

絡
が
つ
か
な
い
場
所
に
は
、
安
全
を
確

保
し
た
う
え
で
、
市
職
員
を
連
絡
員
と

し
て
向
か
わ
せ
、
市
役
所
周
辺
の
被
害

状
況
、
避
難
状
況
、
道
路
の
状
況
等
の

情
報
収
集
を
行
っ
た
。
断
片
的
な
情
報

し
か
得
ら
れ
な
い
な
か
、「
市
災
害
対
策

本
部
」
は
、
そ
の
時
点
で
可
能
な
対
応

を
即
断
し
、
指
示
せ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
に
あ
っ
た
。

自
衛
隊
へ
の
災
害
派
遣
要
請

　
「
市
災
害
対
策
本
部
」
は
、
通
信
手
段

も
限
ら
れ
、
被
害
の
全
容
を
た
だ
ち
に

把
握
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、

周
囲
の
状
況
か
ら
大
規
模
な
救
助
活
動

の
必
要
性
を
認
識
し
て
い
た
。

　

震
災
当
日
の
19
時
す
ぎ
、
防
災
行
政

無
線（
移
動
系
）を
車
載
し
た
公
用
車
で
、

県
内
陸
部
の
出
張
用
務
か
ら
帰
路
途
中

の
職
員
が
「
市
災
害
対
策
本
部
」
の
無

線
指
示
に
よ
り
県
沿
岸
広
域
振
興
局
に

立
ち
寄
り
、
県
を
通
し
て
自
衛
隊
の
災

害
派
遣
要
請
を
行
っ
た
。
ま
た
、
こ
れ

に
先
立
ち
、
県
で
は
、
被
災
地
と
の
通

信
が
途
絶
す
る
な
ど
甚
大
な
被
害
が
生

じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
14
時
52
分
に
自

衛
隊
に
災
害
派
遣
を
要
請
し
た
。

各
地
域
で
避
難
所
が

自
主
的
に
開
設

　

大
規
模
な
災
害
で
あ
っ
た
た
め
、
す

べ
て
の
避
難
所
に
た
だ
ち
に
職
員
を
配

置
で
き
る
状
況
に
は
な
か
っ
た
が
、
各

地
域
で
は
町
内
会
な
ど
の
自
主
的
な
活

動
に
よ
り
、
指
定
避
難
所
以
外
の
施
設

に
も
避
難
所
が
開
設
さ
れ
た
。
１
万
人

（
推
計
）
を
超
え
る
避
難
者
が
発
生
し
た

た
め
、
救
援
物
資
が
届
く
ま
で
の
当
面

の
食
料
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　

市
内
の
小
売
店
や
近
隣
市
町
村
か
ら

食
料
を
確
保
す
る
ほ
か
、
あ
わ
せ
て
、

小
佐
野
地
区
生
活
応
援
セ
ン
タ
ー
経
由

で
炊
き
出
し
の
対
応
要
請
を
行
っ
た
。

　

被
災
を
免
れ
た
地
域
の
町
内
会
等
で

は
、
近
隣
の
ス
ー
パ
ー
な
ど
か
ら
米
を

は
じ
め
食
料
を
調
達
し
、
炊
き
出
し
を

行
い
、
順
次
、
避
難
所
等
に
配
送
し
た
。

　

避
難
所
の
開
設
、
運
営
に
つ
い
て
は
、

震
災
前
か
ら
生
活
応
援
セ
ン
タ
ー
や
地

域
会
議
の
活
動
を
通
し
て
、
地
域
住
民

と
行
政
が
協
働
で
活
動
す
る
機
会
が
多

か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
地
域
の
積
極
的

な
支
援
が
得
ら
れ
、
避
難
所
運
営
に
係

る
連
携
協
力
が
図
ら
れ
た
。

　

な
お
、
多
く
の
避
難
所
は
停
電
に
よ

り
情
報
が
不
足
し
て
い
た
が
、
な
か
に

は
、
支
援
に
よ
り
新
聞
な
ど
が
配
布
さ

れ
た
避
難
所
も
あ
っ
た
。
テ
レ
ビ
の
設

置
は
、
各
避
難
所
で
自
主
的
に
調
達
す

る
な
ど
対
応
し
て
い
た
。
市
と
し
て
は
、

13
日
に
お
も
な
避
難
所
に
設
置
す
る
こ

と
と
し
、
18
日
以
降
、
順
次
配
備
を
進

め
た
。

※屋外用の衛星携帯電話は、14 日以降、国土交通省、県、通信事業者等から提供され、連絡手段として活用された。

 3.11-13
市災害対策本部の7日間

情
報
発
信
、
避
難
所
支
援
、
安
否
確
認
、

食
料
確
保
、
道
路
復
旧
、
遺
体
安
置
な
ど

職
員
は
目
前
の
業
務
に
追
わ
れ
た

 3.11

避難する高齢者・天神町
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気象庁が津波情報（津波到達予想時刻・予想される津波の高
さに関する情報）を発表。岩手県で予想される津波の高さを
「３ｍ」とした。

気象庁発表に基づき「3ｍ以上」として、15 時 17分まで合
計８回、つぎの放送をした。　

「ただ今、岩手県沿岸に大津波警報が発表されました。高い
ところで３ｍ以上の津波が予想されます。火の始末をし、海
岸付近の方は近くの高台か避難場所に避難するよう指示し
ます」

気象庁は津波情報を更新。岩手県で予想される津波の高さを
「６ｍ」とした。
【15 時 21分】

釜石港に設置された海上保安庁の験潮所で、4.2 ｍ以上の津
波を観測しているが、通信回線の切断により「市災害対策本部」
では確認できなかった（その後、津波により験潮所の観測機
器が破壊されたため観測が不能となる）。　
【15：22～15：38】

「市災害対策本部」は、気象庁の予想を上まわる津波が来る
ものと判断し、15 時 22分から15 時 38 分に放送した 9回に
ついては、津波の予想の高さを入れずに、もっぱら住民避難
を指示することをより明確にした内容に切り替え、放送した。

「ただいま、岩手県沿岸に大津波警報が発表されております。
海岸付近の方は、近くの高台か避難場所に避難するよう指示
します」

気象庁は津波の予想高さを「10 ｍ以上」としたが、そのとき
には当市沿岸部の一部では10 ｍ以上の津波（遡

そじょう

上高）がす
でに到達していたと思われる。

防災行政無線
による
避難指示

防災無線を聞いてつぎつぎに避難場所に集まる。不安そうな
表情　旧釜石第一中学校校庭・天神町

階段の下まで浸水した
仙寿院・大只越町

14：50〈気象庁〉

14：50～ 15：17

15：14〈気象庁〉

15：21

15：22～ 15：38

15：31（放送途中）

3.11 15:11

3.11 15:13

3.11 15:18

※釜石沖にＧＰＳ波浪計が設置
されていたが、通信回線の切断
により、海上保安庁の験潮所デー
タ同様、「市災害対策本部」では
観測データを確認できなかった。

3.11 15:28

旧釜石小学校校庭・
天神町

只越町
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市
役
所
で
の
避
難
者
の
受
入
れ

安
否
確
認
伝
言
板
の
設
置

　

震
災
直
後
、
２
０
０
人
を
超
え
る
住

民
が
高
台
に
あ
る
市
役
所（
第
１
庁
舎
）

へ
避
難
し
て
来
た
た
め
、
議
場
、
会
議

室
な
ど
に
、
避
難
者
を
受
け
入
れ
た
。

　

し
か
し
被
災
後
、
市
庁
舎
周
辺
は
ガ

レ
キ
に
囲
ま
れ
孤
立
し
た
た
め
、
職
員

は
避
難
者
の
食
料
確
保
の
た
め
、
浸
水

し
た
地
下
売
店
か
ら
飲
食
可
能
な
品
を

調
達
し
た
。
た
だ
し
、
停
電
に
よ
り

電
気
も
な
く
、
ト
イ
レ
も
使
用
で
き

な
い
状
況
だ
っ
た
。
避
難
し
た
中
国
人

研
修
生
か
ら
は
、
市
長
に
対
し
て
直
接

窮き
ゅ
う
じ
ょ
う

状
を
訴
え
る
場
面
も
あ
っ
た
。一
方
、

「
市
災
害
対
策
本
部
」
が
置
か
れ
た
２
階

に
は
安
否
確
認
伝
言
板
を
設
置
し
、
確

認
さ
れ
た
安
否
情
報
を
提
供
し
た
。

防
災
行
政
無
線
に
よ
る

市
長
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

甚
大
な
被
害
に
よ
り
避
難
者
の
数
も

把
握
で
き
ず
、
孤
立
し
て
い
る
地
域
も

あ
り
、
市
民
へ
の
速
や
か
な
情
報
提
供

が
求
め
ら
れ
て
い
た
。

　

19
時
、
防
災
行
政
無
線
を
活
用
し
、

市
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
た
。
市

内
各
地
で
大
き
な
被
害
が
あ
り
、
多
く

の
方
が
犠
牲
に
な
っ
て
い
る
状
況
を

市
民
に
伝
え
る
と
と
も
に
、
被
災
を
免

れ
た
地
域
の
住
民
に
対
し
て
は
、
食
料

の
提
供
を
要
請
す
る
内
容
の
放
送
を

行
っ
た
。

　

市
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
よ
り
、
そ
れ

 3.11 午後 3 時 32 分

3.11 15:40

3.11 15:38

3.11 15:34

釜石漁港・新浜町

市街地を襲う津波　浜町避難道路・浜町

3.11 15:31

釜石海員会館付近・魚河岸

釜石漁港・新浜町
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ぞ
れ
の
地
区
で
、
避
難
住
民
に
対
す
る

自
主
的
な
支
援
活
動
が
行
わ
れ
た
。

市
役
所
周
辺
の
避
難
所
を
訪
問

避
難
者
を
激
励

　

震
災
当
日
、
浸
水
地
域
の
住
民
は
、

最
寄
り
の
施
設
に
身
を
寄
せ
て
い
た

が
、被
災
状
況
な
ど
の
情
報
も
少
な
く
、

支
援
が
行
き
届
か
な
い
な
か
、
避
難
者

の
不
安
解
消
を
図
る
必
要
が
あ
っ
た
。

市
長
は
、
市
役
所
周
辺
の
避
難
所
（
徒

歩
で
移
動
可
能
な
場
所
）を
訪
問
し
た
。

　

現
段
階
で
の
情
報
提
供
の
ほ
か
、
避

難
者
へ
の
激
励
な
ど
を
行
っ
た
。

市
内
西
部
地
区
と
の

通
行
可
能
な
連
絡
道
路
を
確
認　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

一
刻
も
早
い
救
援
活
動
の
実
施
、
受

け
入
れ
の
た
め
、
被
災
地
区
と
市
内
西

部
地
区
を
結
ぶ
連
絡
道
路
の
早
急
な
確

保
が
必
要
で
あ
っ
た
。

　

市
内
西
部
地
区
と
の
連
絡
道
路
に
つ

い
て
、
ど
こ
の
復
旧
（
啓け

い
か
い開
）
を
優
先

さ
せ
る
べ
き
か
協
議
し
た
。

　

現
地
調
査
（
12
日
の
２
時
）
の
結

果
、
駒
木
町
の
道
路
（
市
道
中
妻
駒
木

線
）
が
通
行
可
能
で
あ
る
こ
と
を
確
認

し
た
。
ま
た
、
同
時
刻
に
は
、
県
沿
岸

広
域
振
興
局
長
が「
市
災
害
対
策
本
部
」

を
訪
問
し
、
今
後
の
災
害
対
応
に
つ
い

て
、
市
、
県
、
自
衛
隊
等
関
係
機
関
で

協
議
す
る
場
を
設
置
す
る
こ
と
を
確
認

し
た
。

　

道
路
復
旧
は
、
12
日
よ
り
岩
手
県
建

設
業
協
会
釜
石
支
部
を
核
と
し
た
協
会

連
盟
各
社
が
連
携
し
、
実
施
し
た
。
同

支
部
に
は
市
職
員
が
常
駐
し
、「
市
災

害
対
策
本
部
」
と
の
連
携
を
徹
底
す
る

体
制
を
整
え
た
。

3.11 17:46

中番庫方面から黒煙があがり、市街地に爆発音が響く　大町

釜石港内を漂流する大型貨物船　浜町避難道路・浜町

3.11 16:22
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避
難
者
の
西
部
（
内
陸
）
地
区
へ

の
移
送
と
避
難
所
開
設

　　

旧
釜
石
第
一
中
学
校
体
育
館
な
ど
、

中
心
市
街
地
に
設
け
ら
れ
た
避
難
所
の

避
難
者
が
、
収
容
可
能
人
数
を
大
幅
に

超
過
し
て
い
た
た
め
、
避
難
者
の
生
活

環
境
の
悪
化
が
懸
念
さ
れ
た
。

　

こ
の
た
め
、
西
部
地
区
へ
移
送
す
る

こ
と
と
し
、
西
部
地
区
に
避
難
所
設
置

を
指
示
し
た
。

　

西
部
地
区
の
各
所
に
お
い
て
、
生
活

応
援
セ
ン
タ
ー
や
町
内
会
が
主
体
と
な

り
、
順
次
避
難
所
が
開
設
さ
れ
た
。
市

職
員
や
全
国
か
ら
の
自
治
体
応
援
職
員

を
配
置
し
、
炊
き
出
し
、
物
資
輸
送
な

ど
の
支
援
体
制
を
構
築
し
た
。
ま
た
、

あ
わ
せ
て
避
難
所
移
動
に
要
す
る
バ
ス

を
手
配
し
た
。

遺
体
安
置
所
の
設
置

　

被
災
し
た
各
所
で
多
数
の
遺
体
が
発

見
さ
れ
、
市
内
公
共
施
設
や
寺
院
な
ど

に
仮
安
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
早

急
な
遺
体
安
置
所
の
設
置
が
必
要
と

な
っ
て
い
た
。

　
「
市
災
害
対
策
本
部
」
は
、
旧
釜
石

第
二
中
学
校
体
育
館
等
を
遺
体
安
置
所

と
し
た
。
併
せ
て
職
員
を
配
置
し
対
応

に
あ
た
ら
せ
た
。

　

救
助
活
動
が
本
格
化
し
た
こ
と
に
伴

い
、
遺
体
の
収
容
者
数
が
増
加
し
た
た

め
、
遺
体
安
置
所
は
、
最
大
４
か
所
設

置
さ
れ
、
身
元
確
認
の
ほ
か
遺
族
お
よ

び
埋
火
葬
の
対
応
を
行
っ
た
。
身
元
確

認
に
つ
い
て
は
、
警
察
、
医
師
会
お
よ

び
歯
科
医
師
会
の
協
力
に
よ
り
検
視
検

案
が
行
わ
れ
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
や
歯
科
カ

ル
テ
の
照
合
に
よ
り
進
ん
だ
。

※
遺
体
安
置
所
は
、
平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で

に
順
次
閉
鎖
さ
れ
た
。
４
月
15
日
に
は
、
身
元

不
明
の
遺
骨
管
理
を
釜
石
市
仏
教
会
に
委
ね
た
。

大
槌
町
で
発
生
し
た

山
林
火
災
の
延
焼
対
応

　

震
災
時
に
大
槌
町
で
発
生
し
た
山
林

火
災
が
12
日
、
室
浜
、
片
岸
地
区
に
延

焼
し
た
。

　

し
か
し
、
断
水
で
消
防
水
利
が
確
保

で
き
ず
、
消
防
資
機
材
も
流
失
し
、
消

火
活
動
が
困
難
で
あ
っ
た
た
め
、
消
防

本
部
を
中
心
に
、
緊
急
消
防
援
助
隊
や

県
、
自
衛
隊
と
連
携
し
て
対
応
し
た
。

　

13
日
か
ら
、
消
防
本
部
、
消
防
団
で

消
火
活
動
を
開
始
し
た
。

　

緊
急
消
防
援
助
隊
（
大
阪
隊
）
や
自

衛
隊
ヘ
リ
、
防
災
ヘ
リ
な
ど
の
協
力
を

得
て
消
火
活
動
が
行
わ
れ
、
火
災
は
20

日
に
鎮
圧
さ
れ
た
。

　

室
浜
地
区
等
の
住
民
に
対
し
て
は
、

避
難
用
の
バ
ス
を
確
保
し
、
移
送
を
開

始
し
た
。

3.12 9:30

自
衛
隊
等
に
よ
る
救
助
の
開
始

　

早
朝
か
ら
、
自
衛
隊
、
緊
急
消
防
援

助
隊
、
警
察
広
域
緊
急
援
助
隊
な
ど
が

順
次
到
着
し
、
救
助
・
捜
索
活
動
が
開

始
さ
れ
た
。

　

３
時
20
分
、
県
な
ど
か
ら
の
災
害
派

遣
要
請
に
よ
り
釜
石
地
域
を
担
当
す

る
こ
と
と
な
っ
た
陸
上
自
衛
隊
秋
田
駐

屯
地
の
第
21
普
通
科
連
隊
が
当
市
に
到

着
。市
と
救
助
活
動
に
係
る
捜
索
範
囲
、

方
法
、
支
援
拠
点
の
設
置
場
所
等
に
つ

い
て
調
整
を
行
っ
た
。

　
「
市
災
害
対
策
本
部
」
で
は
、
各
隊

と
の
連
絡
調
整
の
ほ
か
、
受
け
入
れ
体

制
を
整
備
し
、
連
携
し
て
救
助
活
動
な

ど
の
対
応
に
あ
た
っ
た
。

　

４
時
30
分
、
同
隊
の
先
遣
中
隊
本
部

は
、
被
災
市
街
地
に
進
出
し
、
生
存
者

の
救
出
・
捜
索
活
動
を
開
始
し

た
。

　

こ
の
日
以
降
順
次
、
国
際
緊

急
援
助
隊
や
各
自
治
体
か
ら
の

応
援
職
員
も
到
着
し
、
被
災
者

支
援
活
動
が
展
開
さ
れ
た
。

3.12 11:43

3.12 9:35

仙寿院・大只越町

 3.12

旧釜石第一中学校校庭・天神町

自衛隊による救助活動・大町

※釜石市内遺体収容者数：888 名（うち身元不明者数：6 名）、行方不明者数：152 名（H28.3.31 現在）
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救
援
物
資
の
受
け
入
れ
先
を

シ
ー
プ
ラ
ザ
遊
に
集
約

　

震
災
直
後
、
救
援
物
資
は
、
市
教
育

セ
ン
タ
ー
、
旧
釜
石
第
一
中
学
校
体
育

館
の
ほ
か
、
各
避
難
所
に
直
接
、
届
け

ら
れ
て
い
た
た
め
、「
市
災
害
対
策
本

部
」
で
は
状
況
を
十
分
に
把
握
で
き
な

か
っ
た
。
ま
た
各
避
難
所
で
は
、
物
資

供
給
量
に
格
差
が
生
じ
て
い
た
ほ
か
、

救
援
物
資
が
急
増
し
た
こ
と
で
、
市
教

育
セ
ン
タ
ー
で
の
受
け
入
れ
が
ス
ペ
ー

ス
的
に
困
難
と
な
っ
た
。

　

こ
の
た
め
、
救
援
物
資
の
受
け
入
れ

先
を
市
教
育
セ
ン
タ
ー
か
ら
シ
ー
プ
ラ

ザ
遊
へ
変
更
し
、
一
元
管
理
す
る
た
め

の
物
資
供
給
担
当
職
員
を
配
置
し
た
。

救
援
物
資
の
受
け
入
れ
が
一
カ
所
に
集

約
さ
れ
た
こ
と
で
、
効
率
化
が
図
ら
れ

た
。
ま
た
、
市
内
87
カ
所
の
避
難
所
へ

の
輸
送
は
、
自
衛
隊
な
ど
に
依
頼
し

て
、
物
資
輸
送
手
段
が
確
保
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
宅
配
便
事
業
者
の
協
力
を
得

て
、
物
資
の
整
理
や
避
難
所
へ
の
配
送

が
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
救
援

物
資
の
増
加
に
伴

い
、
保
管
場
所
と

し
て
、
シ
ー
プ
ラ

ザ
釜
石
地
下
駐
車

場
、
旧
小
川
小
学

校
、
釜
石
製
鉄
所

構
内
倉
庫
、
公
共

埠ふ
と
う頭
大
型
テ
ン
ト

が
利
用
さ
れ
た
。

3.13 15:31

 3.13

3.13 11:46

自衛隊による避難所への物資配送　シープラザ釜石地下駐車場・鈴子町

釜石市役所第３庁舎・只越町

釜石市役所第４庁舎前・天神町
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孤
立
地
域
の
ヘ
リ
輸
送
を
実
施

　
13
日
、14
日
は
、自
衛
隊
に
よ
り
鵜う
の
す
ま
い

住
居

地
区
の
孤
立
場
所
に
お
い
て
、
住
民
の

ヘ
リ
輸
送
が
実
施
さ
れ
た
。

市
災
害
対
策
本
部
を

シ
ー
プ
ラ
ザ
釜
石
に
移
転

　
震
災
に
よ
り
、「
市
災
害
対
策
本
部
」

が
設
置
さ
れ
た
市
役
所
第
１
庁
舎
の
電

源
・
通
信
も
含
め
た
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

早
期
復
旧
の
見
通
し
が
た
た
な
か
っ
た

こ
と
に
加
え
、
周
囲
が
ガ
レ
キ
に
囲
ま

れ
て
孤
立
し
て
い
た
。

　

12
日
、
シ
ー
プ
ラ
ザ
釜
石
へ
の
移
転

を
決
定
し
14
日
に
移
転
し
た
。

　

被
災
地
外
に
移
転
し
た
こ
と
で
、
通

信
手
段
な
ど
が
確
保
さ
れ
、
市
内
外
に

情
報
発
信
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、

安
否
確
認
な
ど
に
大
き
な
役
割
を
果
た

し
た
。　
　
　
　

　

ま
た
、自
衛
隊
・
県
沿
岸
広
域
振
興
局
・

消
防
本
部
・
警
察
・
海
上
保
安
部
等
関

係
機
関
と
の
連
携
が
円
滑
に
進
む
よ
う

に
な
り
、「
市
災
害
対
策
本
部
」
と
し
て

本
格
的
な
業
務
対
応
が
可
能
と
な
っ
た
。

安
否
確
認
所
を
設
置

　

安
否
情
報
の
収
集
・
提
供
に
つ
い
て

は
、
震
災
直
後
、
市
役
所
第
１
庁
舎
２

階
で
行
っ
て
い
た
も
の
の
、
手
狭
な
た

め
混
乱
し
て
い
た
。
市
庁
舎
自
体
が
ガ

レ
キ
に
囲
ま
れ
孤
立
し
て
お
り
、
市
民

は
ガ
レ
キ
を
越
え
て
来
庁
し
て
い
る
状

態
に
あ
り
、
住
民
の
安
否
確
認
の
情
報

集
約
も
困
難
な
状
況
が
続
い
て
い
た
。

　
「
市
災
害
対
策
本
部
」
の
移
転
に
併
せ

て
、
シ
ー
プ
ラ
ザ
釜
石
１
階
に
、
安
否

確
認
（
生
存
、
死
亡
、
行
方
不
明
、
避

難
所
避
難
者
、
避
難
先
な
ど
）
の
情
報

を
確
認
す
る
場
と
し
て
、
安
否
情
報
掲

示
板
を
設
置
し
、
避
難
所
の
避
難
者
情

報
（
避
難
者
名
簿
）
や
、
死
亡
者
情
報

等
を
掲
示
す
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
た
。

　

市
が
把
握
し
て
い
る
情
報
の
ほ
か
、

市
民
か
ら
の
情
報
も
併
せ
て
掲
示
す
る

と
と
も
に
、
相
談
窓
口
に
職
員
を
配
置

し
、
対
応
に
あ
た
っ
た
。

　

数
日
後
に
は
避
難
者
名
簿
の
集
約
が

行
わ
れ
、
パ
ソ
コ
ン
で
の
検
索
が
可
能

と
な
る
一
方
、
情
報
を
求
め
る
市
民
が

殺
到
し
、
情
報
が
得
ら
れ
ず
さ
ま
ざ
ま

な
思
い
が
混
濁
し
て
い
た
た
め
、
職
員

の
対
応
は
困
難
を
極
め
た
。

　

ま
た
、
安
否
情
報
の
提
供
に
つ
い
て

は
、個
人
情
報
に
配
慮
す
る
場
合
が
あ
っ

た
。

関
係
機
関
と
連
携
を
強
化

　

災
害
が
大
規
模
に
わ
た
り
、
復
旧
を

要
す
る
事
業
が
多
分
野
に
及
ん
で
い
る

こ
と
か
ら
、
国
や
県
、
民
間
企
業
と
の

情
報
共
有
や
支
援
、
協
力
が
必
要
不
可

欠
で
あ
っ
た
。

　

14
日
、
県
沿
岸
広
域
振
興
局
が
中
心

と
な
り
、
市
、
自
衛
隊
、
警
察
、
海
上

保
安
部
、
緊
急
消
防
援
助
隊
、
消
防
本

部
の
ほ
か
、
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
な
ど

の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
関
係
機
関
に
よ
り
構

成
さ
れ
た
「
災
害
対
策
調
整
会
議
」
を

開
催
し
た
。

　
「
市
災
害
対
策
本
部
」
は
、
救
出
活
動

や
ガ
レ
キ
撤
去
、
イ
ン
フ
ラ
復
旧
な
ど

の
情
報
共
有
を
図
り
、
市
と
県
が
相
互

に
連
携
し
、
同
会
議
で
対
応
を
調
査
し

た
。
そ
の
た
め
、
市
の
連
絡
員
２
人
を

3.14-17
市災害対策本部の7日間

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
が
始
ま
る
一
方
、

避
難
所
や
生
活
支
援
な
ど
、

新
た
な
問
題
が
数
多
く
発
生
し
た
。

 3.14

釜石商工会議所前・只越町

3.14 8:38
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県
沿
岸
広
域
振
興
局
に
常
駐
さ
せ
た
。

　

ま
た
、
釜
石
港
湾
事
務
所
か
ら
衛
星

携
帯
電
話
等
の
提
供
を
受
け
、「
市
災
害

対
策
本
部
」
と
国
土
交
通
省
と
の
情
報

連
絡
体
制
を
確
保
し
た
。

　

同
省
か
ら
は
、
災
害
対
策
現
地
情
報

連
絡
員
（
リ
エ
ゾ
ン
）
が
派
遣
さ
れ
、国
、

県
な
ど
関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整
の
ほ

か
、
災
害
対
応
全
般
で
支
援
・
協
力
が

得
ら
れ
た
。

市
災
害
対
策
本
部
情
報
の
発
行　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

被
災
直
後
か
ら
電
源
が
喪
失
し
、
テ

レ
ビ
や
新
聞
な
ど
か
ら
被
害
情
報
を
得

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
被
災

者
お
よ
び
在
宅
被
災
者
の
中
に
は
、
市

の
災
害
対
応
へ
の
不
満
を
持
つ
方
が
出

て
い
た
。
こ
の
た
め
、
３
月
14
日
、
市

災
害
対
策
本
部
情
報
の
第
１
号
を
発
行

し
た
。

　

当
初
は
、
各
避
難
所
へ
の
情
報
の
周

知
が
お
も
な
役
割
で
あ
っ
た
が
、
市
民

の
要
望
を
受
け
、
同
21
日
に
は
、
市
内

全
戸
配
布
と
し
た
（
配
布
作
業
は
行
政

連
絡
員
が
行
う
）。
こ
れ
に
よ
り
、
市
民

へ
の
行
政
情
報
等
の
周
知
が
図
ら
れ
た
。

※
４
月
11
日
、「
か
ま
い
し
災
害
エ
フ
エ
ム
」
が

開
局
さ
れ
た
。

　　

そ
の
ほ
か
に
も
、
市
か
ら
の
お
知
ら

せ
、
防
災
、
生
活
情
報
を
伝
え
る
た
め
、

６
月
11
日
以
降
は
、震
災
で
休
刊
と
な
っ

た
地
元
新
聞
社
記
者
の
方
々
が
中

心
と
な
り
、
市
の
広
報
の
一
環
と

し
て
「
復
興
釜
石
新
聞
」
が
創
刊

さ
れ
た
。
週
２
回
無
料
で
全
戸
配

布
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
引
き
続

き
市
民
へ
の
情
報
提
供
が
行
わ
れ

た
。
８
月
10
日
、広
報
「
か
ま
い
し
」

の
発
行
が
再
開
し
た
。

医
療
活
動
の
展
開
、

救
護
所
の
設
置

　

各
地
に
避
難
所
が
設
置
さ
れ
た

が
、
震
災
に
よ
り
各
被
災
地
域
の

道
路
、通
信
が
寸
断
さ
れ
、

ど
の
よ
う
な
医
療
需
要
が

あ
る
の
か
把
握
す
る
こ
と

が
困
難
で
あ
っ
た
。ま
た
、

全
国
か
ら
、
日
赤
を
は
じ

め
と
す
る
多
数
の
災
害
派

遣
医
療
チ
ー
ム
が
到
着
し

た
が
、
各
チ
ー
ム
の
情
報

共
有
が
十
分
で
は
な
く
、

そ
の
活
動
が
重
複
す
る
場

合
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
た
め
、「
市
災
害

対
策
本
部
」
は
、
災
害
派

遣
医
療
チ
ー
ム
（
Ｄ
Ｍ
Ａ

Ｔ
）
や
釜
石
医
師
会
な
ど

に
支
援
を
要
請
し
た
。

　

14
日
以
降
、
災
害
派
遣

医
療
チ
ー
ム
や
自
衛
隊
、

日
赤
な
ど
が
各
地
に
救
護
所
を
設

置
し
、
傷
病
者
の
治
療
に
あ
た
っ

た
。
ま
た
避
難
所
の
巡
回
診
療
も

開
始
し
、
避
難
者
の
治
療
な
ど
を

実
施
し
た
。

　

災
害
の
特
性
か
ら
怪
我
な
ど
の

急
性
期
医
療
の
需
要
は
比
較
的
少

な
く
、
避
難
所
な
ど
で
時
間
の
経

過
と
と
も
に
、
持
病
な
ど
に
よ
り

体
調
を
崩
す
慢
性
期
医
療
の
需
要

が
多
か
っ
た
。

　

ま
た
、「
市
災
害
対
策
本
部
」

も
三
師
会
（
医
師
会
、
歯
科
医
師

会
、
薬
剤
師
会
）
と
連
携
し
な
が

ら
、
各
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
の

活
動
状
況
を
取
り
ま
と
め
、
そ
の

情
報
共
有
に
努
め
た
。

　

救
護
所
、
避
難
所
、
在
宅
避
難

者
へ
の
診
療
、
健
康
相
談
、
服
薬

指
導
、
運
動
指
導
な
ど
を
実
施
し

た
。

災
害
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
を
開
設

　

震
災
直
後
よ
り
、
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
申
し
出
が
数
多
く
あ
っ

た
が
、「
市
災
害
対
策
本
部
」
で
は
、

震
災
対
応
業
務
が
増
加
す
る
な
か

で
、
受
け
入
れ
体
制
が
整
っ
て
い

な
か
っ
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
け
入
れ
に
精

通
し
た
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
の
協
力
を
要

請
し
た
。
14
日
、
同
福
祉
協
議
会
は
、

市
郷
土
資
料
館
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
を
開
設
し
た
。
支
援
物
資
の
積
み

卸
し
、
整
理
、
避
難
所
へ
の
配
送
の
ほ

か
、
遺
体
安
置
所
、
り
災
証
明
書
窓
口

対
応
、
災
害
義
援
金
窓
口
対
応
、
消
毒

活
動
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
け
入
れ
調

整
を
行
っ
た
。

通
行
許
可
証
の
発
行

　

震
災
直
後
の
被
災
地
域
は
、
警
察
、

自
衛
隊
等
の
緊
急
車
両
を
除
き
、
車
両

は
通
行
止
め
と
な
っ
て
い
た
が
、
復
旧

作
業
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
被
災
地
域

内
の
交
通
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
通
行

を
規
制
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
シ
ー
プ
ラ
ザ
釜
石

に
お
い
て
、
緊
急
車
両
等
に
対
し
通
行

許
可
証
を
発
行
し
た
。
被
災
地
域
内
で

の
活
動
車
両
を
公
用
の
業
務
に
従
事
す

る
車
両
に
限
定
し
た
こ
と
で
、
渋
滞
等

を
抑
止
し
、
復
旧
事
業
が
円
滑
に
進
め

ら
れ
た
。

釜石駅前・鈴子町

釜石製鐵所東門付近
（三の橋）

只越町

3.14 15:31
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ガ
ソ
リ
ン
供
給
を
調
整

公
用
車
等
に
給
油
許
可
書
を
発
行

　

被
災
地
域
は
、
警
察
、
自
衛
隊
な
ど

の
緊
急
車
両
を
除
き
、
車
両
通
行
止
め

と
し
て
い
た
。
一
方
、
震
災
に
よ
り
ガ

ソ
リ
ン
な
ど
燃
料
供
給
の
流
通
が
混
乱

し
、
ス
タ
ン
ド
周
辺
で
は
給
油
待
ち
の

渋
滞
が
発
生
。
給
油
対
応
に
対
す
る
不

満
か
ら
暴
力
行
為
な
ど
ト
ラ
ブ
ル
も
起

き
て
い
た
。

　

災
害
対
応
の
緊
急
車
両
用
の
燃
料
を

確
保
す
る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
、
ガ
ソ

リ
ン
供
給
の
調
整
を
行
っ
た
。
緊
急
を

要
す
る
車
両
に
対
し
て
、
給
油
券
（
給

油
許
可
書
）
の
配
布
を
開
始
し
た
。
民

間
給
油
所
と
協
議
し
、
供
給
方
法
を
検

討
し
た
。
ま
た
、
防
災
行
政
無
線
を
活

用
し
、
給
油
情
報
な
ど
の
生
活
情
報
を

提
供
し
た
。
給
油
の
実
施
に
あ
た
っ
て

は
、
職
員
を
派
遣
し
た
ほ
か
、
警
察
に

パ
ト
ロ
ー
ル
を
要
請
す
る
な
ど
の
対
応

を
行
っ
た
。（
＊
１
）

災
害
時
要
配
慮
者
（
災
害
時
要
援

護
者
）
の
受
け
入
れ

福
祉
避
難
所
の
設
置

　

避
難
所
生
活
の
長
期
化
に
伴
い
、
通

常
の
避
難
所
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

な
い
介
護
が
必
要
な
高
齢
者
や
障
が
い

者
な
ど
に
対
し
て
、
避
難
支
援
が
必
要

と
な
っ
た
た
め
、
災
害
時
要
配
慮
者
の

調
査
を
行
い
、「
福
祉
避
難
所
（
介
護

付
き
避
難
所
）」を
設
置
を
し
た
。（
＊
２
）

　

４
月
１
日
、
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
滝
の
家
」
を
福
祉
避
難
所
と
し
、
市

社
会
福
祉
協
議
会
と
居
宅
介
護
支
援
事

業
所
さ
く
ら
に
運
営
を
委
託
し
た
。
４

月
３
日
に
は
、
清
風
園
を
追
加
し
、
愛

恵
会
に
運
営
を
委
託
し
た
。

　

福
祉
避
難
所
の
委
託
に
先
立
ち
、
両

者
は
、
同
所
で
自
主
的
に
介
護
付
き
避

難
所
を
運
営
し
て
い
た
。
ま
た
18
日
、

直
接
の
被
害
を
免
れ
た
市
西
部
地
区

（
内
陸
部
）
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
協

議
会
お
よ
び
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
が

中
心
と
な
り
、「
福
祉
機
関
緊
急
合
同

会
議
」
を
自
主
的
に
開
催
。
介
護
を
要

す
る
高
齢
者
等
の
受
け
入
れ
な
ど
に
つ

い
て
各
事
業
所
の
役
割
分
担
お
よ
び
情

報
共
有
を
行
っ
た
。

3.15 14:20

※ 1：３月 21 日以降、正確な情報提
供の必要性から防災行政無線により給
油情報の提供を開始した（同放送は、
ガソリンが通常販売となる 4 月 1 日
まで継続された。）
※ 2：23 日、避難所に避難している
災害時要配慮者の実態把握調査で、移
動希望等の聞き取り調査を実施し、個
別の状況に応じた避難所を検討した。

 3.15

安否確認所　シープラザ釜石・鈴子町

救援物資の受け入れ
シープラザ遊・鈴子町

大槌町から迫る山林火災の消防活動を行う自衛隊ヘリと消防車両　大浜渡橋付近・片岸町
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3.15 19:36

3.15 14:43

市
の
火
葬
能
力
を
超
え
た
遺
体
へ
の
対
応

～
土
葬
準
備
と
市
外
の
火
葬
協
力
～

　

震
災
犠
牲
者
の
数
は
日
を
追
う
ご
と
に
増
え
、
遺
体
安
置
所

は
す
ぐ
に
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。
火
葬
が
追
い
つ
か
な
い
状
況

だ
っ
た
。

　

市
内
の
火
葬
場
で
あ
る
「
釜
石
斎
場
」
が
、
停
電
の
た
め
使

用
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
。
自
家
発
電
機
に
よ
り
一
時
的
に
復

帰
し
た
も
の
の
、
フ
ァ
ン
ベ
ル
ト
が
切
れ
て
修
理
に
２
日
間
を

要
し
た
。
加
え
て
燃
料
不
足
の
問
題
も
あ
り
、
火
葬
場
の
処
理

能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
な
い
状
況
に
置
か
れ
た
。
近
隣
の
市

町
村
と
「
火
葬
の
協
力
」
に
つ
い
て
の
取
り
決
め
も
、
当
時
は

ま
だ
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

今
後
の
見
込
み
が
把
握
で
き
ず
、
気
温
の
上
昇
と
と
も
に
衛

生
上
の
問
題
も
懸
念
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
市
は
17
日
よ
り
土

葬
の
検
討
を
開
始
し
た
。

【
17
日
】
庁
内
で
埋
葬
用
地
を
協
議
。

【
19
日
】
シ
ー
プ
ラ
ザ
釜
石
で
埋
葬
（
土
葬
）
の
協
議
会
を
開
催
。

【
20
日
】
墓ぼ
え
ん苑

工
事
を
開
始
（
30
日
に
完
了
）。

【
21
日
】「
市
本
部
情
報
」に「
津
波
犠
牲
者
の
埋
葬
の
お
知
ら
せ
」

を
掲
載
。

 

〈
身
元
が
判
明
し
な
い
場
合
や
、
引
き
取
る
人
が
い
な
い
場
合

は
、市
が
埋
葬（
土
葬
）す
る
。
埋
葬
は
３
月
25
日
を
予
定
す
る
〉

　

し
か
し
、
身
元
が
判
明
し
な
け
れ
ば
土
葬
す
る
と
の
周
知
は
、

遺
族
に
焦
燥
感
と
失
望
感
を
感
じ
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。「
土

葬
」
は
あ
く
ま
で
仮
埋
葬
の
予
定
だ
っ
た
が
、
あ
と
か
ら
掘
り

起
こ
す
さ
い
に
遺
体
を
傷
つ
け
る
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
不

安
が
、
遺
族
か
ら
上
が
っ
た
。

　

市
は
、
土
葬
の
準
備
を
進
め
つ
つ
、
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
、
青
森

県
や
秋
田
県
な
ど
へ
の
火
葬
協
力
を
依
頼
し
続
け
た
。

　

幸
い
に
も
、
そ
の
後
の
身
元
確
認
が
進
ん
だ
こ
と
と
、
県
内

外
の
自
治
体
に
よ
る
火
葬
受
け
入
れ
の
見
通
し
が
た
っ
た
こ
と

か
ら
、
市
は
方
針
転
換
し
、
す
べ
て
の
遺
体
を
火
葬
す
る
こ
と

と
し
た
。

市災害対策本部　シープラザ釜石・鈴子町 安否確認所　シープラザ釜石・鈴子町

鵜
う の す ま い

住居町新田
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道
路
交
通
の
確
保

無
料
巡
回
バ
ス
の
運
行
開
始

　

震
災
に
よ
り
多
く
の
自
家
用
車
が
流

失
、
ガ
ソ
リ
ン
不
足
も
常
態
化
し
た
こ
と

に
よ
り
、
被
災
者
は
、
徒
歩
な
ど
で
移
動

す
る
ほ
か
な
く
、安
否
確
認
や
遺
体
確
認
、

通
院
、
買
い
物
な
ど
の
た
め
の
交
通
手
段

の
確
保
が
課
題
と
な
っ
た
。

　

国
の
補
助
制
度
を
活
用
し
、
市
教
育
セ

ン
タ
ー
と
上
大
畑
の
間
で
無
料
巡
回
バ
ス

の
運
行
を
開
始
し
た

（
16
日
か
ら
）。
以

降
、
運
行
区
間
を
順

次
拡
大
し
た
。

大
槌
町
と
の

協
力
・
連
携

　

県
知
事
の
大
槌
町

訪
問
に
釜
石
市
長
が

同
行
し
、
大
槌
町
の

副
町
長
と
面
談
。
大
槌
町
の
現
状
と
支

援
内
容
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
。
大
槌

町
副
町
長
と
の
協
議
に
よ
り
、
市
と
し
て

も
当
町
の
復
旧
に
つ
い
て
全
面
的
に
協
力

す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

支
援
物
資
等
を
釜
石
経
由
で
輸
送
実

施
す
る
ほ
か
、
担
当
職
員
を
配
置
し
、
協

力
連
携
し
た
。

3	月 16	日	4	時 41	分東北の太平洋沿岸で起きた巨大地震で、東北や関東では余震とみられる地震が相次いでいます。一方、多くの被災者が不自由な避難生活を送
る被災地では、１６日朝は氷点下の冷え込みとなるところが出ています。（NHKオンラインより）

3.16 8:44

3.17 13:40

3.16 8:50

3.17 16:50

無料巡回バス　鈴子広場付近・鈴子町
※８月１日からは、一乗車 100 円のワンコインバ
ス運行に移行した

釜石シーウェイブス RFC によるボランティア活動
シープラザ遊・鈴子町

救護所の設置　鈴子広場・鈴子町

栗林小学校体育館避難所・栗林町

 3.16,17
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い
き
い
き
生
き
る　

い
き
い
き
生
き
る

ひ
と
り
で
立
っ
て　

ま
っ
す
ぐ
生
き
る

困
っ
た
と
き
は　

目
を
あ
げ
て

星
を
目
あ
て
に　

ま
っ
す
ぐ
生
き
る

息
あ
る
う
ち
は　

い
き
い
き
生
き
る

は
っ
き
り
話
す　

は
っ
き
り
話
す

び
く
び
く
せ
ず
に　

は
っ
き
り
話
す

困
っ
た
と
き
は　

あ
わ
て
ず
に

人
間
に
つ
い
て　

よ
く
考
え
る

考
え
た
な
ら　

は
っ
き
り
話
す

し
っ
か
り
つ
か
む　

し
っ
か
り
つ
か
む

ま
こ
と
の
知
恵
を　

し
っ
か
り
つ
か
む

困
っ
た
と
き
は　

手
を
だ
し
て

と
も
だ
ち
の
手
を　

し
っ
か
り
つ
か
む

手
と
手
を
つ
な
い
で　

し
っ
か
り
生
き
る

釜
石
小
学
校
校
歌

【
作
詞
】
井
上 

ひ
さ
し　
【
作
曲
】
宇
野 

誠
一
郎

避難所となった釜石小学校では、この校歌を朝６時 45
分のラジオ体操のあとに流していました。避難所にいた
方のなかには「この校歌、いまの私たちの心境にぴった
りです。避難所を出るときには、この校歌を歌って出て
いきたいです」と話していた方もいました。
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◆
平
成
23
年
度

　

浸
水
状
況
、
湾
別
の
被
災
者
の
状
況
な
ど
の
被
災
状
況
調
査
を
実
施
し
て

被
災
の
概
要
を
把
握
。
ま
た
、
職
員
の
個
別
調
査
、
各
課
の
業
務
別
状
況
調

査
を
行
い
、
市
災
害
対
策
本
部
の
対
応
の
概
要
を
把
握
し
た
。
さ
ら
に
、
市

内
全
世
帯
を
対
象
と
し
た
住
民
避
難
行
動
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
分
析
を
実

施
、
検
証
を
行
っ
た
。

　

釜
石
市
東
日
本
大
震
災
検
証
委
員
会
を
設
置
。こ
れ
ま
で
の
検
証
か
ら「
釜

石
市
東
日
本
大
震
災
検
証
報
告
書
」
を
取
り
ま
と
め
た
。

◆
平
成
25
年
度

　
「
避
難
行
動
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
住
民
等
の
避
難
行
動
に
関
す
る
証
言

等
の
取
り
ま
と
め
・
分
析
を
行
っ
た
。
併
せ
て
津
波
浸
水
区
域
の
小
中
学
校

な
ど
の
避
難
行
動
調
査
を
行
っ
た
。
被
災
し
た
住
民
を
主
体
と
し
た
検
証
委

員
会
を
設
置
。
検
証
報
告
書
（
津
波
避
難
行
動
編
）
を
取
り
ま
と
め
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
釜
石
市
鵜
住
居
地
区
防
災
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
東
日
本
大
震

災
津
波
被
災
調
査
委
員
会
を
設
置
し
「
釜
石
市
鵜
住
居
地
区
防
災
セ
ン
タ
ー

に
お
け
る
東
日
本
大
震
災
津
波
被
災
調
査
報
告
書
」
を
取
り
ま
と
め
た
。

　

３
月
、
釜
石
市
地
域
防
災
計
画
を
改
訂
。

◆
平
成
26
年
度

　

震
災
時
の
市
災
害
対
策
本
部
の
初
動
体
制
の
対
応
状
況
、
学
校
・
子
ど
も

関
連
施
設
、
避
難
所
運
営
の
実
態
な
ど
の
課
題
、
今
後
の
方
向
性
な
ど
を
中

心
に
調
査
・
分
析
。
加
え
て
、
地
域
の
震
災
前
の
備
え
、
震
災
時
の
動
き
と

避
難
行
動
な
ど
を
整
理
し
た
検
証
報
告
書
（
災
害
対
策
本
部
編
、
学
校
・
子

ど
も
関
連
施
設
編
、
避
難
所
運
営
編
、
地
域
編
）
を
取
り
ま
と
め
た
。

◆
平
成
27
年
度　

　

こ
れ
ま
で
の
検
証
報
告
書
を
も
と
に
、
津
波
か
ら
未
来
の
命
を
守
る
た
め

の
釜
石
の
教
訓
及
び
住
民
の
避
難
行
動
に
関
わ
る
証
言
を
、
そ
れ
ぞ
れ
市
民

向
け
の
「
教
訓
集
」、「
証
言
・
記
録
集
」
と
し
て
取
り
ま
と
め
た
。

「
教
訓
集
」、「
証
言
・
記
録
集
」
作
成
の
経
緯

釜石湾全景（2011 年（平成 23 年）３月 30 日撮影）
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釜石湾全景（2011 年（平成 23 年）３月 30 日撮影）

●平成23年度	 	 	 	
若崎　正光	 釜石市
千葉　榮	 釜石大槌地区行政事務組合　消防本部	 	
及川　隆	 国土交通省東北地方整備局　釜石港湾事務所
加藤　恒	 国土交通省東北地方整備局　三陸国道事務所
熊谷　正和	 岩手県沿岸広域振興局	
和田　松男	 釜石市消防団	 	 	
荒井　芙美子	 釜石市婦人消防連絡協議会
千葉　浩哉	 釜石警察署	 	
奥山　隆一	 釜石海上保安部	
千葉　吉美	 東北電力株式会社　釜石営業所	 	
矢浦　一衛	 釜石市社会福祉協議会
川原　清文	 唐丹地域会議
高橋　淳	 鵜住居第２仮設団地自治会
荻野　哲郎	 大渡町内会
柴田　渥	 松原町内会
浦山　文男	 新川原町内会
瀬戸　元	 両石町自主防災組織	 	
阿部　妙子	 新浜町婦人消防クラブ
東野　武美	 民生児童委員
伊藤　悦子	 民生児童委員
金井　昌信	 群馬大学大学院助教

●平成25年度	 	 	 	
片田　敏孝	 群馬大学　広域首都圏防災研究センター教授	
金井　昌信	 群馬大学　広域首都圏防災研究センター准教授	
堺　茂樹	 岩手大学　地域防災研究センター教授	
小笠原　敏記	 岩手大学　地域防災研究センター准教授	
山﨑　長栄	 釜石市消防団	 	 	
荒井　芙美子	 釜石市婦人消防連絡協議会
柏崎　龍太郎	 ＮＰＯ法人釜石東部漁協管内復興市民会議	
佐々木　一正	 鵜住居まちづくり協議会	 	
市川　淳子	 鵜住居地区民生児童委員協議会	 	
瀬戸　元	 両石町自主防災組織	 	
中村　信子	 新浜町婦人消防クラブ	 	
加藤　裕二	 浜町１丁目町内会	
合澤　洋子	 東釜石地区民生児童委員協議会	
柴田　渥	 松原町自主防災会	
前川　輝夫	 平田町内会	 	
上村　年恵	 小白浜仮設団地自治会	 	
池田　盛子	 唐丹地区スポコンクラブ	
川原　清文	 唐丹地域会議	 	 	
若崎　正光	 釜石市	 	
山崎　義勝	 釜石市

●平成26年度・平成27年度	 	 	 	
越野　修三	 岩手大学　地域防災研究センター教授	 	
菊池　義浩	 岩手大学　地域防災研究センター特任助教	 	
柳川　竜一	 岩手大学　地域防災研究センター特任助教	 	
山﨑　長栄	 釜石市消防団
佐々木　淳子	 釜石市婦人消防連絡協議会	 	 	
寺田　尚弘	 釜石ファミリークリニック	 	
菊池　亮	 釜石市社会福祉協議会	 	
藤原　たか子	 岩手県建設業女性マネジングスタッフ協議会釜石支部	
荒澤　幸子	 社会福祉法人釜石愛育会鵜住居保育園	 	 	
雲南　昌明	 唐丹小学校ＰＴＡ（平成 26 年度）	
一関　秀美	 唐丹小学校ＰＴＡ（平成 27年度）	 	
柏崎　龍太郎	 ＮＰＯ法人釜石東部漁協管内復興市民会議
佐々木　雄治	 根浜親交会
市川　淳子	 鵜住居地区民生児童委員協議会
瀬戸　元	 両石町自主防災組織
加藤　裕二	 浜町１丁目町内会（平成 26 年度）	
合澤　洋子	 東釜石地区民生児童委員協議会
荻野　哲郎	 大渡町内会	 	
前川　輝夫	 平田町内会	 	
上村　年恵	 小白浜仮設団地自治会	
川原　清文	 唐丹地域会議	 	
安久津　吉延	 松倉町内会	
山崎　秀樹	 釜石市　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

釜石市東日本大震災検証委員会委員（順不同）
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